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　乱らん世せに咲いた白しら百ゆ合りこと、蓬おう砂さの国くにの千ち芳か姫は、今、人生最大の危機に陥おちいっていた。

「いやーっ！　絶ッ対、いーやーでーすーわー！」

　背中に流れる黒くろ絹ぎぬのような髪、滑なめらかで白い肌はだ、もぎたての桃を連想させる頰ほお、星が瞬またたく夜空のような漆しつ黒こくの瞳ひとみ、微笑ほほえみを浮かべればまさに花がほころんだような……と人々から評される彼女は、その可か憐れんさをかなぐり捨て、部屋の柱にしがみついている。年頃の娘らしからぬ姿は、例えるならば、夏の盛さかりの蟬せみによく似ていた。

「千芳っ！　いい加減にせんか！」

　彼女を引き剝はがそうと奮ふん闘とうするのは、祖そ父ふの嶋しま井い竜りゆう蔵ぞう──蓬砂国の主あるじである。七十を過ぎたとはいえ、鬼嶋井のあだ名で国内外から恐おそれられる猛もう将しように衰おとろえの色はない。筋肉質で恰かつ幅ぷくのいい身体からだから発せられる怒ど鳴なり声ごえは、城中にこだましていた。その低い怒ど声せいには、声を聞いただけで、戦場から敵軍が怯おびえて退たい却きやくしたという逸いつ話わさえある。

「さぁっ！　今日こそは婿むこを選べ！　冬ふゆ興おきか漣れん吾ごか、どちらか選べっ！」

「いーやーっ！」

　千芳は祖父の迫力に負けず叫さけび返す。

「このっ……お前には一国の主の血筋であるという自覚がないのか！」

　竜蔵に男の子どもはおらず、孫も千芳ひとりきりだった。その彼女に婿をとらせて、跡あととりとする。至し極ごく当然の選せん択たくである。しかし千芳はそれを断だん固ことして拒こばんでいた──拒まねばならない事情があった。

「じじ様が頑がん張ばって、今から子どもを作ればいいのよっ」

「何を言うか。たった今すぐ子が生まれても、跡あとを託たくすのに十五年はかかるではないか！」

「じじ様ならできますわ！」

　千芳は柱に爪つめを立てた。磨みがき抜かれて光こう沢たくを帯びた爪つめが、がり、と食い込む。

（冗じよう談だんじゃない）

　奥歯をぎりぎりと嚙かみしめた。そうでもしていないと、心の叫びが喉のどを突き破って飛び出してきてしまいそうだった。

（俺が……男が、どうやって婿を取るんだよ！）

　──蓬砂国の美び姫きと褒ほめ称たたえられている彼女は、実の所、彼女ではなく、彼なのであった。
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　千ち芳か姫人生最大の危機の始まりは、竜りゆう蔵ぞうのこんな一言だった。

「今日は千芳に会わせたい者がおってのう。連れて来たぞ」

「まあ。どなたでしょう？」

　竜蔵は機き嫌げんがよさそうだった。孫娘に甘い祖父は、千芳の前ではたいてい機嫌がいい。しかし、今日はひときわ楽しそうだ。いたずら小こ僧ぞうが人を驚おどろかせようと、背はい後ごに何か隠かくし持っている笑顔。

（なんか、嫌いやな予よ感かんがするんだけど）

　首筋にぞわりと悪お寒かんを感じた。表面上は、にこにこと、いつもの可か憐れんな千芳姫を演じていたが、内心は穏おだやかではない。

　ここは蓬おう砂さ城じよう二の丸にある、千芳の私室である。千芳はこの二の丸でひっそりと、隠されるように日々を過ごしている。人を紹しよう介かいされるなんてめったにないことだ。

「ふっふっふ。まあ、まずは見てみろ」

　竜蔵が分ぶ厚あつい手を打ち鳴らすと、廊ろう下かで控ひかえていた二人の男が姿を見せる。二人とも侍さむらい烏え帽ぼ子しに直ひた垂たれと、改まった衣装を身につけていた。

「失礼致いたします」

　ひとりは背が高い、細ほそ面おもてに目元も涼やかな美び丈じよう夫ふである。歳としは千芳より一回りほど上だろう。千芳と目が合うと、妙みように親しげに懐なつかしそうな微笑ほほえみを浮かべた。

「失礼、仕つかまつる！」

　もうひとりは千芳と同じ年頃で、小柄な少年だった。猫を連想させる目でにらむようにこちらを見つめてくる様子は、うっかりナワバリを飛び出し迷まい子ごになってしまった小動物に似ている。やけに肩を怒いからせていて、周囲を威い嚇かくしているようだ。

「年かさの方が柳やなヶが瀬せ冬ふゆ興おき、若い方が有あり羽う漣れん吾ご。我が家か臣しん団だん一、二を争う名門の倅せがれどもぞ」

　二人は千芳の正面に座ると、そろって頭を下げた。

「恐おそれ入ります」

　冬興が如じよ才さいなく答えれば、

「恐れ入ります、が！」

　と、漣吾は甲かん高だかい声で口を挟はさんだ。

「オレも柳ヶ瀬殿も既すでに家か督とくを継ついだ、れっきとした一家の主あるじ。倅ではありません」

「おお、そうだったそうだった。わしには、お前らの親父おやじや祖父の方がなじみ深くてなぁ。そうか、もう子どもではなかったか。確かに、だからこそわしもお前らを選んだのだった」

　竜蔵は家臣の減らず口にも目くじらを立てず、愉ゆ快かいそうに笑っている。そして千芳に向き直ると、軽々と言ってのけた。

「こやつらはお前の婿がね候こう補ほぞ」

「えっ!?」

　千芳は目をこぼれ落ちんばかりに見開いた。

「あ、あの、じじ様……？」

「千芳の婿はわしの跡あととり。厳げん選せんに厳選を重ねなければの。だから、千芳にも意見を聞こうと思ったのじゃ。どうだ、気に入ったか？　どちらを選んでもよいぞ。二人ともという訳にはいかぬがな」

　がっはっはっは──。

　竜蔵の笑い声が脳の中でこだまする。まるで自分の頭ず蓋がい骨こつが鐘かねに変えられて、延々と打ち鳴らされているようだった。
















（婿って。そんな、噓うそだろ……）

　一いつ瞬しゆん、意識が遠くなった。よろりと床に手をつく。失しつ神しんしている場合じゃない。

「わ、わた、わたしに結婚なんて無理ですわ！　わたし、まだ十五歳で。結婚なんて、考えたこともありません！」

「なぁにを言っとる」

　竜蔵はカラカラと笑い声をあげた。

「華は菜なだって……お前の母親だって、嫁よめに行ったのは十六の時。まだてんで娘らしくなかったが──」

　竜蔵がふいに口ごもった。苦々しい目つきになり、眉み間けんに深い皺しわが集まる。しかしそれは一瞬のことで、気づいたのは千芳だけだっただろう。竜蔵はすぐに明るい表情を作り直した。

「心配いらん。祝しゆう言げんと床とこ入いりさえ済ませば、女おな子ごは自然と女になるものぞ」

「とっ、床っ……とこっ……!?」

（お、お、お、男同士で床入りなんかして、どうしろって言うんだよ!?）

　頭から血の気が引いていき、それなのに顔は真っ赤になった。

　千芳の反応をどう勘かん違ちがいしたのか、竜蔵はにやぁと下げ卑びた笑みを浮かべる。

「早くひ孫の顔が見たいのぉ」

「ひっ、ひひっ、ひひひっ……！」

　千芳は息を吞のみ、ぶるぶると震ふるえた。

（ひ孫って！　誰が産むんだよ!?　俺には絶対無理だぞ！）

　想像するのも恐ろしい。いっそこの場で舌を嚙んで死んでやろうか、と捨すて鉢ばちなことを考え始めた時、涼やかな声が千芳と竜蔵の間にそっと割って入ってきた。

「御おや館かた様さま。こんなに純情な姫をからかわれては、お可か哀わい想そうですよ。……それに、私も少々面おも映はゆい思いが致しますゆえ。どうかご容よう赦しやを」

　冬興だった。そう言う割には、ちっとも照れた様子ではない。その代わり、口元には失礼にならない程度の苦笑がにじんでいて、いかにも大人らしい余よ裕ゆうが漂ただよっていた。

「ふはは。そうかそうか、どうも歳をとるとそのあたりの機き微びに疎うとくなってなあ」

　竜蔵はにやにやと笑ったまま頷うなずいている。ひとまずは、床だひ孫だという過か激げきな言葉を引っ込めてくれるようだ。千芳はどっと疲れを感じて肩を落とした。

　冬興は優しげな微び笑しようを浮かべたまま、千芳に向き直る。

「姫は、桜はお好きでしょうか。私の領りよう地ちにある春しゆん吹すい山さんは、もうすぐ満開の時期ですよ。ぜひご一いつ緒しよに花見でもしたいですね」

「はあ……」

　千芳は気もそぞろに相あい槌づちを打った。

（早く二人を追い払って、じじ様を説得しないと……）

　露ろ骨こつに心ここにあらずという態度なのに、対する冬興はめげず、身を乗り出してきた。

「されど、春吹山の桜も、姫のお美しさには敵かないません。ご母ぼ堂どうの華菜様もお美しい方でしたが──千の芳かおりというお名前は、まさに姫のことを表していますね」

　聞いているだけでも恥はずかしくなるくらい、こてこてに濃のう厚こうな賞しよう賛さんだ。

（……よく真顔でそんなことが言えるな）

　苦々しい気持ちで、口元が斜ななめに歪ゆがみそうになった。慌あわてて打うち掛かけの袖そでで覆おおって隠す。

「まあ。からかわないでくださいませ」

　賛さん辞じに照れているふりをしつつ、袖の内側で舌を出す。そもそも、千芳は、美しいと褒ほめられて嬉うれしかったことは一度もない──男なのだから。

　しかし、竜蔵は本気で感心していた。

「ほほう。冬興は気が利きいたことを申す。千芳の愛らしさにさっそくやられたな」

　祖父馬ば鹿かなのだ。

「──武士の本分は、戦いくさで功こうをあげること」

　いらだたしげに声をあげたのは、漣吾だ。

「千芳姫様だって、ちゃらちゃら無む駄だ口ぐちを叩たたく、男らしくない奴やつは嫌いでしょう。それより、刀ひとつで千芳姫様をお守りできる、男らしい男が好きなはずです。そうですよね？」

「え、ええと……どうかしら……？」

　千芳は漣吾と目を合わせることができなかった。

　蓬おう砂さの国くに一、男らしくない男──それは千芳本人である。やむにやまれぬ事情があるとはいえ、漣吾の問いは、千芳にとって酷こくだった。

　漣吾は思ったような返答を得られず、むっとしたらしい。肩を怒らせ唾つばを飛ばして主張を繰くり返かえした。

「とにかく！　口先で姫様をたぶらかすなんて、武家の男がすることではございません。男なら一言、刀一本でお守り申し上げるとお約束するのが筋すじです！」

「おやおや、剛ごう毅きなことを仰おつしやいますね。しかし、我々の役目は、足あし軽がるのように槍やりや刀を振り回すのではなく、戦場を見渡し采さい配はいを振るうことではありませんか？」

「揚あげ足を取らないでください！」

　漣吾が顔を赤らめて冬興をにらむ。しかし、冬興は冷静そのものだ。

「漣吾殿はまだ初うい陣じんをご経けい験けんでないから、戦のことをよくご存ぞん知じでないのですね。なにしろ有羽の御先代は、漣吾殿のことを格かく別べつ大切にお育てになっておられたから……」

「オレが軟なん弱じやく者ものだと言いたいのですか！」

「とんでもない」

　漣吾がいきり立てば立つほど、冬興の口ぶりは静かになっていく。

「そもそも、姫の婿に──ひいては蓬砂国の主になるならば、刀一本で務つとまる訳わけがないでしょう。他国とやりあうのはなにも斬きりあいの戦だけではない。漣吾殿の言うところの、ちゃらちゃらした口先も必要だと申し上げたかったのですよ」

　隙すきのない理り路ろ整せい然ぜんとした言葉を前に、漣吾は唇くちびるを嚙んで黙だまりこくってしまう。

　冬興は再び千芳に向き直り、清すが々すがしい笑みを見せた。漣吾のことなど、歯し牙がにもかけていないのだ。

「さて、姫はどう思われますか？」

　──私と漣吾殿、どちらを婿にしたいですか？

（どっちも嫌に決まってんだろ！）

　そう叫べたら、どれほどスッキリするだろう。

　現実には、困ったようなあいまいな笑みを浮かべ、いかにも可憐な姫君を演じることしかできない。

「うほほ。さっそく恋の鞘さや当あてじゃ。千芳の愛らしさは傾けい国こく並みだの」

　竜蔵が楽しげに耳打ちしてきた。自分の国が、孫娘のせいで傾いても構かまわないようだ。

（ふざけんなよ……！）

　男と男が、男をめぐって恋の鞘当など、茶ちや番ばん以外の何物でもない。

（柱にかじりついてでも、断だん固こ拒きよ否ひだ！）

　千芳は強く決けつ意いし、その日以来、竜蔵との怒ど鳴なりあいを続けて──もう桜の季節も終わろうとしていた。
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「今日も、ずいぶんやり合われましたね」

「おかげで喉のどがガラガラだ」

　千芳は、あーあー、と声を出して喉を震わせた。鈴すずの音ねのようなと誉ほめそやされていた声は、すっかり割われ鐘がねになっている。

　いつものように怒鳴り込んできた竜蔵は、夜になると、やはりいつものように、根こん負まけして本丸へと戻っていった。今日も千芳の粘ねばり勝がちだ。

　今、部屋には千芳と腹ふく心しんで中年の侍じ女じよ、お須す免めしかいない。最近、他の侍女たちはすっかり千芳を遠巻きにしている。白しら百ゆ合り姫の豹ひよう変へんぶりに、狐きつねが憑ついたと怯おびえているのだ。

　お須免が不安そうにささやく。

「でも、あのように御館様を怒らせてしまって大丈夫でしょうか？」

「何言ってるんだよ。大人しく婿むことりなんかして……正体がばれたら殺されるんだぞ！」

　千芳は目を吊つり上あげてお須免をにらむ。彼女は生きている人間の中ではただひとり、千芳の正体を知る人だ。そう、祖父である竜蔵も千芳が男であることを知らないのだ。

「そんな。千芳様のことをあのように可か愛わいがられている御館様が、殺すだなんて」

「だってじじ様は、俺の兄上を殺したじゃないか」

　千芳は思わず目を伏ふせた。声は自然と小さく、あたりをはばかるようなものになる。

「たった二歳の兄上を。常とこ鳴なりの国くにの嫡ちやく男なんだからという理由だけで処しよ刑けいした」

　千せん寿じゆ丸まる、という名だったと伝え聞いている。でも、知っているのはそれだけで、千芳は兄の顔を知らない。それどころか、父親の顔も知らずに育った。

　兄も父も、千芳が生まれる前に殺されたせいだ。

　殺したのは竜蔵である。

「あれは、もう十五年も前のことじゃないですか。今なら御館様だって……」

　お須免の絞しぼり出すような声に実感はこもっていない。彼女自身が、自分の言葉を疑っている。当然だ。竜蔵は──蓬砂国の主は、そんな生なま易やさしい人間ではない。

「じじ様は『千芳姫』には甘いけど、さ」

　千芳は打掛の襟えりをピッと引っ張った。真しん紅くの生き地じに、金きん糸し銀ぎん糸しで縫ぬい取られた花鳥風月が美しい。これは、千芳にとって己おのれを守る鎧よろいだった。

「俺が常鳴の血を引く男子だと分かれば、じじ様はきっと許してはくれない。今、俺がこうして生きていられるのは、可愛いだけの姫だと思われているからだ……」

　息を大きく吐はき、目を閉じた。瞼まぶたの裏に、見たことのない常鳴の城を想像する。緑の深い、峻しゆん険けんな山の頂上にそびえる城だったらしい。

　蓬砂の姫だった母は常鳴へ嫁とついだ。

　竜蔵が取り決めた、二国の盟めい約やくのための結婚だった。

『あの頃の華菜様は幸せそのものでしたよ。常鳴の殿との様さまに大切にされ、千寿丸様をお産みになって、千芳様を身ごもられて……』

　元々は華菜の侍女だったお須免が、そう語るのを何度も聞いたことがある。

　けれど、時代は乱らん世せだった。幸せは長くは続かない。

　千芳が生まれるひと月前、蓬砂と常鳴の同盟が決けつ裂れつした。

　常鳴側の裏切りによる破は綻たんだったらしい。

　娘婿の行動に、竜蔵は烈れつ火かのごとく怒った。蓬砂の軍はたちまち常鳴に攻め入った。常鳴城は落ち、城主である父は腹を切って果てた。千寿丸は捕とらえられ、処刑された。

　唯ゆい一いつ、千芳の母親──竜蔵の娘だけが助けられた。夫と息子を亡なくした彼女は、数年ぶりに父親と再会を果たす。

　産み月間近の大きく膨ふくらんだ腹を見て、竜蔵は冷れい酷こくに告げた。

「もしも生まれてくる赤子が男だったらば、その場で斬きって殺す」

　赤子が男となれば、常鳴の残党が御お家いえ復ふつ興こうを狙う可能性がある。あるいは、成長した赤子が、祖そ父ふを仇かたきと見て内ない乱らんを起こすかもしれない。

　争いの種は、芽を出す前に潰つぶす。それが乱世の習いである。

　しかし、母親には受け入れられない言葉だった。華菜は絶対に女おな子ごを産むと決意した。その決意には、たとえ男子が生まれても、女子として育てるという覚かく悟ごも含まれていた。

「……母様の覚悟のおかげで、俺はこうして生きている」

　千芳は母親そっくりの女顔だったし、生まれた時から女子として育てられていただけあって、立ち居振る舞いや言葉遣づかいは完かん璧ぺきである。出産時にはお須免が女の赤子を用意し竜蔵に確認させて以来、祖父を完全に騙だまして生き延のびてきた。

　それでも、華菜にとって蓬砂へ戻されてからの日々は、心張りつめるものだったのだろう。彼女は千芳が十四になる前に、病やまいを得てこの世を去った。

「だから、俺はじじ様に殺される訳にはいかない。母様の分も、父上兄上の分も生きないといけない。──じじ様をどれだけ怒らせようが、叫さけびすぎて喉が裂さけようが、断だん固こ、結婚を拒否するのよ！」

　両の拳こぶしを握にぎりしめ、天てん井じようへと突つき上げる。興こう奮ふんした時に姫君風の話し方になるのは、千芳の癖くせだ。骨の髄ずいまで女子のふりが染しみついている。

　お須免はこくんこくんと何度も頷いていた。華菜のことを思い出したのか、目じりにはうっすらと涙がにじんでいる。

「私も華菜様から千芳様のことを任まかされた身。一生懸けん命めい、結婚を邪じや魔ま立だて致します！」

「早くじじ様が、自分で稚児ややこを作った方が早いって、気づいてくれればいいんだけど」

　あれだけかくしゃくとしているのだから、子の一人や二人、まだまだ十分望めるはずだ。

「それにしても……」

　お須免が頰ほおに手をあて、悩なやましげにため息をついた。

「柳ヶ瀬様と有羽様といえば、御館様が重ちよう用ようする蓬砂五家のお家柄。柳ヶ瀬様は若手家臣のうちでは一番のやり手ですし、有羽様はお家を継いだばかりですが、真ま面じ目めな性格で周囲の評判も上々とか……。お二人を天てん秤びんにして、どちらも選ばないなんて、どんな贅ぜい沢たく者ものかと、皆は思っているでしょうね」

「贅沢、ねぇ……。知らぬが仏とはこのことだわ」

　千芳はぷいと顔をそむけた。

「とにかく、強気でいなくちゃ。じじ様はわたしには甘いんだから。うまく切り抜けてみせるわよ！」

　しかし、事態は思わぬ方向へ展開する。──千芳の声変わりが始まったのだ。
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　外はすっかり日が高くなり、千芳の寝しん所じよにも明るい光が差し込んでいた。

　しかし、千芳とお須免の頭ず上じようにだけは、暗あん雲うんが垂たれ込めている。

　お須免が恐る恐る、地じ獄ごくの釜かまの蓋ふたでも開くように言った。

「お声が……低くなられましたね……」

「じじ様と怒鳴りあったせいじゃ……ない……んだな。これ」

　千芳はうめいた。そのうめき声が今までよりずっと低いことに、更さらに動どう揺ようする。確かに最近は、声がかすれがちで喉が痛かった。連日続く怒鳴りあいのせいだと思っていたのに。

　まさかそれが、声変わりの前ぜん兆ちようだったとは……。

「殿との方がたでも声変わりせず、背もあまり伸びないで、お髭ひげも薄うすい方もいらっしゃいますけれど……そうそう、有羽様がそうでしたわよね」

　お須免はまじまじと千芳を眺ながめている。

「てっきり千芳様もそういう体質なのだと思っておりましたが、違ったようで……。背せ丈たけもおそらく、これからぐんと伸びますよ」

「……どうしよう」

「ひとまず、仮け病びようを使うしかありませんわね」

　お須免は頰に手をあてた。

「お風か邪ぜで喉をやられたということにして……お声はくれぐれも出されないように」

　それだってもちろん、その場限りの誤ご魔ま化かしでしかないのだけれど。




　千芳が寝ね込んだと知らされて、竜蔵は大いにうろたえ、信しん頼らいする家臣に裏切られたとしても、これほどは狼ろう狽ばいしないだろうという有あり様さまで二の丸へ飛んできた。

　寝所の襖ふすまが弾はじかれたように開き、竜蔵が現れた時、千芳は夜具の中で身体からだを強こわばらせた。心臓がドクドクと音を立てているのが分かった。

「おお、千芳や。風邪で声が出なくなったと聞いたぞ」

　竜蔵はお須免が敷しき物ものを用意するのも待ちきれず、枕まくら元もとにどっかりと腰を下ろした。

「苦しくはないか？　熱はないのか？」

　数々の戦いくさ場ばで敵をにらみ据すえてきたであろう、ぎょろりとした目で覗き込まれて、千芳は引きつり笑顔を浮かべた。緊きん張ちようが高まりすぎて出た、反はん射しやのような笑みだ。

　しかし、竜蔵の目には、心配かけまいとするけなげな笑みにしか見えないらしい。

「おお。おお。無理してはいかんぞ」

　心底心配そうに、日に焼けた手で千芳の額ひたいを撫なでる。その温ぬくもりに千芳は目を細めた。

（じじ様の手、だ……）

　武器を長年扱あつかい続けてきた人間らしく、肉ま刺めが潰れて硬かたく、木の幹のようにごつごつとした感かん触しよくだ。無ぶ骨こつな手のひらだけれど、千芳にはいつも優しい。仮病が申し訳なくなるような温かみがある。

　けれど、そうと白状する訳にもいかない。

「やはり顔色が悪いな──おい、あれを出せ」

　竜蔵は眉まゆをしかめ、廊ろう下かを振り返っていた。

　廊下から姿を現したのは、竜蔵の側そつ近きんである小お山やま田だだった。柳ヶ瀬や有羽と並ぶ、蓬砂五家のひとつに数えられる名門の長だ。竜蔵と同様、盛さかりを過ぎた老人ではあるが、長年、主とともに修しゆ羅ら場ばをくぐり抜けてきた男でもある。千芳にとっては、二人目の祖父のような存在だ。

　彼が盆ぼんに捧ささげ持ってきたのは、トゲトゲとした突とつ起きのついた、色鮮あざやかな丸がん薬やくのような粒の山だった。

「南なん蛮ばんの、金平糖こんふえいと、という菓か子しじゃ。甘いぞぉ、食べてみよ」

　竜蔵が得意げに教え、千芳の手を取って一粒のせる。

　千芳は小さなトゲを指先で突いてみてから、恐る恐る口に含ふくんだ。確かに甘い。

（……おいしい）

　その甘さは、仮病がばれやしないかとどきどきしている心を少しだけ鎮しずめてくれた。思わず頰がほころんでしまう。

　そんな千芳の様子に、竜蔵も相そう好ごうを崩くずす。

「うむ、うむ。風邪など早く治なおすのだぞ。わしはてっきり、とうとう仮病でも使い始めたかとも疑ってしまったが……」

　なにげなくこぼされた言葉に驚き、千芳は金平糖をガチリと嚙かみ砕くだいてしまった。ついでに舌も嚙んでしまう。痛い。

　竜蔵は笑っている。

「なんじゃ。怒ったか？　……祝言を嫌がって拗すねたのかと思ったのだ」

（な……なんだ。そういう意味か）

　ほっとして、千芳は首を振った。婿とりなんて、もはや過か去この問題だ。竜蔵と怒鳴りあいを演じていたことすら懐かしく感じられる。

　千芳の反応を見て、竜蔵は意味ありげに目を細めた。

「まあ、本当のところを言うと、千芳が祝言をためらう理由、分からぬではないのだが……」

　ぎょっとして、今度は粉こな々ごなになった金平糖を飲み込んでしまった。むせ返る余裕もない。

（実はばれてたのか!?　男だって、ばれてるのか!?）

　父は切せつ腹ぷく、兄は処刑。となれば、千芳も処刑か。打ち首、磔はりつけ、引き回しの刑。

（母様助けて！）

　竜蔵は千芳がすっかり青ざめているのを見て、にやりと人の悪い笑みを作った。

「乳ちちも尻しりも薄っぺらで、なかなか女子らしゅうならぬのを気にしておるのだろう」

　言葉の意味を理解するのに時間がかかった。

（……はい？）

　ようやく脳にまでその内容が達たつすると、今度は頭にかっと血が上のぼる。

（んなこと気にする訳がないだろ！）

　千芳が声も出せずに顔を真っ赤にしていると、竜蔵はひときわ大きな笑い声をあげた。腹を突き出し、身体を反そり返らせて笑っている。

「うっははははは。図星か。いや、怒るな、怒るな」

　もう何も答える気になれなかった。本当に風邪でもひいたようにぐったりしてしまう。

「祝言といえば、その金平糖も、漣吾からの見舞いの品だぞ。あやつが治おさめる津つ広ひろには湊みなとがあるからな。南蛮ものが集まっておるのだ」

　金平糖の思わぬ由ゆ来らいに、千芳はぐっと息を詰つまらせた。

「漣吾を婿にとったら、菓子も着物も、南蛮の珍めずらしい物をたんと手にできるだろうのう。どうじゃ、ほれ、祝言を挙げたくなったか？」

「……」

　口中に残る金平糖の甘さが突とつ如じよ、毒のように感じられ、そのトゲが喉に刺ささってえぐられたような気分になった。




　そして──夜。

　千芳はまんじりともせず、もう何度目になるかも分からない寝ね返がえりを打った。

（一日中、床の中にいたもんなぁ……）

　あたりはしんと静まり返っていた。襖の向こうの隣りん室しつには、お須免が休んでいるけれど、その気配さえ感じられない。

　城中、いや、蓬砂国中の人間が死に絶えたのではないかと思えた。

（俺、いつまで仮病してればいいんだ？　……こんなこと、いつまで続けられる？）

　不安で、ぎゅっと身体を丸めた時、背後の廊下側からそっと襖が開く音がした。

（……誰だ？）

　あたりをはばかるような、こっそりとした物音だった。侍女ならこんな開け方はしない。祖父もあり得ない。それ以外に、千芳の寝所を訪たずねる人なんて──。

　とっさに身体を起こそうとした瞬しゆん間かん、人影がするりと迫せまってきた。両の手を包み込むように握りしめられる。生ぬるい人肌の感触に、全身が鳥とり肌はだを立てた。

「驚かせて申し訳ありません……。私です、柳ヶ瀬冬興です」

　ささやき声には媚こびと親しみがこめられていた。確かに、聞き覚えがある声だった。

（なんで冬興が……!?）

　眼めを見開いて人影を見上げた。暗くて、表情はよく見えない。しかし、千芳の理解を得られてほっとしたように、薄く笑った気け配はいが伝わってきた。

「お顔を拝はい見けんするのはお久しぶりですね。山桜ももう散ってしまいました……花見がお嫌なら遠とお駆がけや茶会でもと、お誘さそいの文ふみを何度か出したのですが、お読みくださっていますか？」

　読んでない。

　というか、初めの一通に断ことわりの文を返そうとしていたら、次から次へと文が届いて、もう目を通すのも嫌になって放置してしまっていた。

（まさか、しびれを切らして返事を聞きに来たのか……!?）

　それにしたって、時と場所というものがあるだろう。こんな夜中に寝所を訪ねてくるなんて。冬興のような、常じよう識しきを備えた大人がすることではない。

「なかなかお返事を頂けず、やきもきしていたところへ、姫がお風邪を召めされ、声も出せなくなり臥ふせっていると聞き及およびまして。心配になってつい、御館様のお許しも得ぬまま、このように忍しのんで参りました」

　つい、にしては大だい胆たんすぎやしないだろうか。

（じじ様にも無む断だんだなんて……ばれたら殺されかねないじゃないか）

　千芳はそう言ってやろうと唇を動かしかけて、口ごもる。声は出せないのだ。これではお須免に助けを求め、冬興を追い払うこともできないと気づく。

「それから、姫が婿とりを嫌がっているという噂うわさも聞きました。……祝言は政まつりごとの一部、御館様の血を引く唯一のお方が、そのようなわがままを言うとは、私にはとうてい信じられないのですが……」

（わがままで悪かったな）

　千芳が押し黙ったままでいると、冬興はハッとしたようにたくましい肩を揺ゆらした。沈ちん黙もくの空気の中に、千芳の意思を感じ取ったようだ。

「まさか、噂は真まことなのですか？　何な故ぜ、何故です？」

　冬興の手に力がこもり、千芳の手をぎゅうと締めつける。

「漣吾殿はともかくとして……」

　さりげなく恋こい敵がたきを貶けなしてから、ぐいぐいと自みずからを売り込み始めた。

「私が姫の婿となるのに不足があるのでしょうか？　私は十二の時に初陣を経験して以来、武功を重ねて参りました。柳ヶ瀬の家名に頼るだけではありません。私は若い家臣のうちでは最も、御館様からの覚えめでたい人間だと自じ負ふしております」

　いつの間にか、冬興の顔がやたらと近くまで迫ってきていた。互いの吐いた息を吸っているような距きよ離りだ。深夜の寝所で、夫ふう婦ふでもない男女が取るべき距離ではない。

　本当は男同士なんだけれど。

　……ある意味、男女よりも恐ろしい状況だ。

（分かった！　あんたがどれだけ優秀な人間かは分かったから、放せよ！）

　千芳が焦あせってもがいても、冬興の手はゆるまない。

「姫の婿がね候補にと名指しされた時、私がどれほど嬉しかったか。どう言葉を尽つくせば伝わるのでしょうか……！」

　そう言いつつ、言葉ではなく行動で示しめすことにしたらしい。冬興の両りよう腕うでは千芳の背中に回っていた。これが気持ちだと言わんばかりに、きつく抱きしめられる。

（待て待て待て待て！）

　千芳は冬興を押し返そうとした。ところが、細腕はつっかえ棒ほどの役にも立たない。それどころか冬興は、ますます強く千芳をかき抱いだく始し末まつだ。

「初めてお会いした日から、お慕したいしておりました。私は本気です。そうでなければ、こんな無む茶ちやは致しません。どうか私を婿として迎むかえてください。きっと姫を幸せにします」

　口く調ちようは熱っぽく、けして通り一いつ遍ぺんのものではなかった。なにしろ、竜蔵の目を盗ぬすんで来ているのだ。文字通り命がけの告白である。もしも千芳が正しよう真しん正しよう銘めいの姫君だったなら、物語のようなこの状じよう況きようだけで、よろりとよろめいていたかもしれない。

　しかし、現実は残ざん酷こくだ。

（無理！　無理だから！　くっそ、この馬鹿力どっから出てるんだよ……！）

　自分が全力で拒否しているのに、相手はどこ吹く風という様子なのが忌いま々いましい。

　それでも必死に手足をばたつかせていると、さすがに冬興の口調が暗くなる。

「何なに故ゆえそこまで、私を拒否なさるのですか？　──もしや、華菜様から聞かされているのですか……？」

　唐とう突とつに出てきた母親の名に、千芳はきょとんとする。抵抗する力もゆるんだ。

（母様から？）

「あれはどうしようもないことだったのです。あの場に他の選せん択たく肢しはなかった。私も辛つらかったのですよ……」

　冬興は悲ひ壮そうな声を漏もらし、幼おさな子ごが温もりを求めて母親にすがるように、千芳の胸元に頰ずりした。

「……」

　奇き妙みような沈黙の後、冬興はむくりと身体を起こすと、不ふ思し議ぎそうに首を傾けた。それから取り繕つくろうように笑みを浮かべてみせたのが、薄うす暗くら闇やみでもよく分かった。

　沈しずんだ声こわ音ねを一転、空々しいほど明るく喋しやべりだす。

「姫のお身体は、若木の新芽のように繊せん細さいで美しいのですね」

　頰ずりした感触が、いや、感触のなさが、よほど予想外だったのだろう。

　──ものすごく言葉を尽くされて、ない胸を褒められているらしい。

　真正面から貶されるより、見え透すいた世せ辞じや励はげましの方が腹が立つものだ。千芳はぐっと奥歯を嚙みしめた。

（じじ様といい、こいつといい……男はそこしか見ないって決まりでもあるのか!?）

　冬興は千芳の顔色をあさっての方向に読み取り、へらへらと言葉を重ねる。

「なるほど、祝言を嫌がっていた理由が分かりました。でも大丈夫ですよ。姫はいわば、硬く閉ざされた蕾つぼみなのです。すぐに大人になられましょう。そう、私の手で……」

（んな訳ねえだろ！）

　あと何百年経たっても、誰の手を借りようと、千芳の蕾とやらが花開く日は来ないのだ。来てたまるか。

　しかし、冬興の手はぬらりと千芳の首筋を撫で、寝ね間ま着きの襟元、その合わせ目へと進む。

「どうぞ、私にお任せください」

　これはもう完全に、貞てい操そうの危機というやつではないか。

　もはや、声変わりごときを隠している場合ではない。

　千芳はぐっと腹に力をこめて、喉を震わせた。

「やめ……」

「──この狼ろう藉ぜき者ものぉっ！」

「うっ!?」

　冬興の後頭部が、ごいんと鈍にぶい音を立てて、彼は千芳の上に倒たおれ込んだ。意識を完全に失っていて、ぐったりと重たい。

「大丈夫ですか千芳様っ！　なんですかこの者は！」

　フーッフーッと毛の逆さか立だった獣けもののような息いき遣づかいのお須免が、両手に抱かかえるほど大きな壺つぼを構えて立っていた。どうやらそれが冬興を倒した凶きよう器きらしい。

　千芳は冬興を押しのけ、四よつん這ばいのまま部屋の隅すみまで逃にげ、壁かべに背中を押しつける。寝間着の袖で、冬興に触ふれられた部分を肌はだがこそげ落ちそうな勢いでぬぐった。

「まあっ、柳ヶ瀬の冬興様じゃありませんか!?」

　お須免が驚きよう愕がくの声をあげている。その背中を見上げ、千芳はぽつりとつぶやいた。

「──もうやだ」

「え？」

　お須免が振り返った時、千芳は既に隣となりの間まへと駆かけ込んでいた。片かた隅すみに目立たないよう置かれたつづらを引っ張り出す。中には男物の装しよう束ぞくが一式そろっている。華菜が毎年、亡き千寿丸を偲しのんで誂あつらえていたのを、こっそり取っておいたのだ。

「千芳様？」

　呼びかけを無視して、千芳は小こ袖そでと袴はかまを身につけていく。長い髪を強ごう引いんにくくり上げ、扱い慣れない刀を無理やり腰に収おさめれば、たちまち若わか武む者しやの出来上がりだ。

「出てってやる……もうこんな所いられないわよ！」

「千芳様。そんな」

　お須免はおろおろと千芳にしがみつく。

「もっと良い方法がないか考えましょう。風邪であと十日は時間を稼かせげますから」

「稼いだ時間に夜よ這ばいされてちゃ意味ないでしょ！」

　これまでは華菜が守ってくれていた。しかし、母はもういない。

「もう決めたのよ。わたしは……俺は！　城を出て、男になる！」

　ぐっと拳を握りしめた。

　一度決意してしまえば、どうして今までそうしなかったのかとさえ思えてくる。

「では……では、私も一緒に参ります。一緒に逃げましょう！」

　お須免が千芳の腕をぎゅっとつかんだ。しかし、千芳はその手をやんわりと押し戻す。

「お須免には一緒に逃げるんじゃなくて、俺が逃げ出すのを手伝って欲しい」

「けれど……千芳様……」

「俺がいなくなれば、じじ様が血ち眼まなこで捜さがすと思う。神かみ隠かくしでも天てん狗ぐの仕し業わざでもなんでもいいから、千芳姫は突とつ然ぜん消えたんだって言って、捜そう索さくをかく乱するんだ」

　千芳はお須免を安心させようと、ニッと歯を見せて笑う。

「このまま一生、正体がばれることを怖こわがってるより、ずっといいだろう？　落ち着いたら、絶対に迎えに来るから。その時には俺は、どこからどう見ても立りつ派ぱな男になってるぞ」

「……必ずですよ。きっと、迎えに来てくださいよ」

　お須免はべそをかき始めた。こぼれる涙をぬぐいながら、それでも、しっかりと頷く。彼女もまた、竜蔵に対し噓をつき続けてきただけの胆たん力りきを持つ女なのだ。

「そうと決めたら急がないと、冬興が目を覚ます前に。髪も切って、厩うまやから馬を連れ出して……一頭だけいなくなったら怪あやしいから、全部逃がしてしまおうか。それに門番も誤魔化さないといけないよな……」

　必要な手順を具ぐ体たい的てきに挙あげていくと、千芳の身体がぶるりと震えた。武者震いだ。
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　そうして千芳は、十五年間、生まれ育った蓬砂城を脱ぬけ出でた。

「やったわ！」

　城から十分に距離を取ってから、夜空に向かって吠ほえる。馬上から振り返ると、満月が輝かがやく空の下、城の天てん守しゆが片手でつかめそうなほど小さく見えた。

「これで、わたしは、男よ……！」

　興奮しきっていて、言葉遣いはまったく男らしくなかったけれど。

　初めて身につけた男物の身軽さや、腰に下げた刀の重みが新しん鮮せんだった。頭の高い位置で結ゆい上あげた髪が、馬の尾と同じ調ちよう子しで跳はねている。いかにも、自分は新しい人生を歩み始めたという気分だった。

「さあ、まずは国こつ境きようを越えなくちゃ！」

　浮き立つ心を抑おさえ、声に出して確かめた。後は慣れない手た綱づなながらに馬を走らせ、一路、一番近い国境のある東へ向かうだけである──はずだったのに。

「いや、あ、あ、あ、あ……！」

　ほんのわずかな時間が過ぎた時、千芳は馬の背から振り落されないようしがみつき、途と切ぎれ途切れの悲ひ鳴めいをあげていた。

　背後からはみっつの人影が馬に乗って迫ってきている。それぞれ槍や鎌かまを携たずさえていて、千芳という獲え物ものに舌なめずりしている音まで聞こえてきそうだった。

　千芳は知らなかったのだ。

　このご時世、身なりのいい人間がひとりでふらふらしていたら、あっという間に夜や盗とうに狙われるということを。

（こんなの、噓でしょお!?）

　逃げ惑まどううち、もう自分がどこに向かって走っているのかも分からなくなり、気がつくと砂浜に飛び出していた。波の音、そして潮しおのにおいが鼻につく。

　闇やみに溶けた黒い海を横目に走り続けるうち、とうとう、腕に力が入らなくなってきた。元々、こんなに長い時間馬に乗ったことなんてなかったし、当然、夜盗から逃げるほど全速力で走る馬を操あやつった経験もない。

「きゃっ……！」

　手が滑すべり、千芳はそのまま宙ちゆうに放り出された。背中からどうっと砂浜に落ちて、身体に痛みが走り、一瞬、呼吸が止まってしまう。

「ごほっ、げほっ」

「よーしよし。やっと捕つかまえたぜ」

　夜盗たちはひらりと馬から降りると、千芳を囲かこい込んで見下ろした。夜の闇の中に、ぎらぎらと獣めいた目だけが浮かび上がって見える。

「まあまあ、お坊ぼつちゃん。何も取って食おうってんじゃねえぜ。手持ちの金を出してもらって、その綺き麗れいなおべべと、腰の刀と、馬を頂いて……それから、人買いにお坊ちゃんを売り飛ばせれば、俺らぁ後はなんにもしないぜ」

「お坊ちゃんを買い取った奴がどうするかまでは、責任持てねえけどなー！」

　ケラケラ、と夜盗たちはからかうように笑う。

　地面に膝ひざをついたままの千芳には、夜盗たちが巨きよ人じんのように大きく見えた。恐きよう怖ふで全身が震え、口の中が一気に干ひからびていた。

（どうしよう。どうしたらっ……）

　震える指先が、腰に下げた刀にぶつかる。敵を倒し、身を守る道具だ。千芳はぐっと手に力をこめた。必死に震えを押さえ、抜ばつ刀とうする。

「俺に近寄るな！」

　鋭するどい刃は先さきに、さすがの夜盗たちも身み構がまええた。千芳から距離を取って武器を構えだす。

「大人しくしてりゃいいのに……」

　そうぼやいた男をめがけて、千芳は気き迫はくとともに刃を振り下ろした。

「やあああああっ──！」

　しかし、刀は重たかった。千芳は刃先に引っ張られるように前のめりになった。

「わ、わわわっ」

　二、三歩とつんのめり、たたらを踏ふんでやっとこらえる。刃先は柔やわらかい砂浜に沈み込んだ。男たちはそれをぽかんと見守り、間を開けてからドッと笑い声をあげた。

「お坊ちゃん、そのまま、じっとしてな」

　一歩、一歩と、いたぶるような足取りで、再び千芳に近づいてくる。

「やだ……」

　刀を引きずったまま後ずさる。立ち向かおうとする意い思しはあるのに、身体が思うように動かない。知らなかったのだ、刀を振るうのにこんなに力がいるなんて。

　こんなことなら、じじ様から剣術でも習っておくんだった。いや、千芳は男とばれるのが怖くて、少しでも「男っぽい」ことを避けてきた。女らしく、姫らしくと意識してきたのだ。剣術なんて、絶対にできなかった。

（反はん省せいしたって、なんの役にも立たないわよ！）

　内心で絶ぜつ叫きようした、その時だった。

「お前ら、何やってんだ」

　凜りんとした声が弓矢のように飛んできた。

　男たちの背中ごしに煌こう々こうとした灯あかりが見える。

　被衣かつぎを頭から被かぶった少女だ。被衣の生地は輝く月を薄く延ばしたように鮮あざやかな鬱う金こん色いろで、暗くら闇やみに浮かび上がって見えた。それは良家の子女が出歩く時の格かつ好こうで、彼女が賊ぞくに立ち向かえる人間でないことは明らかだ。

「こんな所で何して……危ないわよ！　逃げて！」

　千芳は自分の立場も忘れて叫んでいた。

　けれど少女は逃げ出す気配を見せない。それどころか、小さな手で被衣を軽く持ち上げて視界を広げ、千芳と男たちを見比べると、挑ちよう発はつするように顎あごを反らした。

「三対一か。夜盗のすることとはいえ卑ひ怯きようだな」

「何言ってるのよ、早く逃げなさいったら！」

「へへ……ずいぶん威い勢せいのいいお姫様じゃねえか」

　千芳の警けい告こくもむなしく、夜盗たちは先に少女から仕し留とめようと決めてしまっていた。千芳に背を向け、まっしぐらに少女へと襲おそいかかっていく。

「フン」

　少女は灯りと被衣を放り出すと、小袖の裾すそを割って半はん身しんに構え、腰に手をかけ──空くうをつかんだ。おそらく刀を抜くつもりだったのだろう。動きこそ堂どうに入ったものだったが、肝かん心じんの得え物ものがない。

「ちっ……」

　少女は忌々しげな舌打ちをして、躊ちゆう躇ちよなくつま先を蹴けり上げた。足元の砂を夜盗たちの顔に浴あびせたのだ。

「ぎゃっ。目がっ」

　もんどりうつ夜盗たちの横をすり抜け、少女は一足飛びに千芳の所へ駆けてきた。

「貸せっ！」

「え？　あっ……！」

　へたり込んだ千芳から刀を奪うばったかと思うと、取って返して夜盗たちへ向かっていく。

「このアマァッ！」

　夜盗のひとりが刀を振りかぶったのを、少女は待ち構えていたように受け止めた。千芳が持ち上げられずによろめいていた刀を、軽々と操っている。夜闇の中に、キィンと金属同士が打ちつけられる音が響ひびく。千芳が叫んだ。

「後ろっ……！」
















　少女の背中へ鎌を持った男が飛びかかっていた。少女は千芳の声に素す早ばやく反応して腰を落とし、向き合っていた男のがら空あきだった懐ふところに肘ひじ鉄てつを打ち込み、鎌の男の脛すねを蹴り飛ばした。男たちはそろって地面に落ちて悶もん絶ぜつする。

「こ、このっ！」

　残った男が一直線に槍を突き出すと、少女は下段に構えた刀ですくい上げるように弾き、返す刀で男の胸元を狙い──次の瞬間、後ろに引きずり倒された。

「今だやっちまえ！」

　脛すねを蹴られた男が足をかばって身を低くしたまま、少女の長い髪をつかんでいた。少女は仰あお向むきに倒れたまま身をよじらせるが、彼女自身の髪が枷かせとなってしまっている。しかし──。

「小こ賢ざかしい！」

　気合とともに刀が一いつ閃せんする。少女は刀を振り上げ、自らを捕らえていた髪をぶちりと切せつ断だんしたのだ。長い髪の毛がバラバラと散らばっていく。

（な……）

　千芳は目を疑った。髪は女の命。それをわずかのためらいもなく切り落とすとは。「姫」として生きてきた千芳には信じられない行動だった。

「──やあっ！」

　少女は振り上げた刀を構え直す反動とともに立ち上がり、槍の男に迫った。男が防ぼう御ぎよする暇ひまも与えず、刀で男の腹を鋭く撫でる。

「うぎゃっ……！」

　男は腹を押さえてうずくまった。少女は息を乱すこともなく、切っ先を残りの男たちへ向ける。人数の差も、体格の違いも、この少女の前ではまったくの無む意い味みだ。

「お……おい！」

「退ひくぞ！」

　他の二人は青ざめ、仲間を担かつぐようにして逃げ出した。

「待てっ。敵てき前ぜん逃とう亡ぼうとは何事か！」

「ま、待ってっ！」

　少女が賊を追いかけようと踏み出したのを、千芳は思わず引き止めていた。自分よりわずかに背の低い彼女の背中にすがりつく。

「追い払ったならもう十分でしょ！　あなた、怪け我がしてないの!?」

「……ちっ」

　少女は男たちが消えた方向を憎にく々にくしげに見やり、それから千芳を振り返った。その目に夜盗に襲われた被害者を労いたわわる色は皆かい無むである。それどころか、夜盗をにらむのと同じくらい厳きびしい視線をぶつけられて、千芳は斬りつけられるのではないかと思ったくらいだ。

「貴様、蓬砂国の家か中ちゆうの子息であろう！」

　潮ちよう騒そうをかき消す怒ど声せいだった。キンキンと甲高い声は耳をつんざくようだ。

「武門の者が……蓬砂国嶋しま井い家に仕える者が、あんな夜盗に襲われてろくに応おう戦せんもできないとは、御館様の顔に泥どろを塗ぬるようなものだぞ！　恥はじを知れ！」

　一息に怒鳴り、血ち塗まみれの刀を千芳に押し返す。

　千芳は怖こわ々ごわそれを受け取った。少女の手の中では羽は根ねのように軽く見えたが、やはりずっしりと重たい。夜目にも鮮やかな血が禍まが々まがしく、そのまま鞘さやにしまうのはためらわれた。

　千芳がおぼつかない様子で刀を持て余しているのを見て、少女は再びがなり立てた。

「鍛たん練れんが足りぬ！」

　地じ団だん駄だまで踏み始めた。

「男ならもっと武ぶ芸げいに励めっ！　この軟弱者！」

「ごめんなさい……」

　ひどい言われようだったがすべて事実なので、千芳は肩を落としてしょげ返った。自分と同年代の、それも女の子からこんな風に言われると、己の情けなさが身に染みる。

（格好だけ男になっても、意味ないんだ……この娘の方が、男らしいよな……）

　城を出た直後の高こう揚よう感かんは、とっくに消えてなくなっていた。髪を結い上げて露あらわになった首筋に、夜風がひときわ冷たく感じられる。

　千芳がじっとうつむいていると、少女はゴホンゴホンと空から咳ぜきをし始めた。

「んん……ま、まあ、怪我がないならよかったぞ。生きてさえいれば、鍛練はこれからいくらでも積めるからな」

　不器用そうに励ましの言葉をかけてくれる。しかし、千芳は素直に受け取れない。それどころか、慰なぐさめられれば、その分だけ自分が情けなく感じられた。

「本当にごめんなさい。髪まで駄だ目めにさせてしまって……」

「あれは付け毛だから気にするな」

「え」

「地毛は肩までだ」

　あっけらかんとそう言って、少女は残った髪の毛をまとめ直し、千芳と同じように後頭部で結んだ。そしてそのまま、放り出した灯りを取りに行ってしまう。

　千芳は呆ぼう然ぜんとその姿を見つめた。

（あの声、話し方……どっかで会ったことがあるか？）

　家臣の娘か、侍女だろうか。あんなに腕の立つ娘がいれば、必ず噂になるだろう。

「火が消えてなくてよかった。でも、被衣はどっかいっちまったな……姉上に怒られる」

　少女は灯りを手に提さげ、きょろきょろとあたりを見渡しながら戻ってきた。灯りのおかげで顔がはっきりと見えるようになっている。

　──猫のように丸く大きな瞳ひとみ、少女としては並だが、男にしては小柄な身の丈たけ。甲高い声と、堅かた物ぶつな物言い。

「ああっ!?」

　千芳は目を剝むいて叫んだ。刀を取り落とし、少女に向けて人差し指を突きつける。

「有羽漣吾！」

「えっ」

　少女の大きな瞳が更に大きく見開かれた。千芳は確信する。やはりあの有羽漣吾だ。

　千芳は慌てて両手で口元を覆い、そっぽを向いた。

（よりによって堅物男と鉢はち合あわせ！　早く逃げないと……って、あれ？　堅物男がどうして女の格好なんかしてるんだ。いや、格好だけじゃない、これ、どう見ても……）

　──女だ。

　そう思った時にはもう、千芳は地面に倒れ込んでいた。足払いをかけられたのだ。

「お前、オレを見知っているのか」

　少女はいつの間にか刀を拾い直し、その切っ先をこちらの鼻先に突きつけ、千芳の身体をまたいで仁に王おう立だちしていた。こちらを見下ろす目には焦りが浮かんでいる。

「知っ……てる、けど。えっと」

　千芳は倒れたまま身じろぎもできず、視線だけを逸そらして口ごもった。

　まさか、有羽家の当主で、千芳姫の婿がね候補だった男が、実は少女だったとは。

（でも……この乱らん暴ぼうな態度は……千芳姫とは気づいてない……のよね？）

　千芳の髪はもう短いし、声も低い。着ているものも違う。一度顔を合わせただけの相手ならば、気づかれなくても無理はないのかもしれない。

（助かった……！）

　ごくりと空から唾つばを飲み込む。そうしている間にも少女──漣吾は苛立ちを募つのらせていた。こちらの正体がばれていなくても、相手から切っ先を突きつけられていることは変わらないのだ。

「お前どこの家の者だ！　名乗れ！」

「そ、それは言えない」

「このままお前を始末することだってできるんだぞ！」

　丸腰の千芳なんて、漣吾は本当に一瞬で片付けられてしまうのだろう。

　しかし、彼女の手は震えていた。目前の刃先がぶれているのを見て、千芳はそれに気づいた。千芳は思い切って漣吾をにらみ返した。漣吾の瞳に真まっ向こうからぶつかっていく。ほんの少しだけ、漣吾の視し線せんが泳いだ気がした。

「じゃあ、殺せよ」

　賭かけに出る。全身からありったけの力をこめて啖たん呵かを切った。

「どうせお前が現れなきゃ、あのまま夜盗にやられてたんだ。助けてくれた奴に殺されるなら文もん句くも言えねえよ。事情は知らないけど、口くち封ふうじに俺を殺すんだろ？　やれよ！　さぁ！」

「このっ……！」

　漣吾は刀を振り上げた。千芳は瞬まばたきもせず漣吾をにらみ続ける。

　刀は真っ直ぐに振り下ろされ──千芳の頰ぎりぎりの地面に叩きつけられた。刀に弾かれた砂粒が、風圧とともに千芳の頰にピシピシとぶつかる。

「ちくしょうっ」

　漣吾は悔くやしそうだったが、刀を構え直す様子はない。千芳は身体を起こして告げた。

「安心しろ、お前のことを言いふらしたりなんかしない。恩人なんだから」

　俺だって訳ありだし、と心の中でつけ足す。

「それじゃあ、俺はこれで……」

　漣吾の事情に好こう奇き心しんは湧わくが、それより自分が逃げ出すことの方が先決だ。

　千芳はそそくさと、その場を離れようとした。幸い、こちらの正体には気づかれずに済みそうだ。そう思ったのに。

「待てよ！　そんなのハイそうですかって信じられるか！」

　漣吾に腕を取られてしまった。そのまま引きずられていきそうになり、千芳は足を突っ張らせて抵抗する。

「いやっ……先を急ぐから。お構かまいなく！」

「オレが構うんだよ！　名前も聞けずに解かい放ほうできるか！　お前が信用できる人間だって分かるまでは自由にさせない」

　そう言って、片手に下げたままの刀をぎらつかせた。

「足ぶった斬ぎって歩けないようにしたっていいんだ……。安心しろ、そうなったら死ぬまで面めん倒どう見てやるよ」

　少女らしからぬすごまれ方に、千芳は抵抗を諦あきらめた。

　今度は多分、はったりも利かない。このままじゃ本当に歩けなくさせられそうだった。
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　千芳が連行された先は津広城──有羽家の本ほん拠きよ地ちだった。千芳が落らく馬ばした浜辺の近くに建つ、背後を海に守らせた水城である。奥おく御ご殿てんからは波音を聞くこともできた。

　千芳には物もの珍めずらしい環境だったが、今はそれを楽しめる状況ではない。

（どうしてこんな目に……）

　なにしろ両腕を背中に回して縛しばられ、窮きゆう屈くつな態勢で正座させられていた。まるで斬ざん首しゆを待つ敗戦の将しようだ。庭の砂じや利りの上ではなく、室内に通されているだけマシなのだろう。

「うーん、見たことないお顔ですわねぇ……」

　真正面からの、舐なめまわすような視線に耐たえる。

　視線の主は、漣吾とよく似た面おも立だちの少女だ。漣吾が少年のように細身なのに対して、少女の方はふっくらと柔らかそうな身体つきだった。漣吾より三、四歳は年上に見える。

「──ええ、間違いないわ。この殿方は蓬砂国の人間ではありません」

　きっぱりとした断だん言げんだった。彼女のかたわらに座る漣吾が眉をひそめた。

「本当ですか？　姉上？」

　漣吾は既に服装を男物に着替えている。その姿は以前に会った時と同じ、『婿がね候補の有羽漣吾』だったが、正体を知ってしまうと、少女の男装姿にしか見えないから不思議なものだ。

「本当よ」

　漣吾の姉、有羽家八の姫君である瑠る衣いは、自信満々に頷いた。

　おっとりとした長毛の猫のような見た目であるものの、津広城の搦からめ手て門もんで漣吾を出迎え、千芳が連れ込まれた事情を知ると即そく座ざに、さっと縄なわで拘こう束そくしてきたのは彼女である。

「服装も刀も馬も、武家の人間、それも、かなり財ざいのある家柄のものだわ。蓬砂五家の、柳ヶ瀬、小山田、柴しば坂さか、横よこ内うち……他にはせいぜい、あと二、三家というところかしら。どこも名門ね。そのうちのどこの家にも、こういう年格好の殿方はいません」

「姉上が知らないだけでは？」

「馬鹿をおっしゃい」

　瑠衣はずいっと胸を張った。

「蓬砂国の名家はあたくしにとって嫁ぎ先候補。下は生まれたての赤子から、上は隠いん居きよ寸すん前ぜんのご老人まで、殿方は必ず調べますわ。各家の姫同士の情報交こう換かんはもちろん、侍女さえ駆く使しして、ひとりも漏らさずその容よう貌ぼう性格すべて押さえてますのよ」

「は、はぁ」

「しかも、この方、とってもとっても美形じゃない！　歳もまさに適てき齢れい期き。こぉんな素す敵てきな殿方がいたら、あたくしの耳に入ってこない訳がないのです！」

「そうですか……」

　瑠衣の高らかな声に、漣吾は気け圧おされたように頷いた。

（よその姫君って、そんなことしてるのか）

　姫君の末まつ席せきに座っていた千芳も、内心で啞あ然ぜんとしていた。

「でも、それじゃあ、こいつは一体……まさか、他国の間かん者じやか!?」

「あり得ませんわね。夜盗に襲われてろくに戦えなかったのでしょ？　そんな使えない間者がいるものですか」

（うぐっ……）

　その指摘は純じゆん然ぜんたる事実なのだけれど、千芳は自じ尊そん心しんをさっくりと斬りつけられ、自由にならない身体を心もち丸めるはめになった。

「じゃあ姉上はどう思うのです？　こいつは何者ですか？」

　漣吾が拗ねたように問い返す。瑠衣はぽってりとした唇に指をあてて天てん井じようを仰あおいだ。

「そうねぇ。わけあり風の名家の若君が、夜、ひとりで馬を走らせるといえば……。──家出かしら？」

　あっさりと、正解をたたき出してくる。

（す、鋭いっ……）

　千芳は背中に冷や汗が滲にじむのを感じた。

　もしも瑠衣が「千芳姫」と一度でも会ったことがあれば、とっくに千芳の正体もばれているのではないだろうか。髪形や衣装の違い、低くなった声なんて煙えん幕まくは、漣吾には利いても瑠衣にはとても効こう果かがなさそうだ。

　千芳がごくりと喉を鳴らすと、瑠衣の目がきらりと光った。

「どうやら図星のようですわよ」

「なんだ。ただの反はん抗こう期きの子どもか」

　漣吾は呆あきれたように目をすがめた。

「こんなに厳重に存在を隠されているということは、白しら拍びよう子しあたりの身分卑いやしい側そく室しつの子なのじゃないかしら。だから家では冷れい遇ぐうされていて、きっとそれが家出の理由……」

「そんなのどうだっていいさ」

　漣吾は億おつ劫くうそうに両手をあげて伸びをした。

「世間知らずのガキの冒険はここまでだ。外の怖さは十分身に染みただろ？　オレのことを忘れると約束すれば、屋や敷しきまで送って行ってやるから、さっさと名前を教えて──」

「嫌だ」

　千芳はぷいっと顔をそむけた。

「ガキの冒険なんかじゃない。俺は真剣だ。命を懸かけてもこの国から出てく」

「国を出て、ひとりでどうするんだよ」

　漣吾は頰ほお杖づえをつき、やれやれと千芳を見た。

「この乱世に、刀もまともに振るえない小こ童わつぱが、どうやって生きていくつもりだ？　ちなみに、オレだったら絶対家臣になんかしないぞ」

「それは……」

　生きていく方法。男になりたいと焦るだけで、具体的なことは何も考えていなかった。

　千芳が言葉を詰まらせたのを見て、漣吾は厳しい言葉を被せた。

「そんなことも考えずに家を飛び出すなんて、やっぱりガキじゃないか。とっとと諦めて、帰ったらどうだ？」

　千芳は首を傾かしげた。

（……帰る？　蓬砂城に？）

　綺麗な打掛とお菓子。優しいじじ様とお須免。真ま綿わたに包まれたような日々。まだ一日も経っていないのに、懐かしくないと言えば噓になる。夜盗に襲われたり、縄で縛られるなんて目には、遭あわなくて済むのだ。

（それでも俺は）

　千芳はうつむき、目をぎゅっとつぶって蓬砂城の残像を打ち消した。

「嫌だ！」

　顔をあげ、甘い誘ゆう惑わくを撥ねつけるように叫ぶ。前のめりになったら手首の縛いましめが食い込んだ。でも、痛みなんて少しも感じなかった。

「俺を守ってくれた母様のためにも、俺を送り出してくれたお須免のためにだって……。俺はもう、昔みたいには生きていけないんだ！」

「母様？　オスメ？」

　漣吾は目を白黒させながらも、千芳の剣幕に圧あつ倒とうされていた。返す言葉を失っている。

「俺は絶対帰らない！　絶対この国から出てく！」

　宣せん言げんし、肩を上下させて荒い呼吸を繰り返す。漣吾のことをじっとにらみつけた。まるで人を射い殺ころそうとするような目つきだった。もちろん、千芳が打ち倒したかったのは漣吾ではなく、千芳を搦め捕とろうとする見えない何かだったのだけれど──。

「……分かったよ」

　沈黙を破ったのは漣吾だった。頰杖を外はずして、ため息をつく。それから立ち上がると、千芳の背後に回った。彼を縛っていた縄を外そうとしてくれている。

「そんなに蓬砂を出たいなら、もう少し強くなってからにしろ」

「え？」

　千芳が振り返ると、漣吾は口の端はしを持ち上げて笑っていた。

「お前、啖呵だけは一人前だよな。威勢がいいのは気に入った。刀や弓ならオレでも教えてやれるから。せめて、賊に襲われても対処できる腕前になって、他国へ逃げたらどうだ？」

　思わぬ提てい案あんに耳を疑う。それと同時に、両腕の縛めが解とけた。千芳は自由になった手で、とっさに漣吾の袖をつかんでいた。

「教えて……くれるのか？　俺を逃がすために？」

　漣吾を見上げると、彼女はわざとらしく口をへの字にした。

「無理やり家に戻して、いつオレの秘密を漏らされるかとひやひやし続けるよりは、遠くの他国へ逃がした方がマシだろうからな」

「どうせ逃がすなら、ちゃんと蓬砂国の外まで逃げてもらわないと困りますものねぇ」

　瑠衣がころころと笑って言い添そえる。楽しそうだ。

　差し出された救いの手に、すがらない道理はないだろう。

「あ……ありがとう……！」

　千芳は床に手をついて、深々と頭を下げた。

（ここからが本当の始まりだ！）

　そう強く思う。それは城を脱け出した時の、どこにでも行けそうな高揚感とは違ったけれど、本当の意味で「千芳姫」と決別できる気がした。

　協力してくれるのが、「千芳姫」の婿がね候補（しかも正体は女）であることは、すっかり棚たな上あげである。なにしろ十五年もの間、自分の性別問題から目を逸らし続けてきたのである。なにかを棚上げにしておくことは得意なのだった。
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　──同じ頃、蓬砂城では。

「う……」

　後頭部がズキズキと疼うずく。冬興は痛みに眉をしかめて、薄く目を開いた。夜空を背はい景けいに、こちらを覗のぞき込む侍女と目が合う。

「大丈夫ですか？」

　相手は千芳の侍女、お須免だと気づいた。高貴な身分の女によ人にんに近づくには、そばにいる侍女にも気を遣つかわねばならないものである。

「私は一体……ここはどこだ？」

　お須免に支えられて身体を起こすと、ふらりと頭が揺れる。

「千芳様のお部屋の庭でございます。転んで、そこの石に頭を打って気を失っていたようでございますね」

　千芳の名を耳にして、冬興の意識は本格的に覚かく醒せいしだした。

「そうだ。私は姫をお訪ねしていたのだ。……話をしていたら、後ろから頭を殴られて……賊か!?　姫はご無事か!?」

「あら、おかしなことを」

　いきり立つ冬興を見て、お須免は口元を手で覆いクスクスと笑う。

「頭を打って悪い夢でも見ていたのでございましょう。千芳様はすやすやとお休みですよ」

「夢だと？」

　そんなはずはない。千芳を抱きしめたあの感触が夢のはずがない。

「……姫！」

　冬興はお須免を押しのけるようにして、千芳の部屋に駆け込んだ。

　室内はもぬけの空からだった。夜具だけが、きちんと整えて伸のべられている。乱れた所はひとつもない。

「あらぁ、千芳様!?　千芳様はどこへ行かれてしまったのでしょう!?　これは神隠しに違いありませんわ！」

　お須免の芝しば居いがかった声がひしゃげて聞こえ、冬興の視界はぐにゃりと歪ゆがんだ。これは現うつつか幻まぼろしか。何かの手違いで、見知らぬ世界に放り込まれてしまったのだろうか。

　何故──ついさっきまで、この腕の中にいたはずの千芳が、忽こつ然ぜんと消えてしまったのか。

（……神隠しだと？）

　馬鹿げている。それなら、賊にさらわれたという方がまだ説得力がある。けれど、蓬砂城の警けい固ごをくぐり抜け、挙あげ句く、侍女にも気づかれないまま姫を盗んでいくだなんて、人の業わざとも思えない。

　冬興の背筋がぞっと凍こごえた。

「御館様にお報しらせせねば……姫を、姫をお捜さがしするぞ……！」

　一刻も早く、千芳を見つけなければ。
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　……こうして、姫君は立りつ派ぱな若わか武む者しやとなり、男として乱らん世せを生き抜いたのでした。めでたし、めでたし。

「うふふ。俺は、男だ。婿むこなんか……とらないわよ……」

「まだ寝ねてたのか。さっさと起きろ！」

　突とつ然ぜん、肩のあたりを叩たたかれて、夢の景け色しきが雲うん散さん霧む消しようしていってしまう。代わりに、瞼まぶたの裏がまぶしいことに気づかされる。

「ううん……もう少し、寝かせてよ……」

　寝返りを打って逃げるが、声の主ぬしはしつこかった。

「朝あさ稽げい古こするって言ったはずだぞ。この軟なん弱じやく者ものがぁっ！」

　怒ど声せいが飛び、千ち芳かはくるまっていた夜具ごと蹴けっ飛とばされた。なすすべもなく、べしゃりと床に転がり出る。今まで受けたことのない乱らん暴ぼうな仕打ちだった。

「……ひどい、何するのよ!?」

　眠ねむ気けも吹き飛び身体からだを起こすと、腕うでを組み冷ややかにこちらを見下ろす漣れん吾ごと目が合う。千芳はぎくりとした。とっさに寝ね間ま着きの合わせ目を搔かき合わせてしまう。

「いい夢見てたみたいだな、千寿丸」

　彼女は苦々しい声で、千芳のことを千せん寿じゆ丸まると呼んだ──昨日きのう、偽ぎ名めいとして使うことにした、亡なき兄の名だ。同時に漣吾からは、小こ姓しようという仮の立場を与えられていた。

「オレの小姓ってことは、オレの身の回りの世せ話わをする奴やつって意味だぞ？　オレが身の回りの世話をしてやるって意味じゃないぞ!?」

「わわっ、分かってる！」

「だったらオレに起こされる前に起きろ！　着替えろ！　稽けい古この支し度たくしろ！」

「はいっ！」

　千芳は慌あわてて立ち上がりかけたものの、ふくらはぎに痛みが走り、ぺたんと尻しりもちをついてしまう。何が起きたのか分からなかった。足が萎なえたように言うことをきかない。ふくらはぎ、二の腕、背中──身体中が引きつって痛いのだ。

　漣吾が怪け訝げんそうに眉まゆをひそめた。

「大丈夫か？　昨日、怪け我がでもしてたのか？」

　そう言いながら、千芳の手足を検分し始める。しかし、表面上はなんの問題もない。

「……腕も足も日焼け知らずだな。なまっちろい奴」

　呆あきれたようにぼそりとこぼし、それから少し考え、信じがたいような声で告げてきた。

「もしかして、昨日の……筋肉痛ってやつじゃないのか？」

「何それ。もしかして俺、悪い病気なのか？」

　不ふ治じの病やまいのような響ひびきに怯おびえ、千芳が肩を震ふるわせると、漣吾は額ひたいに青筋を浮かべた。

「病じゃない。──普段鍛きたえていない奴が、急に鍛たん練れんを始めるとなるやつだ！」

　耳元でワッと叫さけばれて、千芳はのけぞった。

「なっ、なんっ、なんなんだよ!?」

「千寿丸がどれっだけ鍛練不足か、よく分かった。さっさと稽古始めるぞ！」

　漣吾はドスドスと足音を立てて部屋を出て行く。

　残された千芳はぽかんとするばかりだったけれど、漣吾の足音が遠ざかっていくのに従したがって、どうやら自分は病気でもなんでもないらしい、と実感する。

（……着替えよう）

　重たい手足も、冷静になれば動かないほどひどい訳わけじゃないと気づく。

　ここは蓬おう砂さ城じようじゃないから、千芳にかしずく侍じ女じよはいない。自分で望んだ環境のくせに、千芳は何な故ぜだか不ふ服ふくげに唇くちびるを尖とがらせながら、もそもそと着替えるはめになったのだった。




「おい、支し度たくにいつまでかかってるんだ？」

　なんの前ぶれもなく無ぶ遠えん慮りよに障しよう子じ戸どが開いて、鏡に向かっていた千芳は飛びあがった。

　いつまで、と言われるほど時間が経たっているとは思えなかった。ちょうど着替え終わって、髪を結ゆっていたところだ。

「いきなり入ってくるなよ！　助すけ平べ！　覗のぞき魔ま！」

　漣吾の眉がぴくりと痙けい攣れんするように跳はねた。

「オレの城でオレがどこに入ろうが自由だ。第一、覗かれて困るものがどこにあるんだよ」

「どこって」

　言い返そうとして、ふと気づいた。千芳姫ならばいざ知らず、今の千芳に覗かれて困るものは……特にないのだ。

「で、でもっ、あなたも女の子なら分かるでしょ──」

「馬ば鹿か野や郎ろう！　女女ってでかい声で言うなっ！」

　張り手の要よう領りようで口元を押さえられ、千芳は目を丸くした。間近からにらまれて、緊きん張ちようが走る。

（あ、やだ。こんなに近くで見られたら……千わ芳た姫しだってばれちゃ……）

　思わずぎゅっと目を閉じると、漣吾のフンという鼻息が聞こえてきた。前髪をさらりと、梳すくように撫なでられたのが分かる。

「これ以上もたもたするなら、その頭丸まる刈がりにしてやろうか」

（ばれてなかったぁ！）

　ほっとして目を開いたものの、目前には漣吾の冗じよう談だんとは思えないすごみ顔。千芳は慌てて結ゆい紐ひもをつかんだ。

「今すぐ！　今すぐ行く！」

　まさか、使い慣れない結い紐の、結い方をあれこれ研けん究きゆうしていたとは言えない状況だった。言ったら、間違いなく──丸刈りだ。なんてぞっとする響きだろう。
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（なんだこれ！　なんだこの男！　って、本当に「男」なのかよ？）

　漣吾はドスドスと廊ろう下かを進みながら、後ろをついてくる千寿丸の、泣きそうな気配を感じていた。彼の身支度がやっと終わって、稽古場へ向かう最中だ。普段の漣吾ならば、もう朝稽古を終えて、そろそろ朝の政せい務むに取りかかっている時間である。

「ああ、若わか殿との様さま、お捜さがししましたよ。先だっての、村の境きよう界かい線せんの争いについて──」

　案あんの定じよう、待ちかねた側近とかち合ってしまった。義ぎ之の助すけという、漣吾の父親代わりのような男だ。若い漣吾を城主としてよく盛り立てて、補ほ佐さしてくれている。

「悪い、もう少し後にしてくれ。今日はまだ稽古が終わってない」

　身をかわして、そのまますれ違おうとすると、義之助が意外そうに眉を持ち上げた。

「ずいぶん遅おそいですね。……昨夜、女を拾ってきたらしいとか、妙みような噂うわさが流れておりますが、まさかそれで寝ね坊ぼうを」

「違う！　拾ったのは男だ！」

「いやはや。若殿様は女おな子ごに興味がないのかとも案じておりましたが、まさか自みずから女子をさらってくるとは……」

「男だってば！　あと、変な心配は即そつ刻こくやめろ！」

　漣吾は乱暴に背後の千寿丸を指さし、再び歩き始めた。

　義之助を筆ひつ頭とうとする、有あり羽う家の家臣たちが、漣吾の嫁よめとりについてヤキモキしているのは知っている。若い当主をよく支えてくれている彼らに、漣吾も報むくいたいと思う。しかし世の中、なかなか難しいこともあるのだ。

（でもだからって、オレが女を拾ってきたって噂は……いろんな意味で屈くつ辱じよくだろ……）

　漣吾にも、千寿丸にも。

　一方、やっと千寿丸の存在に気づいた義之助は、妖よう怪かいでも見つけたような表情を浮かべていた。

「男……？　若殿様、これは一体」

「後で説明するからしばらく放っておいてくれ」

　追いすがってきそうな義之助を振り払うように、漣吾は足を速はやめた。せめて、小姓として役に立つと証しよう明めいできなければ、おちおち紹しよう介かいもできない。女子じゃなくて男子をさらってきたと噂になるだけだ。

「……いいの？　大丈夫？　俺のことちゃんと説明しなくていいの？」

　背後から千寿丸の心配そうな声がしても、漣吾はぴしゃりと撥ねつけた。

「あいつはオレの家臣だ。家臣の役目は城主の補佐。オレがお前を拾ったのと、城主としての務つとめは関係ないだろ」

「城主としての務め……？」

　実感を持てず、おうむ返ししてきただけの声だった。漣吾がちらりと後ろを見ると、案の定、千寿丸は途と方ほうに暮れたような顔をしている。

「お前を拾ったのは道楽みたいなものだ。いちいち、家臣に説明することじゃない」

「家臣にはなんでも話すんじゃないの？」

「お前の親父おやじ殿は、家臣に一から十まで説明しないとやってけないような弱よわ腰ごしなのか？」

「……分からない」

　千寿丸はますます途方に暮れたようだった。形の良い目をきょろきょろとさせる。

「じ……父上も、誰も、殿方がご政務の場所でどんなふうに過ごしているのかなんて、わたし、一度も見たことなかったんだわ……」

「変な奴。それとも、隠かくし子ごって皆そうなのか？」

　千寿丸は自信なさそうにうつむくだけだった。やっぱり変な男だ。




　そう……変な男を拾ってしまったのである。茶器や香こうの収しゆう集しゆうで家を滅ほろぼした道楽家の話はよく聞くけれど。これも道楽の一種と断だん罪ざいされても仕方ないだろう。

　千寿丸という名だけは白状したが、家名はいくら聞いても絶対に口を割らない、軟弱なくせに頑がん固こな男だ。秘ひ密みつの口くち封ふうじが最大の目的とはいえ、鍛えてやるのにふさわしい気き骨こつはある……と思ったのだけれど。

　漣吾は自分も木ぼく刀とうを構かまえたまま、ぎこちない構えをとった千寿丸を眺ながめる。

　ここは奥おく御ご殿てんの内庭だ。漣吾はここを鍛練の場と決めていた。使い込まれてぼろぼろになった弓矢の的や、刀で打つための巻き藁わらが、高く昇のぼった太陽に照らされている。

「よし、それじゃ、素す振ぶり千回」

「千回!?」

　千寿丸が不服そうに声をひっくり返した。漣吾は頷うなずいてみせる。

「繰くり返さないと、型を覚えられないだろ」

「でも、もう型は分かったから。それよりも、今すぐ使える必ひつ殺さつ技わざとかないのか？」

　そんなことを言いながら、教わったばかりの構えで木刀を上下にへろへろと振る。

「ははっ。もう分かったって？　ずいぶん吞のみこみが早いな」

　漣吾は口元を歪めながら、千寿丸の手元を確かめた。

　傷ひとつない手足と同様、指先は白く滑なめらかで、爪つめに至ってはツヤツヤと輝いている。手のひらだって、きっと、絹きぬのように柔やわらかな皮ひ膚ふで覆おおわれているのだろう。

（せっかく男に生まれたくせに、使い込んで鍛えてやらないなんて、身体が可哀想だな）

　漣吾が皮肉げな笑みを浮かべると、千寿丸もつられたようにへらりと笑う。こちらの目の奥がまるきり笑っていないことに、気づいていないようだ。漣吾は表情を変えないまま、手元の木刀を思い切り振り上げ、千寿丸めがけて振り下ろす。

「きゃあっ!?」

　木刀を放り出し、両手で頭を抱かかえてしゃがみ込む千寿丸──の頭ず上じようで木刀を寸すん止どめする。

「初心者が大口叩たたいてんじゃねえよ！　この軟弱者！」

「う、うう……はい」

　千寿丸はしゃがみ込んだまま、ほっそりとした白い腕の隙すき間まからこちらを見上げている。瞳ひとみが涙でうるうるしていた。並の男が相手なら一笑に付ふす態度だが、千寿丸の整った容よう姿しでそうされると、妙にしっくりきてしまい、漣吾は内心たじろぐ。

（変な男。……男、だよな？）

　悲ひ鳴めいのあげ方といい、滑らかな手足といい、千寿丸はどこもかしこも、漣吾が目指してきた男らしさとは対極的だ。義之助が女と誤ご解かいしたのも無理はないのかもしれない。

　正しよう真しん正しよう銘めいの男のくせに。

（こっちは生まれを補おぎなえる分まで、男らしくなれるよう努ど力りよくしてるんだぞ）

　いらっときて、漣吾は思わず、木刀の先で千寿丸の額ひたいを小こ突づいていた。

「痛っ……顔はやめて顔は！」

「ふざけんな」

　漣吾は木刀を何度も突き出し、千寿丸はとうとう堪こらえきれず地面に倒れ込んだ。

「痛い」

　目を伏ふせてぐったりとしている割に、地面に手をついて座り込む様は可か憐れんだった。

（可憐だと!?　男に使っていい言葉じゃない！）

　どうにも、両足の揃そろえ方とか指先の動きがいちいち繊せん細さいで女め々めしいせいだ。──なんて、原因を分析したってしょうがない。こんな相手に、いちいち苛いら立だつのも時間の無む駄だだ。

（他人がどうだろうと、オレはオレ！　泰たい然ぜん自じ若じやくだ！　うん、男らしい響きだな！）

　己おのれの精神も鍛えられるような気がしてきて、漣吾はたちまち機き嫌げんを取り戻した。鍛練とか、修しゆう練れんとか修しゆ行ぎようとか、そういうものが好きなのである。

　千寿丸をビシビシしごいてやろう、立派な男にしてやろう……と、決けつ意いを新たにする漣吾だった。
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「──きゃっ」

　千芳は手首をバシリと打たれ、衝しよう撃げきで木刀を手放してしまう。木刀は乾かわいた音を立てて地面に転がった。

「くっそ……」

　木刀を拾い上げるため腰を曲げると、汗がこめかみから伝い落ちてきた。手のひらで乱暴にぬぐう。汗をちまちまと手しゆ巾きんでぬぐう習慣は、もうとっくに忘れてしまった。

　──千芳が津広城に留とどまってから、既すでに四日が過ぎている。

「フン。びびってしゃがみ込まなくなっただけ進歩じゃないか」

　相あい対たいする漣吾は余裕の笑みだ。素振り漬づけから解かい放ほうされて、やっと実じつ戦せん形式での稽古を始めてみたものの、当然と言うべきか、千芳は漣吾に一ひと太た刀ちも浴あびせられないでいた。

「ま、オレを倒たおすのは一生かかっても無理だろうけど。でも、せめてそこそこにやり合えるくらいの実力は身につけてもら……」

「若殿様！」

　いかにも師し匠しようぶった演えん説ぜつがさえぎられた。

　漣吾のまなざしが一いつ瞬しゆんで真しん剣けんなものへと切り替わる。ただの少年から、一いつ端ぱしの城主の顔へと変化するのだ。竜りゆう蔵ぞうは千芳姫を政まつりごとに関わらせようとはしなかった。だから、政へ向かう男の表情も決して見せてはくれなかったのだと、千芳は今いま更さらながら思い知っていた。

　祖そ父ふから知らないうちにのけ者にされていたという寂さびしさはあるが、それよりも今は、漣吾のそんな変化の瞬しゆん間かんを見るのが、ここ数日の密ひそかな楽しみだ。狙ねらった賽さい子ころの目がぴたりと出た時のような、背筋がすかっとする心地ここちよさを感じる。

　表おもて御ご殿てんへと続く廊下から、義之助が早足でこちらに向かってきていた。

「どうした？」

「蓬砂城から使いが参りました。火か急きゆうの用件だとかで」

　漣吾はシュッと音を立てて、袖そでをくくっていたたすきを取った。無駄のない仕し草ぐさは木刀を振るう時同様に洗せん練れんされていて、頼もしささえ感じられる。

「火急とは穏おだやかじゃないな」

　そう言って、片手で身軽に廊下に飛びあがる。彼女の背せ丈たけは義之助の肩ほどまでしかなかったけれど、真っ直ぐに伸びた姿勢は凜りんとしていて、大の男と並んでも引けを取らない。

　漣吾と同じ背丈でも、千芳ではこうはいかないだろう。

　意外なことに──いや、この数々の仕草を見せられれば当然なのかもしれないけれど──津広城の家臣たちは、誰ひとりとして、漣吾の正体を知らないのだった。

「戦いくさの噂は聞いてないが。また隣りん国ごくが何か言い出してきたのか？」

「さあ、私にはなんとも……」

「念ねんのため、早馬も用意させておけよ」

　きびきびとした口く調ちようは、とても少女のようには聞こえない。正体に気づかれていないのも、さもありなんという姿なのだ。

（いかにも城主、って感じだよな……）

　千芳はしげしげとその凜り々りしい横顔を眺める。

　今まで千芳は男性と縁えん遠どおかったこともあって、男性のことを判はん断だんするのに、外見や性格という一通りの判断基準しか持っていなかった。「城主らしさ」というのは、新しいピカピカの基準だ。うっかりしていると、このまま漣吾を同性として見て、憧あこがれてしまいそうだ。

　それに、城主というのはどんなものなのか──もしかして、自分でも務まるものなのか、よく知ってみたくなってきていた。千芳だって世が世なら一国の嫡ちやく男なんだったかもしれないのだ。

「千寿丸は稽古を続けろよ」

　漣吾が表御殿へと歩き始めると、義之助がその後ろに続く。立ち去り際ぎわ、義之助は千芳をちらりと見ると、気に食わない様子で鼻を鳴らしていた。初めて顔を合わせて以来、彼はいつもこんな調子だ。

（義之助殿は有羽の分ぶん家け筋すじなんだっけ……）

　怪あやしい男が生き真ま面じ目めな若殿様をたらしこんでいるとでも、疑っているのだろう。その疑いは半分以上事実だ。

　千芳は苦笑し、素振りのために木刀を構え直した。




　それから、昼を過ぎても漣吾は戻ってこなかった。

「遅いですわねぇ……。どうせ、白しら百ゆ合り姫ひめがらみなんでしょうけど。漣吾ちゃんったら、いくら婿がね候補に挙あげられたからって、入れ込みすぎなんですわ」

　瑠衣がぷくっと頰ほおを膨ふくらませたので、千芳は小さく笑った。手のひらの肉ま刺めが潰つぶれて痛むので、様子を見に来た瑠る衣いに手当てしてもらっている最中だ。

「ヤキモチ？　妹を取られたような気がするんだろ」

「そうです、ヤキモチですわよ！」

　瑠衣の頰がますます膨らんでいく。

「だって、漣吾ちゃんたら、初恋だなんて言うんですもの」

　金こん平ふえ糖いとのような甘い言葉が、とっさには漣吾と結むすびつかなくて、千芳は首を傾かしげた。

「初恋？」

「漣吾ちゃんは白百合姫に恋をしちゃったのですわ」

「お、俺に!?」

　千芳はかあっと頰を赤らめた。しかし、瑠衣は氷のように冷ややかな目で彼を見ている。

「どういうお耳をしているのですか。千寿丸じゃなくて白百合姫と言いました」

「あ、そうか。千芳姫か……」

（俺だけど、俺じゃない）

　納なつ得とくしかけて、再び驚きよう愕がくする。

「千芳姫は女だぞ？」

「でしょうね」

「漣吾殿も女だ」

「ええ。よぉく知っていますわ」

　腑ふに落ちなかった。色んな意味で。お互いの性別もそうだし、漣吾は相あい変かわらず千寿丸の正体に気づく気配もないのだ。初恋の相手に、これはないだろう。

「……おかしくないか？」

　瑠衣は重たいため息をついた。

「漣吾ちゃんは本気ですのよ。あんなに美しく、たおやかな姫を女によ人にんと言うならば、オレはそもそも女と言える存在でもなかった、だなんて言って」

　瑠衣が千芳の膝ひざに手をつき、ぐぐっと迫せまってきた。鼻息が荒い。

「漣吾ちゃんだって、本当はとても可か愛わいい姫なのです。だからあたくし、説せつ得とくして、この間初めて、あの子に女物を着せたのです。褒ほめたら恥はずかしがって城の外まで逃げちゃいましたけど……。それが、千寿丸と出会った夜のことですのよ」

　そんな理由で、千芳は命いのち拾びろいをしていたらしい。

「そもそも、どうして漣吾殿は男のふりなんかしてるんだ？」

　今までずっと不思議に思っていたけれど、訊ききそびれていた疑ぎ問もんだった。男装があんまり板についているから、訊くに訊けなかったのである。

「あら、お話ししていませんでした？」

　瑠衣はけろりと答えた。

「あたくしたちの父に男子が生まれなかったからです」

　津広は蓬砂国の物の流れの中心だ。湊みなとがあり、城のそばには商人が軒のきを連つらねている。南なん蛮ばんからの武器も、塩を含む海の幸さちも、すべて津広を通らないと手に入らない。

「でも、せっかくの領りよう地ちも跡あととりがいなければ、他家に明け渡さねばならないでしょう。それだけは避さけたかったのです」

　瑠衣は昔を思い出すように遠い目をした。

「末娘の漣吾ちゃんを男子として育てたのは、本当の男児が生まれるまでの、ただのつなぎのはずだったのですけどね……」

　ところが、漣吾を最後にしてぱったりと、赤子すら生まれなくなってしまった。そして昨年、ある戦で、先代は不ふ慮りよの死を遂とげた。漣吾は十五歳になっていて、家か督とくを継つぐのになんの支し障しようもないと、周囲は判断してしまった。

「ですから、漣吾ちゃんが有羽家を継いだのです」

「そんな馬鹿な」

　そんな理由でこの乱世に、女子が男のふりをできるとは思えなかった。しかし、瑠衣は平然としていた。

「家臣たちは漣吾ちゃんは男だと思ってますし、蓬砂城の御お館やかた様さまに真相を知られればお怒いかりを買うかもしれませんでしょう？」

　千芳は返へん答とうに困った。他ならぬ千芳自身が、性別を誤ご魔ま化かし、竜蔵から逃げ出してきた身である。

「あたくし以外の姉たちは皆とうに嫁とついでおりますし……はい、これで大丈夫ですわね」

　気づくと、手のひらの手当てがすっかり済んでいた。刀を振るうのに邪じや魔まにならないよう、器用に包帯が巻かれている。

「漣吾ちゃんの傷はいつも、あたくしがこうして手当てしていますの。あの子は自分の正体が正体だけに、なかなか人を近づけたがらないから。……小姓を置くのだって、千寿丸が初めてですのよ。有羽家の当主に小姓がひとりもいないなんて、おかしいでしょう？」

　そう言って微笑ほほえむ瑠衣の、どこか切なげな頰が、華は菜なに似ているような気がして、千芳は息が詰つまった。視線を包帯の巻かれた指先へと逃がし、漣吾のことを考える。

（そっか……。あの子も俺と同じなんだ）

　けして、名乗り出ることはできないけれど。正体を偽いつわって暮らす仲間がいたのだと、千芳は初めて見つけた花の名を知ったような気分で思った。
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「どうしてこんな大変なことを、今まで隠していたんですか！」

　漣吾の甲かん高だかい声が蓬砂城の広間に響いて、冬ふゆ興おきは眉をしかめた。

　その場に居い並ならんだ面々──冬興以外の蓬砂五家の当主たちも、目を丸くしたりすがめたりと、それぞれの反応で漣吾を見上げている。漣吾はすっかり興こう奮ふんして、その場に仁に王おう立だちしていた。

「千芳姫様が拐かどわかされたなんて！　もっと早く捜そう索さく隊たいを集めるべきでしょう!?」

「ですから、今、お話しした通りですよ」

　冬興は苛立ちを押し殺して繰り返した。

「いたずらに騒さわぎを大きくすれば、姫の名めい誉よに傷がつく。それに、姫をさらった相手も分からないのに浮き足立っていては、相手の思う壺つぼでしょう」

「左さ様ようですな。嫁入り、いや、婿とり前の姫君が拐かされたとあっては、口さがない者どものいい噂の種です。内密にしておくに越したことはないでしょう」

　横内家の当主が首を縦たてにしていた。冬興よりも年上の彼は、さすがに漣吾と違い、世せ間けん体ていというものを心得ている。

　冬興は横内の援えん護ごに感謝して頷き返す。その拍ひよう子しに、後頭部がズキンと疼うずいた。まるで、千芳を守れなかった罰ばつのようだと自じ嘲ちようする。

（……誰が姫をさらった？　姫は今、どこにいる？）

　冬興はこの五日間、竜蔵とともに捜索に明け暮れた。

　城の内部から手引きした人間がいるはずだと、侍女や下げ男なんを厳しく問い質ただしてもいた。しかし、怪しい人間は出てこなかった。そのため、いよいよ竜蔵まで、お須す免めの主張する神かみ隠かくし説を信じだしそうな気け配はいである。

（神隠しだなんて、あり得ないはずなのに……）

　頭を強きよう打だして以来、冬興の世界は揺ゆらぎっぱなしだった。

　いや、そもそも、夜中に千芳を訪たずねようとした時点で、いつもと違う世界に踏ふみ出してしまっていたのだろう。

　我われながら暴ぼう挙きよだったと、今は思う。

　捜索を優先するため、竜蔵がこのことを不ふ問もんに付してくれているのは幸運だった。

（しかし……姫を抱きしめた、あの平らな、いや、華きや奢しやな感かん触しよくは、本当にお須免が言うように、夢だったのだろうか……）

　物思いに沈しずむ冬興へ、漣吾の金かな切きり声が飛んできた。

「噂がなんですか！　千芳姫様の無事を確かめることが第一じゃないんですか!?」

「まあまあ、有羽殿」

　横内がなだめる。彼の爬は虫ちゆう類るいめいた目は、くるりと動いて冬興を捉とらえた。

「それより私が気にかかっておるのは、姫の失しつ踪そうについて、何なに故ゆえ、柳やなヶが瀬せ殿だけがご存知であったのか、ということなのですが……」

「た、確かに、ふ、不思議で、ですね。秘密の、は、はずなのに」

　柴坂家の当主が、きょろきょろと視線を忙せわしなくさせて相あい槌づちを打つ。太った身体と丸顔、それに落ち着きのない態度のせいで、四よ十そ路じ近いのに赤ん坊のような印象の男である。

「同じ婿がね候こう補ほの有羽殿にも内密にして、あえて柳ヶ瀬殿だけに急を報しらせたということは……御館様は、跡とりを既にお定さだめになったということですかな？」

　これだけは押さえておかねば、という横内の声こわ音ねだった。こんな時でも、権力の行方ゆくえを気にかけているのだ。

（さすがは横内殿だな）

　冬興は表情を変えずに半なかば呆れ、半ば感心してしまう。

　他の当主たちの様子をうかがうと、跡とり、という言葉の重みに、室内の空気が無言のままざわめいているのが見てとれた。そして全員の視線が、自然と竜蔵へ集まる。

　肝かん心じんの竜蔵はというと、広間の庭先をうろうろしていた。千芳失しつ踪そうに関する説明はすべて冬興に任まかせて、城内を繰り返し捜し回っているのだ。

「千芳や～、千芳や～？」

　大きな身体をかがめて、千芳が隠れているはずもない浅い人工池を覗のぞき込んでいる。

「あの、御館様……？」

　横内が、おずおずと竜蔵を呼んだ。

「──貴様らが知りたいことはそれか？」

　冬興たちの会話なんて耳にも入っていないかと思われたが、竜蔵はぐるりと首をめぐらせると、広間へ向かって低い声を発した。

「千芳がおらんというのに、わしの跡とりの心配か！」

　ぶわりと、風ふう圧あつさえ感じられる怒声だった。

　竜蔵の目玉は普段の何倍にも膨れ上がり、鬼神さながらとなっている。

「ひ、ひいっ！　わわ、私は何も申しておりませえんんんん！」

　柴坂が怒声に張り倒されたように突つっ伏ぷすと、横内や小山田までが同じように平ひれ伏ふしだす。横内の頰はすっかり血の気が引いていた。

「御館様、我々は千芳様を案じております」

　小山田が落ち着いた声で取りなす。竜蔵と一番付き合いが長いのは彼だ。

「私なぞは僭せん越えつながら、実の孫娘のように思っておるのですぞ。我ら蓬砂五家、適かなう限りの力でお捜し致いたしますゆえ、何なに卒とぞお怒りお納おさめくだされ」

「だったら、御ご託たくを述のべずにさっさと捜しに行かんか！」

「はい、かしこまりました」

　小山田は大おお仰ぎように頭を下げ直すと、他の四人を視線で促うながし、後ずさるように広間を辞じした。冬興たちも当然、その後に続くしかない。




　広間から離れた別室で、冬興は我知らずため息を漏もらした。腰を下ろして落ち着くものの、竜蔵の怒りの気配は、まだ、焚たき染しめた香のようにまとわりついている。

「馬鹿者。あそこで跡とりのことなど聞く奴があるか」

　小山田は青い顔の横内にくどくどと小言を連ね、柴坂は突き出た腹をしぼませて縮ちぢこまっている。そして漣吾は、ぶすっとした顔で冬興をにらんでいた。

「五日も報せがなかったこと、まだ納得してませんから。報せがあればオレだって……」

　険けんのある声に、冬興はやれやれと首を振った。

「姫が消えてすぐ、夜明け前には国境の備えを固めました。砦とりでの警けい固ご役やくたちは、それまで誰も通していないと言っていた。街かい道どうも封ふう鎖さした。今は何なん人ぴとたりとも、蓬砂国を出て行くことはできません。これなら人の手を借りずとも、姫はすぐに見つかるだろうと考えるのは当然です」

「でも、見つからなかったんじゃないか」

「それは結けつ果か論ろんです。軽けい々けいに騒げば、いらぬ推すい測そくを呼び、辱はずかしめを受けるのは姫なのですよ」

「……冬興殿は、あれこれ余計なことを考えすぎじゃないですか？」

　大きな瞳が、じっと冬興に向けられる。生まれてこの方、噓うそまやかしなど汚いものは見たこともないという無む垢くな瞳だ。

「どんな下げ劣れつな噂を立てられたとしても、千芳様が無事なら、大したことじゃないのに」

　冬興を責せめている風ではない。ただ一いち途ずに、千芳を心配して言っているのだと伝わってきた。しかし、冬興には受け入れがたい言葉だった。

（なんて世間知らずな）

　婚こん前ぜんの姫君がさらわれて、一体、どこでどんな目に遭あったのか。興味本位であることないことささやかれて、それが本人の耳に入れば、どれほど傷つくか。千芳だけではない。

　城からまんまと孫娘を盗ぬすまれた、竜蔵だって物笑いの的だ。

（ならば私が、姫と御館様をお守りせねばなるまい）

　冬興が白しら々じらとした冷たい顔を見せると、漣吾は眉み間けんに皺しわを集めた。

「柳ヶ瀬殿は……まさか、千芳姫様の無事よりも、世間の耳じ目もくを気にしているのですか？」

　今度は口調に非ひ難なんの色がにじむ。質問しながら、そうに違いないと決めつけているのだ。

　さすがに冬興も、カチンときた。

（私が考えていることの、ひとつも理解できないくせに。小こ童わつぱが知った風ふ情ぜいで……！）

　冬興は胸に湧わいた黒々とした悪意を取り繕つくろうように、にこりと口の端はしを持ち上げる。

「もちろん、私は姫の無事を何よりも案じていますよ。……されど、私には考える時間があった。何も知らず能天気にしていた漣吾殿と違って、五日も前から姫を案じているんです。あなたとは違う考えでも当然でしょう」

「……なんだって！」

　漣吾の目に殺気が宿った。勢いよく立ち上がり、我を忘れたように拳こぶしを振り上げる。

（ほら、見ろ。ただの浅せん慮りよな子どもじゃないか。安い挑ちよう発はつにすぐ引っかかる）

　こちらの顔面めがけて振り下ろされた拳をかわし、漣吾の手首をきつくつかんでやる。

　異変に気づいた小山田たちが、ぎょっとして振り返っていた。

　冬興はそのまま表情も変えず、平然と漣吾を見つめる。漣吾は悔くやしげに身をよじったが、冬興の手を振り払うことはできない。本当に、子どものような非力さだ。

「放せ……！」

「さすが、刀ひとつで姫を守ると豪ごう語ごする方は、粗そ暴ぼうで手が早い。……言うほどの実力はないようだが」

　漣吾の腕を放り投げるように解放してやる。成長期前の少年らしい、細い手首には、冬興の手の跡あとが赤くくっきりと浮かんでいた。

　漣吾は手首を押さえると、物も言えず廊下へ飛び出して行った。ちらりと見た耳のふちは、紅べにで染めたように真っ赤だった。

「こんな時に、一体……何をやっとるんだ。捜索の手はずもまだ話し合っておらんのに」

　小山田が呆れたようにぼやいた。

「あ、有羽殿は、まだ、わ、若いですから、ね、ねえ……」

「いや、歳としのせいだけとも。私の娘も同じ年頃だが、もう少し分ふん別べつはついている」

　ふと、横内が探さぐるように冬興を見た。

「これはやはり、蓬砂の次の主あるじは決まったも同然ですな……」

「いえ、そんな。姫もまだ見つかっていないのに」

「千芳様さえ見つかれば、なんの問題もないでしょう。冬興殿は二は十た歳ちを過ぎても独ひとり身みで、浮いた噂もない。うちの娘などは勿もつ体たいないと嘆なげいていましたが、おかげで御館様の孫婿になれるという訳ですな」

　冬興は薄うすい苦笑を浮かべて視線を逸そらし、漣吾が逃げて行った方ほう角がくを見やった。

（よその姫には興味もないが……千芳姫だけは、あんな小童にはやれない）

　やはり、千芳にふさわしいのは自分なのだ。

　早く彼女を見つけ出して、今度こそ、そう伝えなければ。
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　漣吾が津広城へ戻ってきたのは、その日の夜遅くだった。

「くそっ、くそっ！　あの舌した先さき三さん寸ずん男め！　ちょっと力が強いからって、人のこと見下しやがって……今に見てろよ！」

「蓬砂城で何をしてきたんですの？」

　顔色を青くしつつも、カッカと身み悶もだえする漣吾に、瑠衣は呆あきれている。千芳も同感だ。

　二に対ついの不ふ審しんがる視線を受けて、漣吾は早口に蓬砂城での出で来き事ごとをまくしたてた。竜蔵が池を覗き込んでいたというくだりには、千芳もさすがに胸が痛む。

（……じじ様、ごめん）

　城を脱ぬけ出した時から、竜蔵の反応はなんとなく予想できていた。千芳はそれでも逃げてきたのだ。でも、祖父の様子をこんなに生なま々なましく聞かされることになるなんて。

　そんな千芳の感かん傷しようを、瑠衣のため息がさえぎった。

「事情は分かりましたけど……漣吾ちゃんったら、またやっちゃったのですわね。柳ヶ瀬様に殴なぐりかかるだなんて、避よけて頂いて幸運ですわ」

「あれは冬興殿が悪いんだ！」

　いきり立つ漣吾の額を、瑠衣はピンと人差し指で突ついた。

「頭を冷やしなさいな。そうやってすぐにカッカするからいつも……肝心の白百合姫のお顔だって、ろくに覚えてないのですわ。そんなことじゃ、白百合姫を捜し出せませんわよ」

「ちょっと待った……覚えてないの？　初恋の相手の顔を!?」

　千芳は驚おどろいて、漣吾と瑠衣を見比べる。漣吾は今までの勢いをなくし、気まり悪げに目を逸らしかけて、すぐにハッと我に返っていた。

「なんで千寿丸がそんなこと知って……。姉上！　千寿丸に何を吹き込んでるんだ！　人が留る守すにしてる間に！」

「──こうやってすぐに興奮しちゃう性た質ちなものだから、白百合姫の顔を一目見た途と端たん、頭が吹き飛んじゃったのですわね」

　瑠衣は妹を無視し、両手で自分の頭を押さえてから、ぽーんと左右に広げてみせた。

「後に残ったのは、たおやかで美しくて可憐だったという記き憶おくだけ。その強きよう烈れつな印象が、漣吾ちゃんの胸に初恋という熱く甘い風を吹かせたのですわ」

「髪の毛が絹きぬ糸いとみたいにサラサラで、緋ひ色いろの打うち掛かけによく映はえていたのは覚えてる！」

　漣吾はそれが立派な反はん論ろんであるかのように言い募つのるが、その程度のことでは、千芳姫とそれ以外の姫の区別もつかないだろう。

（なるほど、道理で俺を見ても気づかない訳だ）

　千芳は脱力した。服装や髪形が違うとか、声が低いとか、それ以前の問題だったのだ。覚えていないとは……。漣吾の純じゆん情じようさにも礼を言わなければならないかもしれない。

　その純情な彼女を見ると、姉に飛びついて口を押さえようとしていた。

「姉上は余よ計けいなことを言わないで！」

「のぼせ上がりすぎなのですわ。それでいいところを見せようとして柳ヶ瀬様につっかかって、かえってみっともないことになったって、この前も泣いていたじゃないの」

「泣いてなんかない！」

　そう言いながら涙目だ。

　夜や盗とうを刀でなぎ払い、家臣の前では当主らしく振る舞えるというのに。今はまったく子どもみたいだ。姉を口止めするのもうまくできないでいる。

　なんだか──ものすごく、初めて、漣吾が可愛らしく見えた。

「……ふふっ」

　千芳は両手で口元を覆おおった。それでも笑いは抑おさえきれない。むしろ、堪えようとすればするほどこみ上げてくる。

「は、あははははっ！」

「ほら千寿丸に笑われたじゃないか！　姉上のせいだよ！」

　もはや完全にただの駄だ々だっ子の台詞せりふだ。千芳の笑いはどんどんツボに入っていく。瑠衣もクスクスと笑い始めて、漣吾はますます膨ふくれ面つらになっていく。それがまたおかしい。

「……もう！　オレの話じゃないだろ。だから！　明日から、オレも千芳姫様を捜すんだ」

「えっ？」

　漣吾の強ごう引いんな話題転換に、千芳の笑いがぴたりとやんだ。口だけが笑ったままの半開き状じよう態たいで、漣吾を見る。

「捜すって、なんで？」

「なんでじゃないだろ！　津広の領りよう内ない、しらみつぶしにするぞ」

「みっ、見つからないわよそんなの！　そもそも津広にいるとは限らないんだし……神隠しかもって話なんでしょ!?」

「確かにそう言い張る侍女もいるらしいが……。オレ、そんな話までしたか？」

　漣吾が眉をひそめたので、千芳は慌てて声を張り上げた。

「してた！　言ってたじゃない！　神隠しかもって。だから捜しても無駄だって！」

「そんなのただの迷めい信しんだ。馬鹿言ってないで、お前も手伝えよ」

「えっ、わたしっ……じゃなくて、俺が!?」

「人手がいるんだよ。ただ飯めし食わせてるんだから、それくらいいいだろ」

　漣吾は有う無むを言わせない口調で言い切った。千芳が何を言ったって、捜索をやめさせることはできなそうだ。無理に言い張れば、藪やぶ蛇へびになりかねない。

（俺が千芳姫おれを捜すって……。いや、でも、大丈夫……だよな？）

　何日か捜索してみて、千芳姫の影も形も見つからなければ、漣吾だって諦あきらめがつくだろう……。

　今はそう願うしかなかった。
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「見つかりました！　──浜辺です！」

　漣吾たちが捜索に出た、初日。

　とんでもない報告が飛び込んできたのは、漣吾が集めたありったけの人手が列をなして城を出てから、まだ、半日も経っていない時のことだった。

「ぶふっ」

　思わぬ報せに、千芳は飲みかけの白さ湯ゆを噴ふきこぼした。

「なんだって!?　姫様か！」

　漣吾が勢いよく立ち上がると、こちらは手つかずのままだった白湯の椀わんがひっくり返る。

「あンれま。びしょびしょだ」

　漣吾をもてなしていた村むら長おさの娘が、のんきそうに椀を元に戻し、千芳には手て拭ふきを突き出した。ふくよかな身体をゆったりと小袖で包んだ、全体的に大らかそうな娘である。

　今け朝さ、漣吾は捜索隊を直接指し揮きすると息巻き、手始めとして津広城から一番近いこの漁ぎよ村そんに乗り込んだ。しかし、

「若様いらっしゃいませ。まずは村長の当家で一いつ献こん。うちには娘もおりますゆえ……」

「いや、しかし」

「人手はもちろん十分遣つかわしておりますゆえ、さあさあ」

　……城主というのは凜としている以外にも、不ふ本ほん意いながらこなさねばならないこともあるらしかった。

　結局、指揮は義之助が執とり、その報告をじりじりと待つしかなくなっていたのだった。

（な、何が見つかったって!?　俺が!?　千芳姫は、俺は、ここにいるんだぞ!?）

　じっと伏せるようにして、やり過ごしてしまおうと思っていた捜索の思わぬ進展に、千芳は動どう揺ようしていた。震える手で口元をぬぐっている間に、漣吾は廊下から庭へ飛び降り、裸足はだしのまま海の方へと駆かけていった。千芳も慌てて後を追う。




　浜辺には人だかりができていた。武士も農のう夫ふも眉をひそめ、念ねん仏ぶつを唱となえている者までいる。人々は漣吾が近づくと、さっと場所を空あけた。

「波打ち際に浮かんでて、もう少し遅かったら、沖に流されてたと思いますだ」

　近くの村から召しよう集しゆうされたのだろう、農夫が指さした先──人垣の中央に、濡ぬれてしわくちゃになった小袖が広げられていた。黄色地に花はな籠かご模も様よう。

（なんでこんなものがここに？）

　千芳は眉をしかめた。

　村の娘にはとうてい手が出ない上等なものだと分かるだけに、薄汚れて砂浜に打ち捨てられている様子が禍まが々まがしい。

「おら、舟を出してくるべ。お姫様ぁ、沖に流されてるかもしれねえ」

　漁師らしい男の言葉を聞いて、漣吾の顔色はみるみる青ざめていった。打掛から目を引き剝はがすように顔をあげて海へ向かう。ざぶざぶと波を蹴破るように進んでいく。

「千芳様！　千芳姫様ぁっ！」

　でたらめに両手を振り回し、波をかき分ける。あっという間に腰まで海に浸つかっていった。周囲の男たちは呆気にとられ、呆ぼう然ぜんとその背中を眺めていた。

「なっ……何やってんのよ！　馬鹿！」

　最初に我に返ったのは千芳だった。漣吾を追って海に踏み込む。

「漣吾殿！」

　追いついた時には、二人とも胸元まで海に浸かっていた。春の終わりの海はまだ冷たい。漣吾の腕をつかむと、手足をばたつかせて抵抗してきた。

「姫様はオレが助けなきゃ……」

「だからって漣吾殿が海に沈んでどうするのよ！」

　漣吾を羽は交がい絞じめにした。力づくで抑え込み、波打ち際まで戻ると、漣吾はその場に崩くずれ落ちてしまう。

「千芳姫様……津広に来てたなら、オレが助けられたはずなのに」

　両手で浜の砂を握にぎりしめる。その手の甲にぽたぽたと涙がこぼれていた。

　泣いている。

　千芳のせいだ。

（うわ、ああああっ。ごめん漣吾殿ごめんなさい！　実はもう千わ芳た姫しはあなたに助けられてるのよ！）

　千芳は後ろめたい気持ちを誤魔化すように、彼女の頰に手のひらを押しつけた。涙なのか海水なのかさっぱり分からない水気を必死にぬぐう。

　そんなつもりじゃなかったのに、自分の噓が漣吾を傷つけてしまったのだ。

「お願い落ち着いて。あれは千芳姫のものじゃないから……」

「じゃあ誰が！　あんな上等な小袖をこんな所に落としていくんだ！」

　漣吾がキッと顔をあげた。その視線を真正面から受けた千芳は、とんでもないことに気づいた。内心で再び悲鳴をあげてしまう。

（わ、わわ……！）

　漣吾の全身はすっかりずぶ濡れで──濡れそぼった小袖がぴったりと張りつき、少女らしい身体の輪りん郭かくがくっきりと見えてしまっている。胸元はさらしで押さえつけているらしいとはいえ、これでは一目で彼女の正体がばれてしまうのではないかと思えた。

　千芳は慌てて自分の小袖を脱ぎ、漣吾の頭上にひっ被かぶせる。千芳の小袖もびしょびしょだったけれど、ないよりはましだ。

「……え？」

　漣吾はきょとんと千芳を見上げてから、やっとその意い図とを悟さとったらしい。冷静さを取り戻した顔で、おずおずと小袖の前の合わせを手た繰ぐり寄よせ、顔以外の部分が人目に触ふれないようにする。その姿はちょうど、被衣かつぎを身につけた姫君のようだった。

「被衣」

　千芳はハッとした。最近、この浜の近くで、被衣をなくした姫君がいるではないか。

「あれって……漣吾殿がなくした被衣じゃないのか？」

「……！」

　千芳のささやきに、漣吾は弾はじかれたように身を翻ひるがえした。黄色地の小袖をつかみあげると、何度も裏返したり表にしたりと見直し始める。

　そのおぼつかない様子に、千芳は思わず叫んだ。

「それだけ見て分からないのかよ!?」

「分かる訳ないだろ！　女物の小袖は全部一いつ緒しよに見えるんだよ！」

　堂々と叫び返され、千芳は啞あ然ぜんとする。

「……分かるもんか！　くそっ、姉上に文を出す。いや、これを城に送ってくれ！　姉上のものか確かめるんだ！」

　そばにいた侍さむらいのひとりが小袖を受け取ると、小走りに村の方へ向かう。

　成り行きを見守っていた男たち、特に農夫たちからどわっと安あん堵どのため息があがった。

「なんだべさぁ。おらぁてっきり、お姫様が身投げしたのかと思って肝きもが冷えたよう」

「婿がね選びに嫌いや気けがさして、世を儚はかなんじまったって噂だんべ」

「若殿様は、お姫様に袖にされちまったんかいねえ……？」

　さすがに農夫たちが、漣吾の方をはばかるようにちらりと見た。

　しかし漣吾は彼らの視線には応こたえず、身体をぶるりと大きく震わせた。陰かげ口ぐちに口先で応おうじるのは武士の恥はじとばかり、ぐっと背中を張っている。海水が地面に滴したたるのを見下ろしてから、千芳を見やる。姿し勢せいとは裏腹に、彼女は雨に打たれた子猫のように心細く見えた。

「……着替えないと。オレも、千寿丸も。……くしゅっ！」

　顔をくしゃくしゃにしたくしゃみは、泣き顔を誤魔化しているように見えた。

（どうして皆、漣吾殿が女の子だって気づかないんだろう）

　気づいたら、誰だって、漣吾をこんなふうに放っておいたりしないはずだ。

　千芳は見ていられなくなって、彼女の手を引っ張りその場を離れた。千芳も漣吾も、すっかり手の先まで冷えていたけれど、二人が触れ合っている部分だけは温かく感じられた。

　──この小袖は確かにあたくしのものです、という瑠衣からの返事は、すぐに届いた。




「なになに、『……漣吾ちゃんがここまで着物に疎うといとは思いもよりませんでした。あたくしの教育方ほう針しんが間違っていたのでしょうか……』だって」

　届けられた文の締しめくくりを読み上げ、千芳は呆れた。

「教育方針って。そもそも跡とり息子として育ててる時点で間違っ……あっ!?」

「そういう感想は聞いてない！」

　漣吾は文をひったくると、懐ふところに押しつけるようにしまい込んだ。

「ふん。小袖の見分けなんかつかなくたって、津広を治おさめるのには問題ないんだからな」

　強がりながら、唇を真ま一いち文もん字じに突っ張っている。

（……拗すねてるんだ）

　千芳は笑いを堪こらえ、誤魔化すように咳せき払ばらいした。

　これ以上、漣吾にへそを曲げられても困る。村長の屋や敷しきに戻って着替えを済ませ、やっと人ひと心地ごこちついたところなのだ。

「──でも、ありがとう。礼は言っておく」

「へ？」

　唐とう突とつな、漣吾の殊しゆ勝しような声に、千芳はきょとんと目を丸くした。

「オレ、またカーッとなってた。千寿丸がいなかったら、もっと大騒ぎになったと思うし、御館様にまで伝わっていたら……大変なことになった。だから、感謝してる」

　漣吾が深々と頭を下げる。その後頭部を見下ろして、千芳は慌てた。腰を浮かせ、漣吾の肩をつかむ。

「顔、あげてくれよ。俺は何もしてないよ！」

　そもそも元を辿たどれば、この大騒動を引き起こしているのは千芳自身である。

　捜索のため、津広城に大勢の人間が集められ、物もの々ものしくごった返す光こう景けいを見た時から、ずっと感じている居心地の悪さが、より重さを増して千芳の胸に迫った。

「礼なんか言うなよ。俺の方が何倍も、漣吾殿には世話になってるんだからな」

　千芳の声に引き上げられるように、漣吾はゆっくりと顔をあげた。間近で二人の視線があうと、彼女はふと、不思議そうにまじまじと、千芳の全身に視線を滑すべらせ始めた。

　そしてなんの前触れもなく、千芳の二の腕をつかんだ。

「きゃ、きゃあっ！」

　驚きとくすぐったさに身をよじると、漣吾は若じやつ干かん傷ついたようで、複雑そうに眉間に皺を寄せた。

「きゃあって……」

　さすがに千芳もばつが悪く、二の腕をさすりながら視線をあさってに向ける。

「急に触さわるから」

「悪い。……でも、そうだよな。千寿丸だって一応、男だもんな」

「一応って……」

　今度は千芳が若干傷つく番だった。

「れっきとした男だよっ！　なんだよ、触りたきゃ好きなだけ触れよっ！」

　小袖の腕をまくって突き出すが、漣吾はもうこちらを見てもいなかった。独ひとり言ごとのようにつぶやいている。

「そうだよなぁ……生白いし、細っこいけど、でも、オレよりずっとしっかりしてる。生まれつきの素そ材ざいが違うんだ。オレとは……」

　そして、ため息をつき、千芳の胸元に額を押しつけるようにうつむいてしまう。

「れ、漣吾殿？」

　恐る恐る覗き込むと、漣吾はぱっと顔をあげた。あやうく顎あごに頭ず突つきされるところだった。しかし、そんなことよりももっと千芳を怯えさせたのは、再びこちらを見上げてきた漣吾の顔が、般はん若にやの面めんのごとく凶きよう悪あくになっていたことだ。

「ひっ」

　千芳は思わず、床に尻をつけたまま後ずさった。意味が分からない。漣吾は立ち上がると、びしりと人差し指を突きつけてくる。

「でも、オレだって負けないんだからな！」

　謎なぞの宣せん戦せん布ふ告こく。千芳は瞬まばたきを繰り返して漣吾を見上げる。

「は、はぁ……」

「こうなったら稽古だ。もっと鍛えるしかない！」

　漣吾は踵きびすを返すと、廊下から庭へぴょんと飛び下りた。黙もく々もくと素振りを始める。

「ま……待ってよ！」

　千芳は慌てて庭に下り、漣吾に並んで、負けじと素振りを始めた。

（俺は早く、漣吾殿とやり合える力をつけないといけないんだぞ！）

　自分に城主が務まるかなんて大きなことの答えは、まだ分からない。ただ、目前の目標はこの少女に敵かなうようになることだ。

　そうしているうちに日が暮れていき、今日はこの村で野営するという報せが、義之助から伝えられた。どうやら、小袖騒そう動どうのせいで予定がずれ込んだらしい。
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　蓬砂城には次々と、各領地から捜索の経けい過かが届いていた。

　しかしどれも、姫は未いまだ見つからず、というものばかりである。

「ええい、千芳はどこに行ったのだ！　どこの痴しれ者ものが隠しておるのだ!?」

「御館様、どうぞお鎮しずまりくだされ……！」

　部屋の中で物が投げられドタンバタンと暴れまわる音が響き、それを小山田が必死になだめようとしている。その物音は、離はなれた広間からも聞くことができた。

「いや、はや。ふ、冬興殿がいてくれて、たた、助かりますなぁ」

　柴坂は汗を拭ふき拭き、竜蔵の居きよ室しつの方向をちらちらと眺めながら、完全に怯えていた。他の家臣たちも似たり寄ったりで、誰も竜蔵に近寄れないでいるのだ。

「私には、これくらいのことしかできませんから」

　対する冬興は冷静そのもので、今までの報告を書きつけた紙を眺めている。彼は今、荒れ狂う竜蔵の代わりに各地からの報告を受け取り、取りまとめる役目を任されていた。

「いやいや、御館様も、冬興殿を、むっ婿同然と頼りにしているから、みょ、名みよう代だいとなさっているのでしょう」

　柴坂はひとしきり感心の声をあげると、広間を辞していった。

　入れ違いに現れたのは、困こん惑わく顔がおの侍女だった。

「あの……。御館様にお目通りしたいという者が訪ねて参りまして……。それが、どうも、夜盗のような風ふう体ていで」

　冬興は目をすがめた。

　なんでこんな時に、そんな人間と関わらなければならないのだ。門番あたりが追い払っておくべき相手ではないか。

　しかし、侍女はこう続けたのだ。

「その……千芳様の行方を教えるから、金品を寄よ越こせと言っているのです」
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『やっと見つけましたよ、姫』

　冬興にそうささやかれ、首筋を撫でられる。

「──きゃあっ!?」

　千芳は驚いて飛び起きた。両腕は胸元をかばうように交こう差さしている。

　しかし、その目に映ったのはただの暗くら闇やみ──村むら長おさの屋敷の一室──だけだ。

　野営と言っても、漣吾たちは実際に外で寝る訳ではない。現地の有力者の屋敷に部屋を借りる。千芳は漣吾の小姓だから、彼女の隣となりの部屋をあてがわれていた。

　あたりはしんとしていて、まだ真夜中だと察さつすることができた。

（なんだ……夢か）

　千芳にはもう、寝しん所じよを襲おそわれる理由なんてないのに──。

「い、やぁっ……やだ、やだ、やだーっ！」

「──漣吾殿!?」

　いつもより細く甲高かったが、聞き間違えようがない。漣吾の声、いや、悲鳴だ。

「どうしたんだ!?」

　千芳が襖ふすまを蹴破って飛び込むと、暗い部屋の中に、人影がふたつ。漣吾と、村長の娘だ。

　漣吾は仰あお向むけにひっくり返り、その腹の上に村長の娘が馬乗りになっている。おまけに村長の娘は、豊ほう満まんな胸元をあえて見せつけるかのように、襟えりをくつろげてさえいた。

「千寿丸、た、助けて……！」

「な。ななな何してるのよっ！」

　二人を引き剝がし、漣吾を自分の背中に隠すと、押しのけられた村長の娘が、妙に色っぽい声で不満を露あらわにした。

「あんっ。もう……イイトコロだったのに。それとも、お小姓さんも一緒に？」

「なんっなの!?　なんの話なのよ!?」

　千芳は叫ぶ。自分の大声のせいで、耳の奥がキーンと鳴った。

　酸素の薄くなった脳のう裏りに、津広城を出しゆつ立たつする寸すん前ぜん、見送りに現れた瑠衣の顔が思い浮かぶ。思い詰めてすがるような表情をしていた。

『くれぐれも、漣吾ちゃんをお願いしますわ』

『千寿丸にお願いしなくたって、オレは大丈夫だよ』

『大丈夫じゃないですわ。あたくしがついていければよかったけれど、女主人として城内の侍女を取りまとめなければなりませんし……。もう、千寿丸だけが頼りです』

　瑠衣の顔は深しん刻こくそうだったけれど、さすがに千芳にも、それは過か保ほ護ごすぎるように見えた。なにも戦に行く訳ではないのだから。

　そんな思いが伝わったのか、瑠衣はますます顔を険けわしくして、ひときわ低い声でこう言っていた。

『漣吾ちゃんは女の子なのですからね』

　瑠衣のあの、過か剰じようなまでの心配はつまり──。

（こういう意味だったのか!?）

　村長の娘はぺろりと唇をなめた。薄暗闇の中でうごめく舌は、毒どく々どくしく赤い。

「側そく室しつにしてくれとは言いませんだ。ただ、一夜でも枕まくらを共にできたら嬉うれしかったのに」

「枕って。よ……嫁入り前の娘が言うことじゃないわよっ！　はしたない！」

　衝撃のあまり、さっきから姫君喋しやべりがもろに出てしまっている。元・姫君としても、村長の娘の発言は受け入れがたい。背はい後ごでは、漣吾がぷるぷると震えているのが分かった。

　けれど、そんな二人の反応を見て、村長の娘は意味ありげに視線を寄越す。

「もしかして、アタシみたいな女より、綺き麗れいなお小姓様と仲良くすっ方がいいんですかぁ？」

「なっ、ちがっ……」

　とんでもない誤解に千芳は目を剝むいた。

　確かにこの乱世では、男同士の主従で男女よりも固い絆きずなを結ぶ……心も身体も……という例もないではないが。

「わたしと漣吾殿は……」

　そもそも、男同士でもないのだし。れっきとした、男と女なのである。

　千芳は混乱した。

「えっと、あれ？　わたしたちは仲良くなんてなる訳なく……も、ない……？」

「──その通りだっ！」

　漣吾の大声に、千芳はびくりと肩を揺らした。驚いて振り返り、漣吾が何を言いだしたのか気づいて二度驚く。

「ええええええ!?」

「オレは女より千寿丸が好きなんだ！　だからオレに構わないでくれっ！」

　漣吾はひしっと千芳の腕にしがみつき、身も世もなく叫んでいる。顔面蒼そう白はくで、とても熱愛を白状した人の顔ではない。村長の娘から逃のがれるのに必死なのだ。

　千芳は、妙な所で混乱してしまった自分が途端に気き恥はずかしくなった。

「あンれま」

　村長の娘は鼻の穴を膨らませ、うんうんと頷き、勝手に納得しているようだった。

「それならそうと、義之助様にも言っておいた方がいいですよぉ」

　謎の言葉を言い置いて、部屋を出て行く。寝所には、再び深夜の静けさが戻った。




「──助かった……」

　漣吾が千芳の腕をつかんだまま、ずるりと身体から力を抜いた。

「助かったけど。俺と漣吾殿が……そんな関係なんて、大噓ついて……」

　それ以上なじる言葉を続けることができず、千芳は言葉を詰まらせた。

　漣吾が目にこぼれ落ちそうなほどの涙を浮かべていたのだ。昼間の濡れそぼった姿を思い出してしまい、千芳はドキリとする。彼女のこういう姿は、苦手だ。心がざわざわしてしまって、真正面から見られなくなる。まるで、裸姿を突きつけられたように感じるのだ。

「……大丈夫か」

　恐る恐る声をかけると、それをきっかけにしたように、漣吾は嗚お咽えつを漏らし始めた。

「くっ、暗闇で急に、怖こわかっ……」

　涙まじりの弱々しい言葉にハッとさせられた。

　瑠衣の言葉を再び思い出す──漣吾は女の子なのだ。寝込みを襲われて恐きよう怖ふを感じなかった訳がない。

　そんな当たり前のことに、千芳はやっと考えを巡らせることができた。

「ごめん。俺がもっと早く気づいてれば……」

　腕が勝手に動いて、漣吾を抱き寄せていた。やましい気持ちは少しもない、ただ、幼い子どもを慰なぐさめるようにしてやりたかった。漣吾は本当の子どものように、すっぽりと腕の中に納まってしまう。その細い肩に触れると、彼女は本当に女の子なのだと実感する。
















（下へ手たしたら漣吾殿の正体までばれてたかもしれないんだ）

　そう思うと、背筋がひやりとした。

　漣吾は千芳の胸元に顔を押しつけると、ますます泣きじゃくった。

「怖くて、しかも、せっ、せっ、せっ」

「せ？」

「接せつ吻ぷんされた……！」

　千芳は絶ぜつ句くした。漣吾の背中を撫でる手も止まった。

「初めては千芳姫様と、って決めてたのに……」

「はぁっ!?」

　俺かよ、と声をあげかけて、寸前で気づいた。

（俺じゃない。千芳姫は俺じゃない。千芳姫は俺じゃないんだぞ！　しっかりしろ俺！）

　漣吾が思い浮かべているのは、あくまで可憐な、白百合と謳うたわれた千芳姫であって、今、目の前にいる小姓もどきの男ではない。

「ちょっと。千芳姫だって女でしょ。女同士で、せ、接吻なんて……」

　いや、それよりも、女のくせに婿がねになろうとしている時点でおかしいのだ。

　竜蔵は千芳がひ孫を産むのを楽しみにしていた訳で、ちっともその兆きざしがなければ、漣吾もあやうい立場に追い込まれたはずだ。

「ねえ……もし千芳姫と結婚したら、こういう時、どうするつもりだったんだ？」

「驚かれるだろうけど、千芳姫様ならきっと分かってくれると思うし……」

　漣吾は当たり前のように言ってのける。千芳姫の話題になったせいか、涙も止まっているようだった。

「冬興殿みたいな男の妻つまになるよりは、絶対幸せになれるよ」

　女同士だからこそ、と強い口調で言い切った。

「このご時じ世せい、女は男の都つ合ごうで駒こま扱あつかいだ。でも、オレと結婚すればそんなひどい扱いは絶対にしない。そりゃ、跡とりのこととか……色々問題はあるけど。解決できないことじゃないだろ？　千芳姫様の幸せのためなら大した問題じゃない」

　大きな丸い瞳が夜よ目めにもきらきらと、輝いて見えた。

　千芳は、千芳姫として漣吾と初めて会った時のことを思い出していた。

（堅かた物ぶつ男だなんて、よく知らないまま決めつけて、悪かったな……）

　漣吾は漣吾なりに、千芳姫を想ってくれていたのだ。

　もちろん千芳は、そんな気持ちに応えようもないのだけれど。

　そう思うと、申し訳なくなって、漣吾を真っ直ぐ見られなくなってしまう。千芳は彼女の肩に顎をのせた。

「漣吾殿は親切だな。たった一度しか会ったことのないお姫様を、そんなふうに思うなんて」

「千寿丸だって一目会えば分かる。本当に綺麗で、守りたくなるような方なんだ」

「顔なんか覚えてないって言ってたじゃないか」

「うるさい。この無ぶ粋すい者ものっ！」

　漣吾は千芳の背中をぽかりと叩いた。少しは元気を取り戻してくれたようだ。

（それにしても……）

　千芳は男同士の結婚なんて御ご免めんだと思っていたのに。

　もしも蓬砂城から逃げ出せないまま、漣吾を婿にすると決めていたら。

（……女の婿君を迎えるって未来もあったんだな……）

　そう思うと、千芳は不思議な心地がしたのだった。
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　冬興はみっつの死体を見下ろしていた。

　広間に現れたのは、侍女の言う通り、夜盗のような風体の男たち三人だった。彼らは冬興から希望通りの金を受け取ると、信じられないことを告げてきた。

　──お姫様は、津広にいますぜ。

　──浜辺で、見るからにボンボンって感じの若君と一緒で。

　──そりゃもう仲なか睦むつまじい様子でしたな。へへへ……。逢あい引びきのお邪魔をしちまったらしくて、お姫様はたいそうお怒りで。こっちはあやうく切り殺されかけましたからねぇ。さすが、鬼嶋しま井いの孫姫様だ。

　──あれが白百合姫様だと知ってたら、すぐお城まで連れて行きましたけどねえ……。そしたら金きん子すどころか、領地だって賜たまわれそうだもんな。

「逢引だと？」

　千芳に人を切り殺す技ぎ量りようがあるとは思えなかったが、そんなことよりも、津広をうろうろしている若君といえば、ひとりしかいない。

「漣吾殿と姫が……津広に……一緒にいるというのか？」

　そうと理解した瞬間、冬興は刀を抜いていた。目の前の男をためらいなく斬きり捨すてた。

　そんな──そんな事実は、認められない。そんなことを吹ふい聴ちようする愚おろか者ものたちは始し末まつしておかねばならない。こんなこと、他の誰にも知られてはならない。

「ヒイッ！」

　男の仲間が悲鳴をあげて逃げ惑う。冬興は表情も変えず彼らを追い、背中を袈け裟さ懸がけに斬り、心臓を一突きにしてやった。

　幸いにして、というべきか……冬興は人殺しに慣れている。

　十二歳の時から戦いくさ場ばに出ているのだ。

　そして、その初陣は常とこ鳴なりとの戦であった。千芳の母親の嫁ぎ先を攻め滅ぼした戦だ。

　冬興はそこで、生まれて初めての戦功を挙げた。

　常鳴城から逃げ出し、常鳴山のふもとに隠れ潜ひそんでいた嫡男、千寿丸を見つけ出したのである。冬興のおかげで常鳴の血筋を根ね絶だやしにできたと、竜蔵はたいそうご満まん悦えつだった。しかし。

『どうして見逃してくれなかったの!?　まだほんの赤ん坊だったのに！』

　戦の後。美しい面おもてを歪めた華菜に、涙ながら責めたてられた時のことを、冬興は何年経たっても、昨日のことのように思い出すことができた。

（華菜様のあの表情……二度と私に笑いかけたりはしてくださらないと、思い知らされた）

　千芳もきっと、母親からよくよく言い含ふくめられていたのだ。

　だから千芳は文ふみの返事も寄越さず、挙あげ句く、漣吾の元へ駆け込んだらしい。

（私は姫をお慕したいし、華菜様や千寿丸君の分まで幸せにしたいと思っていた。小童の漣吾など物心もついていなかった頃から、ずっとずっと、姫を大切に思っていたのに！）

　夢とも現うつつとも判はんじかねていた、千芳の寝所へ忍しのび込んだ時のことも、今なら夢なんかではなかったと確信できる。千芳ははっきりと、冬興を嫌いやがっていたではないか。

　あの時背後から冬興の頭を打ったのは、漣吾だったのかもしれない。

（そうだ。漣吾だって……私を密かにあざ笑っていたのだな……）

　自ら千芳を匿かくまっておきながら、無垢な顔を装よそおって、心配だ心配だと騒ぎ立てていた。とんだ役者ではないか。

（私を虚こ仮けにした後で、悠ゆう々ゆうと姫を連れ帰る算段でもしているのか？　そうすれば、御館様はさぞ有あり難がたがって、褒ほう美びとばかり、漣吾に後こう継けい者しやの座を明け渡すだろうな）

　そんなことは、けして許されないことだ。阻そ止ししなければ。

（私を受け入れない姫など、二度と、帰ってこなくていい）

　血濡れた刀で空気をなぎ払う。血の金かな臭くささは広間一面に広がっていた。

（殺してやる……）

　けれど、この屈辱を晴らすには、相手の命をただ絶たつだけでは足りない。そんな単純で粗暴な振る舞いはしてやらない。

（私こそが、蓬砂の主にふさわしいのだ。御館様の跡を継いで……漣吾から津広を取り上げ、十分みじめな思いを味あわせてやってから、なぶり殺してやる）

　冬興はもう、足元の死体には目もくれず歩き出し、広間を出た。

　廊下でさっきの侍女とすれ違う。冬興は残念そうな笑みを浮かべた。

「あれは千芳様の失踪を利用して、金をせしめようとした小悪党だった。二度とあんな人間が御館様に近づかないよう、始末しておいた」

　まるで大したことではない、という口調で告げる。

「……ああ、そのせいで広間が汚れてしまったな」

　そちらの方が、よほど困ったことのような口ぶりだった。
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「はっくしょおんっ！　へぶしっ！」

　日の出直後の、清すが々すがしい白光を切り裂さく盛せい大だいなくしゃみ。千芳は隣の漣吾をにらんだ。

「ちょっと……せめて口元くらい押さえてくれよ」

「悪い。手た綱づなから手が離せなかった」

　漣吾は鼻をすすり、馬に揺られながら答える。

　二人を含む行列はゆっくりと進んでいた。捜索隊は夜明けとともに漁村を出発し、海岸線に沿そって次の村へと北上している最中だ。

「──お風か邪ぜですか。慣れない屋敷に泊とまって疲れが出たのでは……」

　義之助が声をかけてきた。彼も馬に乗り、漣吾のすぐ後ろに控えている。

「そういう訳じゃない。これくらいで疲れてなんかいられないだろ」

「では昨夜は、お疲れだったから村長の娘を追い返した訳ではないのですね？」

　本当はこちらが本ほん音ねだろう。うっすらとした憤いきどおりのような気配も感じる。

　対する漣吾の声も低い。

「やっぱり義之助の差し金だったんだな。余計なことするなよ」

　千芳は肩を強こわばらせ、二人のやりとりに耳をそばだてた。昨夜の漣吾の様子を思い出すと気が気でなく、妙な使し命めい感かんにかられてしまう。

（いざとなったら、俺が義之助に言ってやらなくちゃ）

　義之助の返事はすらすらとよどみなく、嫌いや味みなほどだった。

「千芳姫様の婿がねとして身を慎つつしむのも結構ですが、この際、村の娘に手をつけたところで、御館様もお咎とがめにはならないでしょう。僭越ながら、若殿様の御おん歳としで側そば女めのひとりもいないというのは、家か臣しんとして気がかりな……」

「そんなことお前に指さし図ずされたくない！」

　漣吾は身をひねって振り返り、義之助をきつく見み据すえた。

「今までそんなこと、言わなかったじゃないか。オレの意思を尊そん重ちようしてくれてると思ってたのに」

「それは……」

「とにかく、今度また女を寄越してきたら、ただじゃおかないぞ！」

　漣吾はぷいと義之助に背を向ける。

（……俺が出る幕なんてなかったな）

　唇を奪われたと泣きじゃくる漣吾と、父親ほども歳の離れた男を一いつ喝かつする漣吾。

　その落らく差さに戸と惑まどいつつも感かん嘆たんする。

　そしてこれは、義之助だって知らない秘密なのだと思うと、妙な優ゆう越えつ感かんさえ覚えてしまう。まるで、母親や侍女に隠れて食べるお菓か子しのようだ。

「ふぁ──……っくしょん」

　漣吾が今度は空気が漏もれたようなくしゃみをした。そのままうつむき、顔をあげない。

「どうしたんだ。大丈夫か？」

　よく見ると、漣吾の頰が火ほ照てって赤いことに気づく。呼吸は浅く、肩で息をしていた。義之助を叱しかりつけた興奮のせいだけとは思えない様子だった。

「おい……もしかして熱があるのか？」

　漣吾はとろんとした目で千芳を見た。

「馬鹿なこと言うな。有羽家の当主が……熱なんか出す訳ないだろ……」

「馬鹿なこと言ってるのは漣吾殿の方だよ。当主だって熱くらい出す」

　いや、やっぱり馬鹿は自分の方か──一番そばで見ていたのに、漣吾の変調にちっとも気づいていなかった。

「大丈夫だって。海に飛び込んでから、少し寒気がしてただけで……今はもう温かいから」

「昨日から我が慢まんしてたのか！　列を止めよう。一度、落ち着いて休んだ方がいい」

「何言ってんだよ。早く姫様を見つけないと。休んでる暇ひまなんか──あ、天てん守しゆが見えた」

「天守なんかこっちからは見えな……うわっ!?」

　漣吾がぐうらりと上半身を傾がせていた。焦しよう点てんの合わない熱っぽい目で空を仰あおいでいる。

「危ないっ……！」

　千芳は慌てて手を伸ばした。漣吾の二の腕をつかむが、茹ゆでたこんにゃくのようにぐにゃぐにゃしていて支えきれない。ようやく周囲の人間も異い変へんに気づきだした。

「うわぁっ」

「若殿様ぁぁぁっ!?」

　叫び声はもしかしたら、津広城の天守まで届いたかもしれない。
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　ゆらゆら、ゆらゆら。

　真っ暗な視界の中、身体が揺れて、頰にあたる空気がぐんぐん後ろに流されていく──自分が前に進んでいるのが分かった。そのくせ、草ぞう履りのつま先はぶらりと宙ちゆうに浮いていて、地面の硬かたい感触を得ることはない。

（船だ）

　漣吾は眼を閉じたまま、とっさにそう思った。

　有羽家には水軍がある。漣吾はまだ戦に出たことはないけれど、船には何度か乗ったことがあった。舳へ先さきに腰かけ、足を海へと投げ出して、白しら波なみを切る船の動きを全身で感じた気持ちよさは忘れられない。

　だから唐突に、ぐらり、と身体が傾いでも驚かなかった。海は時とき折おり荒れて、船を揺さぶるものだ。

「見ておれぬ。やはり私がお運びしよう」

「いい！　大丈夫、俺が運ぶから、義之助殿は手を出すな！」

　慌てた声と同時に、漣吾の背中と膝裏を支えていた手に、ぐっと力がこめられた。耳元で、自分以外の人間の、少し荒れた呼こ吸きゆう音おんが聞こえてくる。

　まるで、誰かに抱きあげられているような。

（……あれ？）

　漣吾は薄く眼を開いた。本当は、ぱっちりと眼を開けて、周囲の状況を見渡したつもりだった。でも、頭の中が熱ねつ湯とう入りの水袋にでもなってしまったみたいで、意識も身体も重たくて、うまく動かない。

　狭せまい視界に映る景色さえ、お湯を通して見ているようににじんでぼやけている。

　間近に迫るのは、控ひかえめに突き出た喉のど仏ぼとけ。更さらに上へと視線をやると、形の良い顎あご先さき、熟うれた果実のような唇、すっと通った鼻筋が見える。

「漣吾殿？　気づいたのか？」

　こちらを覗き込んでくる、心配そうな瞳。男にしておくには勿体ないような、美しく優しげな目だった。

（……千寿丸だ）

　どうやら自分は、千寿丸に抱きかかえられて運ばれている最中らしい。どうしてそんなことになったのか、さっぱり思い出せない。

（軟弱者のくせに、結構力持ちだよな）

　いや、時折ぐらぐらと揺れているのは、漣吾の重みを支えきれていないせいか。

（でも、千寿丸なら、いいや）

　頭が重くて、ぼんやりとした思考回路では、難しいことが考えられない。ただ、その結論は、漣吾にとってしっくりくるものだった。

　だって千寿丸は、漣吾を守ってくれた人だ。海でおぼれるようにもがいていた漣吾を引っ張り上げてくれた。夜、助けを求めたら飛び込んできてくれた。不ふ覚かくにも涙ぐんでしまえば、慰めてくれさえしたのだ。

（オレの方が、本当は何倍も強いんだけどな……）

　それでも千寿丸を頼りに思う。そんな気持ちが漣吾の中に芽め生ばえていた。

　──……大丈夫か？

　昨日の夜の、あの小さくささやかれた声が、漣吾に虚きよ勢せいを張らせることを忘れさせた。千寿丸の態度が柔らかすぎて、漣吾が踏ん張ろうとしても足元からとろりと溶けてしまうのだ。

（そんなの女々しいって思うけど……すごく、ほっとしたんだ……）

　ただでさえ動かない身体から、更に力が抜けていって、千寿丸に全身を預けようとする。この安心感は、幼い頃、父親や義之助に抱かれた時と近かった。でも、同じではない。あの頃の自分は本当にちっぽけで、大人の腕の中で浮いているようだった。例えるなら、ざるにあげられた魚状態である。

「千寿丸は……柔らかいのに、枡ますの中みたいだな」

「漣吾殿？」

「隙間がないんだ……」

　千寿丸は、しっかりと漣吾を抱え込んでくれる。枡のように隙間なく、漣吾をこぼしたりなんかしない。その四角い入れ物の中で、漣吾はゆらゆらと揺れていればいい。なんの心配もない。

　漣吾は口元が自然にゆるむのを感じた。

「オレは、水だ。や……なんか熱いから……お湯かな」

「まずい。うわごと言いだしてる。早く城に戻らないと……！」

　千寿丸が慌てている。しかしそれは、漣吾にとって遠くの出来事のようだった。

　漣吾は再び目を閉じると、無意識のうちに、千寿丸の胸元へと頰を寄せていた。
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　漣吾が倒れたという報せは、冬興の元にも届いていた。夜盗を始末した後すぐに津広へ向かわせた子こ飼がいの間かん者じやが、ほとんどとんぼ返りで伝えに来たのだ。

　美び貌ぼうの小姓が甲か斐い甲が斐いしく看かん病びようしているらしい、というどうでもいい情報まで持ってきたが、肝心の姫の姿は見つからなかったという。それはともかくとして──。

（ここにきて病とは笑わせる。姫を盗んだ天てん罰ばつだ！）

　天は冬興に、十分な時間を与えてくれたのだ。漣吾を出し抜き、蓬砂の主になるための時間を。

　冬興はさっそく、漣吾以外の五家当主を集め、竜蔵に報告した。ほくそ笑むのを堪こらえ、痛ましげな表情をこしらえるのに苦労する。

「漣吾殿はきっと、姫の捜索に根こんを詰めすぎて倒れられたのでしょう。御館様、恐おそれながら……そろそろ、捜索に区切りをつけねばならないのではないでしょうか」

　思い切って進言すると、竜蔵の眼がん光こうがぎろりと鋭するどくなった。しかしその瞼は厚ぼったく、数日前の苛か烈れつさとは比べものにならない。竜蔵も疲れているのだ。

「千芳を諦めろと申すのか？」

「私も辛つらいです。しかしこのままでは、漣吾殿だけではなく、家臣や、民たみ百ひやく姓しようにも悪あく影えい響きようが出かねません。いずれ、他国にも異変を気け取どられましょう」

　そう言いつつさりげなく、左右に座る横内と柴坂に目配せした。二人は心得たように口を開く。

「いずれどころか、隣国では既に兵ひよう糧ろうを集め、戦支度を始めているという噂もあります。千芳様の件で我々が浮き足立っていることを見抜かれたのかもしれません」

「り、隣国は、去年、わ、我々が戦で、土地を奪うばっております！　ほほ、報ほう復ふくの絶ぜつ好こうの機会を与えることになってしまいます！」

　あらかじめ根回ししておいたおかげで、彼らはすっかり、冬興の側についていた。

　他国との戦まで言い立てられると、竜蔵もさすがに一喝して退しりぞけることができない。

「うむむ……」

　あごひげを撫で、目をしょぼつかせる姿は、ただの老人のようだった。

（あとひと押しだ）

　これだけ捜し回って、手がかりさえ見つからないのだ。戦場で敵の戦術を読みきり、勝利を重ねてきた竜蔵ならば、もう、最悪の可能性について考えていない訳がない。

（御館様は、昔にも一度、国のために孫を斬って捨てたお方だ……）

　──姫と国。どちらを優先させるかなんて、問うまでもないことだ。

「どうぞ、ご決断を」

　冬興たちがそろって頭を下げると、竜蔵がため息をつく気配がした。

「そうじゃなあ……そろそろ潮しお時どきなのかもしれんのう。のう、小山田」

　竜蔵は、冬興たちから少し距きよ離りを取って端たん座ざしている側そつ近きんに声をかけた。

「わしらはもう、若い者どもに後を任せて、退しりぞく時が来たのかもしれんぞ」

「と、仰おつしやると……？」

「隠いん居きよじゃ。お前も付き合え。ついでに出しゆつ家けでもして、華菜の菩ぼ提だいを弔とむらうとするか」

　冬興は平伏して床をにらんだ姿勢のまま、ぐっと息を吞んだ。背中に力が入って強こわばる。

（天の思おぼし召めしだ……私にはまさに天命が下っているのだ！）

　本当は、冬興の方から隠居を勧すすめるつもりだったのだ。そして、千芳の婿とはいかなくなったが、自分を養子として跡取りに据すえるよう、横内や柴坂にも助力を頼んでいた。

　その機会が、竜蔵自身からもたらされたのである。

「しかし、後を任せるといっても、誰に……？」

　小山田の戸惑った声が聞こえてくる。

（私だ！　私に任せると言え！　私以外の誰が、御館様の跡を継げるというのだ！）

　耳が痛くなるような沈ちん黙もくの後、竜蔵はぽつりと言った。

「後はすべて冬興に任せる」

「──ははっ！　身しん命めいを賭として、御館様の築き上げた蓬砂をお守り致します！」

　冬興は床につけた額を、更に強く押しつけた。そうしていなければ、口元が大きくゆるみ、目がらんらんと輝いているのを隠しきれなかっただろう。

（やったぞ。これで私が、蓬砂の主だ……！）

　そんな家臣の姿を、竜蔵は大した感かん慨がいもなさそうに見下ろしている。

「……結局、わしが最後に見た千芳は、金平糖を旨うまそうに食う姿だったのだのう。もう一度、あの顔を見たかったものだが……」
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　開け放たれた障子戸から心地いい風が吹いてきて、漣吾は目を覚さました。

　外は真まつ昼ぴる間ま。真っ先に頭に浮かんだのは、寝坊、という文字だった。

「稽古！」

　飛び起きて、ふらりとよろめいたのを、横から伸びてきた手に支えられる。

「……稽古どころじゃないだろ」

　あちこちに包帯を巻いた指先から、手首を辿って見上げていくと、千寿丸の困った顔にぶつかる。今までさんざん、怒ど鳴なったり木刀で打ち据えたりしてきて、彼の情けない顔はたくさん見てきたけれど、こんな表情は初めて見た。

　何か、自分がとんでもないことをしでかしてしまった気がした。彼が大事にしていた鏡を割ってしまったとか、そういう類たぐいのことだ。

「オレ、どうしたんだっけ……」

「倒れたんだよ。熱がひどかったんだ。もう下がったかな？」

　母親が子どもにするように額を撫でられ、漣吾は頰が火ほ照てるのを感じた。

「それより、千芳姫様の捜索は!?」

　慌てて千寿丸の手をむしり取り、話題を変えた。頰が赤いのを指し摘てきされたらどうしようかと思ったけれど、千寿丸は呆れたように肩を落とすだけだった。

「捜索は、義之助殿が続けてる。そろそろ領内を回り終えて戻ってくるんじゃないかな」

　ということは、漣吾は結構な日数寝込んでいたということだ。

（千芳姫様を守りたい、早く見つけて差し上げないとなんて言ってて、このザマ……）

　情けなさに涙が出そうだった。でも、ここで泣いたりしたら、ますます情けなくなる。

　漣吾が眉間に力をこめて感情を抑えていると、千寿丸が優しく声をかけてきた。

「汗、かいたんじゃないか？　着替えるだろ？」

　いたわり深い声に逆らうことは難しい。漣吾はこくんと頷き、寝間着の帯を解ほどきにかかる。途端に、悲鳴じみた声があがった。

「うわあああっ、何やってるんだよ!?」

「何って、着替え……」

　たった今かけてくれた、優しい声はなんだったのだ。

　漣吾が首を傾げていると、千寿丸は身体ごとそっぽを向いた。その耳のふちは湯気でも噴きそうに赤くなっている。

「せめて俺が出て行くのを待て！」

　漣吾の態度に、千寿丸はむっとしたようだった。頑かたくなにこちらを見ようとはしないまま、いらだちを叫ぶ。

「俺には女人の着替えを見て喜ぶ助平な趣しゆ味みはない！」

「にょにんって……大げさな」

　漣吾は呆れた。

「そりゃまあ、オレの着替えなんて見ても楽しくはないと思うけど……」

「そうじゃなくて！」

　千寿丸はこらえきれなくなったように、がばっと漣吾を振り返った。その勢いから一転、そそくさと漣吾が解いた帯を結び直し、さりげなく襟元の乱れまで直していく。

「慎みってものが、あるだろ。そもそも、漣吾殿は無む防ぼう備びすぎるんだ。海でもそうだった。もう少し、身の回りに注意して、見てるこっちの気にもなってくれよ……」

　ぼそぼそと口の中で言葉を転がしている。そのくせ、漣吾を非難する気配だけはたっぷりと伝わってくる。

　千寿丸の不機嫌が伝でん染せんしたように、漣吾は下唇を突き出した。

（千寿丸が言いたいことは分かったけど）

　でも、納得はできない。

　漣吾は男らしくあるのに必死で、女の慎みなんてものにこだわっている暇ひまはないのだ。けれど、そんなことを白状するのは悔しくて、わざとぶっきらぼうに答えた。

「注意なんて、別に。姉上と違ってオレは女っぽくないし、必要ない」

「何言ってるんだよ！」

　千寿丸は信じられない、というように目を剝いた。

「なんのために俺が、城まで抱えて戻ってきたと思ってるんだ。漣吾殿がふわふわで柔らかいから──触ったら一発で女だとばれると思ったから……！」

「え？」

　漣吾はぱちくりと瞬きをして、千寿丸を見た。

　千寿丸自身も、自分の口から飛び出た発言に驚いているらしい。顔を真っ赤にして、両手で口元を覆っている。

「いや、違っ……違わないけど！　だから、その、い、いやらしい意味じゃないのよ!?　太ってるとか、ぜい肉って意味でもないわよ!?　なんかこう……とにかくふわってしてて、ああ漣吾殿は女子なんだって思っちゃったのよ……！　あんなの他の奴に触らせられないでしょお!?」

　おろおろして、上半身をぶんぶんと左右に振り回し始める。完全に混こん乱らん状態だ。

　彼は時折、こんな喋り方をする。漣吾にはその原げん因いんは謎だった。

　そして今の問題はそこではなくて。

「……」

　漣吾は黙だまり込んだ。

　別に、千寿丸が下げ衆すな考えを持っていると思った訳じゃない──ただ、ものすごく恥ずかしかったのだ。彼の目の前で、なんの頓とん着ちやくもなく着替えを済まそうとしていた、ついさっきの自分が信じられなくなる。

（オレって、女子だったんだ……）

　そんなこと、生まれた時から分かりきっていて、それがずっと悔しかったのに。漣吾は初めて、心からその意味を知ったような気がした。千寿丸に教えられてしまったのだ。

（こ、こんなの駄だ目めだ。男らしくない……オレらしくないのに！）

　思えば、千寿丸の前ではこんなことばかりだった。頼ったり、泣いたり、抱きかかえられたり、まるきり女子がするようなことだらけではないか。

（あ、う……な、なんでだろう……どうしてこんな……）

　漣吾は落ち着かないまま、千寿丸を見ることもできずに、無理やり言葉をひねり出した。

「分かった。これからは……気をつけるよ。慎む……」

　身体が熱いのは、発熱がぶり返したからだと思いたかった。
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　数日後。

　漣吾の寝所で、千芳はごくりと空から唾つばを飲み込んでいた。

　紅こう梅ばい、梔くち子なし、藤紫、瑠る璃りに常盤ときわ──色とりどりの着物が、床や夜具の上に隙間なく広げられている。まるで色しき彩さいの海だ。眺めているだけで、自然とうっとりしてしまう。

　竜蔵にあれこれと見立てられて、一日三度着替えても追いつかないほどの衣装持ちだった千芳である。繊細な刺し繡しゆうや裾すそを引きずる打掛の重みが、懐かしく眩まばゆく映る。

（……って、姫に戻りたい訳じゃない！　絶対そうじゃないんだけど！）

　誰に向けたものでもない言い訳を心で叫んだ。

「目がちかちかする」

　部屋の中央では、漣吾が大海に浮かんだ小舟のように、ちょこんと座っていた。自分の寝所だというのに、ずいぶん居心地が悪そうだ。

「オレ、病やみ上がりなんだよ？　姉上の着き道どう楽らくに付き合ってる場合じゃない」

「そうねぇ。でももうお熱も下がってよかったわ。ほらほら、身体を冷やさないようにね」

　瑠衣は漣吾の肩に綿わた入いりの厚い夜着をかけ、ふうっとため息をついた。

「放っておいたら、どこに行くか分からないんだから」

「千芳姫様の捜索だ！」

「それは義之助に任せてあるでしょう。捜索はとっくに終えて、白百合姫は見つからず。昨日、蓬砂城へ報告に行くって言っていたでしょ」

　瑠衣は人差し指でツン、と漣吾の額を突いた。

「何度もそう言ってるのに、目を離すと脱け出そうとするから、こうしてあたくしがつきっきりで見張っているのです」

　漣吾は悔しそうに着物に埋うもれた床を見渡し、再びげっそりとした。

「だからって、これじゃおちおち休めない」

「あら。お城を脱け出す元気があるなら、着物を眺めたり、ちょっと羽は織おってみるくらい、赤子の手をひねるようなものですわ」

　瑠衣は打掛を漣吾にあてがい始める。

「いつもは逃げられちゃいますけど、ほどよく弱った今こそ狙い目ということですわね」

　さらりと非ひ道どうなことを言われ、漣吾はぐうの音ねも出ないようだった。

　瑠衣が次々と漣吾に打掛を合わせていくのを見て、密かに欲よく望ぼうに耐たえていた千芳も、とうとう堪えきれなくなった。

「……漣吾殿にはやっぱり黄色だ。山やま吹ぶきか、藤黄、きりっとした色が映はえる」

　一言口を挟はさめば、もう止まらない。──着飾ることに興味はないつもりだったけど、あれこれ着物を選ぶ楽しみは、ばっちり身に染しみついていたらしい。

　瑠衣とあれこれ言い合っていると、とうとう、漣吾がぷるぷると震えだした。

「千寿丸、お前、誰の味み方かたなんだよ……！」

「いや、だって、つい」

　千芳はあさっての方向を見やる。逸らした視線の先に欲しかった色を見つけ、千芳は懲こりずにそれを引っ張り上げた。そのまま漣吾の背後に回り、彼女の肩に打掛をかける。

「ほ、ほらっ、黄き朽くち葉は！　色味は渋しぶいけど白線の流水模様が映えてて綺麗だろ!?」

「あら。本当だわ。漣吾ちゃん、似合っててよ！」

　瑠衣がパチパチと拍はく手しゆつきで賞しよう賛さんの声をあげたが、そんなことで漣吾の機嫌が治るはずもなかった。不機嫌顔で首をねじり、千芳をにらみ上げる。

「なに見立ててくれてるんだよ。だいたい、刀の握り方はろくに知らなかったくせに、こんなことだけ……。千寿丸、まさかお前」

　漣吾の目に疑いの色が浮かぶ。瑠衣までがハッと息を吞んでいた。

「まさか千寿丸、あなた……」

「……だから、あんなにキャアキャアと悲鳴ばっかりあげて……」

「身づくろいにも、やけに時間をかけると話してましたものね」

　姉妹は心こころ得えたように頷き合い、無言のまま意思疎そ通つうする。

　その反応に、今度は千芳がぎょっとする番だった。

（え……まさか、ばれた!?）

　男ながらに、姫のふりをしていたことが──。
















　思わず襖戸に視線を走らせ、逃げ道を確かく認にんする。足元の打掛を踏みつけて力むと、じりっと衣きぬ擦ずれの音がした。緊張感を漂ただよわせたまま、瑠衣がぽってりとした口を開く。

「千寿丸は……オカマさんだったの？」

　千芳は打掛に足を滑らせ、すってんと前のめりに転んだ。顔がん面めんをしたたか打ちつける。しかし痛みは感じなかった。それどころじゃない。

「オッカマァ!?」

「納得ですわ。大丈夫よ！　そんなことで馬鹿にしたりしませんわ！」

「オレだって……理解はしがたいが……。千寿丸を馬鹿にしたりなんかしない」

　漣吾は腕を組み、複雑そうな顔でそう言った。

「違ぁう！」

　千芳はこちらに伸びてきた瑠衣の手を振り払った。二人はうろんげな顔でこちらを見る。だったらなんなのよ、という顔だ。

　いっそ、そうだと認めてしまった方が、本当の正体がばれるよりマシなのだろうか……。

（でも……オカマ……）

　地味に傷つく誤解だった。

「いいんだ。無理に否ひ定ていするな。それに、今の千寿丸は武ぶ芸げいの稽古も頑がん張ばってるじゃないか。ただのオカマじゃなくて、男らしい、立派なオカマだぞ」

　漣吾が黄朽葉の打掛を羽織ったまま、千芳に向き直って言った。顔は極きわめて真剣である。

　男らしいオカマとは一体……。

「せっかく男に生まれたのに、わざわざ女の真ま似ねしたがるなんて、オレには贅ぜい沢たくの極きわみだけど。でも、そういうこともきっとあるんだろ。落ち込むなよ。ほら、オレに似合う打掛を見立ててくれよ。なんだったら千寿丸も着てみるか？　化け粧しようもするか？」

　漣吾が熱心に言い募れば募るほど、千芳にはもうどうやって事態を収しゆう拾しゆうすればいいのか分からなくなった。認めれば心の中の大切なものを失う気がしたし、否定しても自分を窮きゆう地ちに追い込むような気がする。

（う、ううう……）

　千芳がうなっていると、廊下に面めんした襖がすらりと開いて、義之助が姿を現した。

「若殿様、失礼します──」

「あっ、ちょっと待っ……」

　漣吾が慌てて打掛を脱ぎ捨てようとしたが、間に合わない。義之助は既に、漣吾の姿に目を丸くしていた。

「……お取り込み中でしたか。にぎやかなお声がしたので、お休みではないと思ったものですから……その、不ぶ調ちよう法ほうで申し訳ありませんでした」

「待ってくれ。これには訳が」

「若殿様にそのような趣味がおありとは、存ぞんじませんでした」

　義之助は眉をぴくりとも動かさず、襖を開いた時と同じようにすうっと閉じた。

　漣吾が顔を青ざめさせ、脱ぬいだ打掛を胸にかき抱いだく。

「ばれた……!?　オレが女だってばれちゃったのか!?」

「まさか。ふざけてただけにしか見えっこないわ」

　瑠衣がおろおろと漣吾の肩を抱く。千芳も必死に励はげました。

「ていうか、漣吾殿に女じよ装そう趣味があるって思っただけだよきっと！」

「それならいいじゃない！　オカマさんなのは恥ずかしいことじゃないわ！　ねっ、千寿丸！　言っておやりなさい！」

「いや、だから俺は」

「オレはオカマじゃない……」

「あっ、そうですわね。女子が殿との方がたの真ま似ねをするのは、もっと違う言葉を使うわよね。えっと……なんて言うのかしら？」

　急きゆう勾こう配ばいの崖がけを転げ落ちるように問題がずれていた。

「お……俺が事情を話してくる。ふざけてて、俺が無理やり着せただけだって」

　千芳は慌あわただしく腰をあげた。まさか打掛一枚で、漣吾の正体を悟られたとは思えないけれど、このまま放っておく訳にもいかないだろう。──漣吾の男としての名誉のためにも。





[image: ]






「……すべてお前のせいなんだろう。お前が現れてから、何もかもおかしくなったのだ」

　冷え冷えとして、刺さすような声音だった。

　千芳が廊下の途中で声をかけたら、義之助は振り向きざまにそう吐はき捨てたのだ。千芳は戸惑う。

「俺のせいって……」

「今までこんなことはなかったのに。瑠衣様はまだしも、なよなよした小姓まで引き込んでのお着物遊びとは。とんだお戯たわむれだ。もはや有羽家もこれまでだな」

「なんてこと言うんだ！」

　千芳は愕がく然ぜんとするのと同時に、怒りで頰に朱しゆが走るのが分かった。

　自分が馬鹿にされるのは仕方がない。でも、それと有羽家の行く末になんの関係があるというのか。漣吾の堂々とした城主ぶりを証明しているのは、漣吾に従う義之助自身のはずだ。

　しかし義之助は、千芳の反応など毛ほども意に介かいさず、溜たまった鬱うつ憤ぷんをぶちまけていく。

「初陣もまだ、側女もいない……そんな殿であっても、我々は若殿様が大人になるまで待とうとお支えしてきたのだ！　それが此こ度たびは、どこの馬の骨とも知れぬ軟弱男をご寵ちよう愛あいときた。小姓ならば、私の息子をと何度も申し上げていたのに……。これで家が傾かぬと思うのはよほどののんき者だけであろうが」

「俺が軟弱なのと漣吾殿は関係ないだろ!?」

　義之助は千芳の抗こう議ぎを嘲あざけって笑う。

「弓も刀もできる私の息子を頑なに拒きよ否ひし、わざわざ軟弱な男を重ちよう用ようするのは、ご自分より劣おとる人間をそばに置いて、引き立て役にでもしたつもりかもしれん」

「ふざけんな！」

　千芳は怒りに任せて義之助の肩口を突き飛ばした。

「漣吾殿がそんな弱気で姑こ息そくなこと考える訳ないでしょ！　あなた本当に漣吾殿に長年仕つかえてきた人間なの？　漣吾殿は頑張ってる！　そんなことにも気づかないで馬鹿にするなんて、家臣のすること!?　漣吾殿は、本当は……」

　──女子なのに。

　千芳が口ごもったのを見て、義之助はフンと鼻を鳴らした。千芳が突き飛ばした肩口あたりを、埃ほこりでも払うようにしてから、女々しい喋り方をしおってと毒づく。

「私はついさっき、蓬砂城から戻ってきたところだ。蓬砂城では既に柳ヶ瀬殿が──」

「柳ヶ瀬殿がどうしたって？」

　途端に、義之助は息を詰まらせたように苦しげな顔になる。千芳の追つい及きゆうには答えようともしない。

「やはり、これは良い機会なのかもしれんな……。迷う私に、若殿様があのような振る舞いで決意を促したと考えれば、いっそ……」

「なんの話をしてるんだ？」

　千芳は眉をひそめた。もっときちんと問い詰めたいのに、千寿丸が蓬砂城を気にかけるのは不自然な気がして強く出られない。これが蓬砂城を脱け出すということ、千芳姫の立場を捨てたということなのだろう。

　義之助はふっと背を向けてしまい、もう小姓の相手なんてしていられないとばかりに歩き始めてしまう。

「なんだよ……！」

　憤りをどこにやればいいのか分からず、千芳は床を蹴った。蓬砂城のことが気にかかる、じじ様やお須免はどうしているのだろう。

　やるせなく踵を返し、来た道を引き返そうとしてぎょっとなる。

　曲がり角の壁かべに沿って隠れるように、漣吾がしゃがみ込んでいたのだ。紺こんの地味な羽は織おりを着込んでいた。

「れ……漣吾殿」

　──聞いていたのか。

　漣吾は千芳を見上げると、寂しげに口の端を歪めた。

「嫌な思いさせて、悪かったな。義之助も悪い奴じゃないんだぞ……あいつの息子を使ってやらないでいたのは、やっぱりまずかったな」

　やはり千芳たちのやりとりを聞いていたらしい。それにしたって──。

（どうして義之助殿をかばうんだ）

　気に入らなかった。千芳の知っている漣吾は、自分が馬鹿にされたって、誰が相手でもどんな場所でも、凜としていようとする人だったのに。今はすっかり萎しおれてしまっている。

「らしくないんじゃないか？　いつもの漣吾殿だったら、あんなこと言われて黙ってられるはずないくせに」

「口くち惜おしいけど」

　漣吾は羽織の裾を握り、視線を落とした。まつげが頰に濃こい影を作る。

「全部、オレの実力不足のせいだ。オレが立派な当主だったら、義之助だってあんな風に言わなかった」

「そんなの納得いかない！　漣吾殿が男に劣ってる訳ない！　俺のせいで変な噂が立って、貶おとしめられてるだけだ」

　そんなこと、千芳には許せなかった。

「やっぱり俺、もう津広を出てくよ。これ以上迷めい惑わくかけられない」

　しかし、漣吾はゆるゆると首を振った。

「オレとやりあえるようになるまではここにいろって言っただろ。まだ、全然じゃないか」

「そうだけど……」

　自分が不ふ甲が斐いなくて、千芳はうつむいた。漣吾の小さな手が視界に入る。

　剣術を始めたばかりの千芳とは比べものにならない、潰れた肉刺や剣だこだらけの手だ。それはそのまま、漣吾の実力と努力を示している。

　女だから無理だなんて、思って欲しくない。積み重ねてきた鍛たん練れんを、取るに足らないことのように言って欲しくない。自分を誇ほこって、胸を張っていて欲しい。

「……漣吾殿以上に有羽家を守れる人なんていないに決まってる」

　漣吾は顔をもたげて千芳を見た。その目が優しく細められる。まるで、極ごく上じようのマタタビを嗅かいだ猫みたいだった。

「へへ……姉上以外にそんなこと言われたの初めてだ」

「感心している場合じゃない」

「嬉しいな。ありがとう」

「お礼言ってる場合でもないわよ！」

　千芳が興奮して身をよじると、漣吾はますます笑みを深めた。

「なんで笑うの!?」

「だから、嬉しいから。……千寿丸はどうしていつも、興奮すると女みたいな喋り方になるんだ？」

「そ、それは……」

　焦あせる千芳に対して、漣吾は、くくく……と笑い声を漏らし始めた。その顔が楽しそうだったので、千芳は弁べん解かいの言葉を引っ込める。こんなことでも笑ってくれるのなら幸いだ。

「励ましてくれたお礼に、いいもの見せてやるよ」

　漣吾は目じりに笑い皺を浮かべて言った。




　津広城の天守は五層からなり、最上階には人が外に出て景色を望のぞめるよう、四方に廻まわり縁えんが設もうけられている。

　その南側の廻縁に、千芳は連れて来られていた。

「すごい」

　海風になぶられる髪もそのままに、感嘆のため息を漏らす。

　目の前に広がるのは津広の海だ。水面みなもに夕日が照り返し、船が海うな原ばらへ向かう姿が見える。高こう欄らんにしがみついて前を真っ直ぐ見ると、そのまま海に吸い込まれてしまいそうだった。

「すごいだろ。有羽家が代々造つくり上げてきた湊だ」

　漣吾は千芳の隣に並び、鼻高々に海路や河か口こうの解説を始めた。その横顔は生き生きとしていて、彼女がどれだけこの湊や海を大切に思っているかが分かった。

「……おい、聞いてるか？」

「あ。うん」

　千芳は素早く前へ向き直った。うっかり、海ではなく漣吾に見入っていた。地平線のかなたまで続く海よりも、漣吾が見せる仕草や表情の方が豊かで、目を離しがたい。

（って、俺、何考えてんだ……!?）

　漣吾がわざわざ連れてきて、見せてくれた景色なのに。

　気合を入れ直して海を眺める。漣吾の解説は続いていた。

「姉上たちはほとんど全員、この湊から嫁に行ったんだ。船の方が、陸を行くより早いし楽だから」

　しかし、そこでふっつりと、言葉が途と切ぎれた。

「……？」

　横目で様子をうかがうと、今度は漣吾の方がこちらをじっと見つめているようだった。

　無言のまま、つつけば音を立てて弾けそうな、張りつめた空気を漂わせ始める。突然のことに千芳は緊張してしまい、ひたすら海を眺めるふりを続けた。

「──姉上たちが嫁に行くのを、少しだけ、うらやましいと思ったことがあるよ」

　再び聞こえてきた声は弱々しく、津広の領主らしからぬものだった。

　千芳は驚いて漣吾を見た。夕日に染まった彼女の顔は、否いや応おうなく、さっきの寂しげな顔を思い出させる。そしてそれは、海に飛び込んだ直後の、心細げな姿をも連想させられる。

「嫁に行きたい……姫君に戻りたいのか？」

　とっさに尋たずねていたものの、千芳は漣吾がそんなことを考えてるとは、露つゆほども思っていなかった。漣吾が有羽家の当主であることは、あまりにもしっくりとしていたからだ。

（……でも、俺だって、蓬砂城を逃げ出してきたんだ）

　姫君として生まれた人間が、姫君らしく。

　若君として生まれた人間が、若君らしく。

　姿や行動を偽ることなく暮らしてみたいと思うのは、きっと自然なことなのだ。

「姫に戻る、か」

　漣吾はくすぐったそうに肩をすくめた。風が吹いて、高く結わえた髪が揺れる。

「ずっと男として生きてきたから、戻るって言うと違い和わ感かんがあるな……。ただ、そんな生き方もあったはずだっていう、憧れみたいなものだよ。オレは、自分が背負ってるものを放り出したいとは思ってない」

　はっきりと言い、たちまち凜とした表情を取り戻す。その変化に、千芳ははっとした。

（まただ）

　弱く見えたと思ったら、すぐに強さを取り戻す。打掛を脱ぎ着するように、漣吾の表情はくるりと変わる。目が離せなくなって、惹ひきつけられる。

「──オレは津広の主だから、津広を離れるような生き方は選ばない。だから代わりに、千寿丸の手助けをしたいと思った」

「俺の？」

「隠れて暮らすのは嫌だ、蓬砂国を出たいって、オレに向かって啖たん呵かを切っただろ。その時の目が真剣だったから、ああ、オレがこいつを助けなきゃって思ったんだよ」

　漣吾は千芳を見上げ、確信に満ちた笑みを浮かべた。

「身元の怪しい人間をそばに置いたら、義之助たちがどう言うか、予想はついてた。それでも助けたいって思ったから、オレが決めたんだ──オレの道どう楽らくだ。オレはまだ、道楽も許されない程度の城主だってことさ」

「漣吾殿……」

「そばにどんな人間を置くのかも、当主の器き量りようのうちだ。だから、オレの評ひよう判ばんなんか気にして、出て行くなんて言うな。少なくとも、オレに一ひと太た刀ち浴びせられるようにならなきゃ、絶対に許さない。分かったか？」

　ぐっと顔を覗き込まれると、漣吾の大きな瞳に映る自分までもが見えそうだった。息を吞み、うろたえる自分の顔だ。

　以前千芳は、漣吾と自分が同じだと思った。でも、大違いだ。千芳には漣吾ほどの矜きよう持じはない。ただただ命が惜おしくて正体を偽っていただけなのだから。城や自分以外の人を守ろうなんて思ったこともない。

　千芳は操あやつられるように首を縦にしていた。彼女の命令は必ず聞かねばと思った。

「分かっ……た」

「よし！」

　途端に、漣吾は両手を頭上にあげて伸びをしだした。憂うれいが消えた、すっきりと、満足げな顔である。

　その表情に、千芳はあっと声をあげた。

「もしかして、その話をするために、嫁いだ姉君たちの話をしてくれたのか？」

　漣吾が千芳に見せたかったもの。

　それは天守から望む広大な海や、そこにまつわる感傷的な思い出話じゃない。

　漣吾がどんな思いで、千芳をそばに置いていたのか──。

「まあな」

　漣吾はなんでもないことのように頷いてから、目め端はしにいたずらっ気を滲ませた。

「オレが花嫁に憧れてるなんて、姉上には絶対教えるなよ！　白しろ無む垢くなんか用意されたらたまらないからな」

　ついさっき、義之助の心ない言葉に落ち込んでいたくせに。

「……漣吾殿は、やっぱり俺より男前だ」

　思ったことをそのままこぼすと、目の奥がじんわりと熱を帯び始めて、千芳は慌てて高欄に額を押しつけた。漣吾の気き遣づかいに驚いたし、嬉しかったし、悔しかった。そして、悔しいと感じるくせに、もっとそう思いたい、彼女のそばにいて、彼女の凜とした性格に触れていたいと思ってしまう。

「どうしよう。一生、勝てる気がしなくなってきた……」

　女の子に敵かなわなくて、それがまるで楽しいことみたいに感じるなんて、自分はどうかしてしまったのではないだろうか。

「何言ってるんだよ」

　きょとんとした声が返ってくる。彼女は自分の振る舞いがどれだけ男前なのか、ちっとも気づいていないようだ。

「勝てないなんて、四の五の言わず稽古に励め！」

　ばん！　と背中を叩かれて、千芳は思わずむせ返った。

「げほっ。そ、そうじゃなくて……」

「オレに勝てなきゃ蓬砂国から出られないんだぞ。それともこのまま居い座すわって、本当にオレの小姓になるか？」

　後半の言葉は笑い含みの冗談めかしたものだった。千芳もつられて笑いかけたけれど、言い足された言葉に頰が強ばってしまう。

「千寿丸の父親に、息子さんをオレにくださいって、話をつけてやろうか。オレが直接──」

「やめろ！」

　とっさに叫んだ声は、発した本人さえ驚くような裂れつ帛ぱくだった。千芳は自分が、こんな大だい音おん声じようで叫べることを初めて知った。漣吾さえ怯えたように一歩後ずさっている。

「あ、ご、ごめん。怒鳴ったりして」

「……オレこそ、悪い。千寿丸の事情を無視してた」

　二人を照らしていた夕日はほとんど海の向こうに沈み、空は紺色がかっている。夕闇に追い立てられるように、漣吾は建物の中へと戻っていった。

「そろそろ下りよう。遅くなると、姉上が心配する」

「……うん」

　千芳はのろのろと漣吾の後ろに続いた。足取りも気持ちも重たかった。日ひ暮ぐれの海は急に温度を下げて、冷たい風を千芳に浴びせ始める。身体の熱を芯しんから奪われる風だ。

（本当に、漣吾殿の小姓になれればよかった）

　そして彼女を守り、支えて、もらった厚こう意いを返していくのだ。そんな一いつ介かいの小姓としての人生は、お城で上等な暮らしをする姫君よりも、何倍も幸せだと思う。打掛も、甘いお菓子も、何もいらない。

（でも……）

　幸せな想像がふわふわと大きく膨らみかければ、パチンと弾けた反動も大きい。

（……俺は漣吾殿に、噓をついてるんだ）

　千芳は家出少年なんかではなく、行方不明中の姫君なのだ。

（本当のことなんか言えない）

　最初に棚たな上あげにした問題が、どさりと重い音を立てて落ちてきた。

　真相を知った漣吾が怒りに顔を染め、軽けい蔑べつのまなざしを浮かべる様がありありと想像できる。いや、漣吾なら、騙だました千芳を罵ののしるよりも、騙された自分のうかつさを嘆なげくのだろうか。

　正体がばれることは怖い。

　でも、漣吾を騙していることも同じくらい怖くて、苦しかった。
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「誰があんな、軟弱うらなり野郎を小姓になんかするもんか……こっちからお断ことわりだ」

　漣吾はぶつぶつとつぶやく。背中はいじけたように丸まっている。そんな漣吾の髪に、瑠衣が丁てい寧ねいに櫛くしを通していた。姉に毎夜髪を梳とかれることは、漣吾のこそばゆい習慣だ。

「ご機嫌斜めね。千寿丸と喧けん嘩かでもしましたの？」

　今更取り繕つくろう気にもなれなくて、漣吾は思い切り鏡をにらんだ。

「オレの小姓になるか？　って言ったら、あいつ、怒りだしたんだ」

　あの時の千寿丸の、思わず本音が漏れてしまったとでもいうような、気まずそうな顔を思い出す。ますますイライラしてきた。

　漣吾は天守でのいきさつを叩きつけるように乱暴な調子で説明した。

　すると瑠衣は、櫛を自分の胸元に押しつけ、ほうっと熱っぽいため息をついた。

「……漣吾ちゃんは千寿丸が好きなのね」

「は？」

　漣吾は眉間に皺を集めた。たった今、千寿丸に腹を立てていると話したばかりなのに。

「それに、好きって。オレと千寿丸は男同士だよ？」

「男同士じゃないでしょう！」

　それもそうか。

　いや、端はたから見ればやっぱり男同士なのでは……。

　漣吾が迷っているうちに、瑠衣は鏡きよう台だいを押しのけて真正面に回り込んできた。

「千寿丸が来てから、漣吾ちゃん、楽しそうでしたものね。ずっとそばにいて欲しいって思うのは当然です。あたくしも嬉しいわ。明日はお赤せき飯はんにしましょうか」

「ずっとそばに」

　その意味するところを理解した途端、漣吾の顔が赤飯のように色づいた。

「ち、違っ……そんな理由で小姓になるかって言った訳じゃない……！」

「でも、まるきり冗談だった訳じゃないのでしょう？　心の底ではずっと考えていたのよ。そうじゃなくちゃ、千寿丸のお父様に話をつけようか、なんてとっさに言えないわ」

「それは……」

「息子さんをオレにください、なんて！　まるで、婿とりの求きゆう婚こんみたい。漣吾ちゃんは、千寿丸が出て行くのが寂しくて、千寿丸を自分のものにしたくなったのでしょ？」

「う……」

「それって恋よ。漣吾ちゃんは女の子だもの。恋をしたっておかしくないわ。ね、ちゃんと自分の気持ちに向き合ってみてくださいな？」

　瑠衣は居い住ずまいを正し、漣吾の燃えるような頰に手をあてた。瑠衣の白い手が、漣吾の日に焼けた頰を大切そうに撫でる。

「漣吾ちゃんは今、怒ってるんじゃないの。千寿丸の反応に傷ついてるんだわ」

「傷ついてなんか……」

　自分の声が、思いがけないほど弱々しく聞こえた。視線を床にさ迷わせる。

（もしかしたら……姉上の言う通りなのかもしれない……）

　千寿丸に怒鳴られた時、漣吾は指先が一気に冷えていくような気分を味わった。それは千寿丸の怒声に気け圧おされただけじゃなく──彼の答えに落らく胆たんしたせいもあったのだろう。

（もしかしたら頷いてくれるかもって、心のどこかが期待してたんだ……）

　千寿丸がすぐ隣にいて、困った時には手を差し伸べてくれるのが、いつの間にか、当たり前みたいになってしまっていたから。そんな彼を、頼っていいのだと、自分に許ゆるしてしまっていたから。

（──オレを有羽家の主として認めてくれたから、このままずっと、オレのそばにいてくれるんじゃないかって、勘かん違ちがいしたんだ……）

　でも、と漣吾は顔をあげた。漣吾を認めてくれる人は、なにも千寿丸だけじゃない。

　甘えていた自分を心の底にしまい込み、瑠衣の視線に挑いどむように向き合う。

「姉上の勘違いだ。恋だなんてあり得ない。オレには千芳姫様がいるんだから」

「目もつ下か行方知れずの、初恋の君、ね」

　瑠衣は物言いたげな目をしている。

　漣吾は歯を食いしばり、その視線に耐えた。

（オレは津広の主で、千芳姫様の婿がね候補なんだ！　千寿丸にうつつを抜かしてる場合じゃない。……じゃなくて、そもそも、うつつなんか抜かしてない。そりゃ、千寿丸がずっとそばにいてくれたら嬉しいけど……べ、別に姉上が言うような意味じゃ……）

　心の中で連ねた言葉を、すべて言い訳だと、瑠衣の細められた目に見み透すかされているような気がした。もっと姉を納得させなければならないと、漣吾はたまらず口を開いた。

「だって！　千芳姫様に会った時は胸がどきどきした！　真っ直ぐ見られないくらいだったんだ。千寿丸にはそんなことないもん。一緒にいるとほっとして、楽なくらい、だ……」

　反論は最後まで言えなかった。こちらを見る瑠衣の口の端が、にやぁと持ち上げられていたのだ。漣吾は戸惑い、口ごもる。

　どうしてか分からないけれど、決定的な失しつ言げんをしてしまった気がする。

「あの、姉上……？」

「まあ、いいわ。どうせ千寿丸はしばらく津広にいるのですもの。漣吾ちゃんも頑張らなくちゃね」

「オレが？」

「だって、漣吾ちゃんが強ければ強いほど、千寿丸を引き止めておけるってことですもの。ずっと一緒にいられるわ」

　なんだその論ろん理りは──。

「武芸をそんな理由で頑張るなんて邪じや道どうだ！」

　漣吾は瑠衣から櫛を奪うと、彼女を部屋の外へと追い立てた。

「もう、いい！　姉上の馬鹿っ！」

「あらあら。まだ途と中ちゆうでしたのに……」

　ぼやき声を無視して、ぴしゃりと襖戸を閉め切る。漣吾は襖戸にもたれて、ずるずるとその場にへたり込んだ。心臓がばくばくと音を立てている。

（恋なんかじゃない恋なんかじゃない。オレが好きなのは千寿丸じゃない！）

　目をつぶって、耳をふさぎ、恋こい慕したう千芳姫の姿を思い出そうとする。

　けれど脳裏に浮かぶのは、鮮あざやかな緋色の打掛と、白い肌はだをふちどる黒髪だけなのだ。その姿はじょじょに、墨すみが水に溶けるように揺らいでいき、再び輪郭を取り戻した時には、千寿丸へと変わって──。

「だから、もう……違うんだったらああっ！」

　漣吾は床に突っ伏す。

　城主の心とは裏腹に、津広城の夜はしんしんと更ふけていくのだった。





[image: ]






　互いの木刀の切っ先が、それぞれ相手に向けられる。

　千芳が重心を下げて構えをとると、漣吾は満足げに笑みを浮かべた。こちらを見くびるような態度を見せられ、千芳はむっとした。木刀を握る手に力をこめる。

「俺だってもう、前ほど弱くないからな」

「教え方がいいからだ」

　漣吾はうんうんと頷いてから、真顔に戻った。──真まっ向こう勝負の始まりの合あい図ずだ。




　──勝負の開始から、ほんの少しだけ、時間を遡さかのぼる。

　太陽が東の空に現れて、あたりが白しらみ始めたのと同時に、千芳は寝所を出た。

　昨日の夜は、全然眠れなかった。

（これ以上、漣吾殿に噓をつくのはいやだ）

　夕日に照らされていた横顔、まつげを伏せた寂しげな瞳、ぽろぽろと涙をこぼすいたいけな一面も、女子らしくない頓着のなさも、千芳は全部知っている。それに対して、自分のしていることはどうだ？

（名前も立場も誤魔化して、本当のことなんて何も教えてない……）

　考えれば考えるほど目が冴さえて、眠りからは遠ざかっていた。

　それでも今の千芳にできることといったら、稽古を頑張って、早く強くなって、津広を出て行くことだけだ。だから、まだ夜の気配を残している廊下を歩き、稽古場へ向かう。

（朝稽古、一番乗り）

　漣吾に蹴けり転ころがされて起きていたことを思えば、大進歩である。

　ところが、内庭では漣吾がとっくに木刀を振っていた。

「おはよう千寿丸。今日は早いな」

　嫌味なく言われて千芳は愕然とした。

「れ、漣吾殿こそ……早すぎ……」

　彼女の額には汗が滲んでいる。ついさっき稽古を始めたという風情ではなかった。

　千芳は啞然としながら漣吾に近づき、更に驚く。

「なんだよそのひどい顔！」

　漣吾の下瞼には墨で落書きしたようにくっきりとクマが浮かんでいたのだ。千芳の指摘を受けて、漣吾はごしごしと目の下をこする。

「眠れなくて……でも、千寿丸だって変な顔だぞ。クマもできてる」

「変!?　クマ!?」

　衝撃だった。もう身なりに気を遣つかう必要なんてないのに、妙にがっくりしてしまう。

「俺も眠れなくて……。でもちゃんと寝れば、治なおる、はず……」

「なんだ。それなら千寿丸も誘さそえばよかったな」

　漣吾はこともなげに言う。寝不足の顔ではあるけれど、昨日の天守での気まずさなんてなかったかのように、すっきりとした表情をしていた。

「眠れない時は稽古するに限る！　雑ざつ念ねんが吹き飛ぶからな！」

　そう言って思い切り木刀を振り下ろす。

　昨日まで臥ふせっていたとは思えない、その力強さに千芳は目を見張った。

「……夜中から、ずっと、ここに？」

「ああ。部屋で起きててもしょうがないけど、素振りは暗くてもできるだろ。気持ちがすかっと晴れて気持ちいいぞ。ほら、千寿丸も」

　漣吾は白い歯を見せて笑うと、立てかけてあった木刀を手渡してきた。

「邪よこしまな気持ちも一掃してやったぜ。もう姉上に何を言われても、オレは動揺なんかしない！　はっははーだ！」

　なんのことだか、千芳にはさっぱり分からなかった。

　けれど漣吾は、不眠の原因を、もう一いつ刀とう両りよう断だんしてしまったということらしい。

　いかにも漣吾らしかった。千芳はくすりと頰をほころばせかけて、けれど笑えず、うつむいてしまう。

（……こんなに真っ直ぐな漣吾殿を、俺は、騙してるんだ）

　自分がとんでもない卑ひ怯きよう者ものになったような気がした。それは、軟弱者と罵ののしられるより辛いことだ。軟弱さは、鍛えて挽ばん回かいできる。でも、卑怯なのは──。

（津広を離れて、漣吾殿と会わなくなったって、この気持ちはずっと消えない）

　たとえよその国で男として身を立てることができたとしても、千芳は一生、噓つきの卑怯者のままだ。城主として凜と立つ漣吾の前には、姿を見せることもできなくなる。

　昨日から感じていた焦りが、腹の中で石みたいに固まって、喉のどをせり上がってくる。苦しくて、吐き出してしまいたい──全部、何もかも。

（嫌われても、がっかりさせても……じじ様に突き出されることになったって。漣吾殿には知ってて欲しい）

　千芳の、本当のことを。

　だって漣吾は、いつだって真っ直ぐで、噓をつくことなんか知らないみたいで。正体があいまいなままの千芳のことだって助けてくれた。その誠せい実じつさに、千芳は報むくいたかった。

（そうしなきゃ、漣吾殿と一緒になんかいられないよ……）

　すがるように木刀を握りしめたまま、泣き出す寸前に顔を歪めた千芳を見て、漣吾が怪訝そうに眉をひそめる。

「千寿丸？」

「俺、俺さ、……うわっ!?」

　突然、漣吾が木刀を振り上げてきたので、とっさに自分の木刀で受け止めた。

「何するんだよ！」

「お、千寿丸も成長したな。どうしてくよくよしてるのか知らないけど、久しぶりに、勝負しようぜ。オレにぶっ叩かれたら、悩なやみなんてどうでもよくなるぞ？」

　勝負と言いながらも、自分が負けるとは少しも思っていないらしい。

　でもこれは、漣吾なりの励まし方なのだ。千芳は苦笑しつつ木刀を構え直した。

「大丈夫か？　熱が下がったばっかなのに」

「誰に向かって言ってるんだよ」

　漣吾は不ふ敵てきに笑う。

（そりゃそうか。俺のへなちょこ流じゃ、漣吾殿にはまだまだ敵わないよな）

　どのくらい敵わないのかを知っておくのも、きっと大切なことだ。

　そして、彼女と並び立つことのできる実力を身につけた時こそ。苦しさから逃れるためではなく、自信を持って堂々と、胸を張って言えるのかもしれない。俺は千芳姫なんだ、今まで騙しててごめん、でも、千芳姫は漣吾殿のおかげで本当の自分になれたんだ、と。

　二人は互いに、木刀の切きっ先さきを向け合った。




　──序じよ盤ばんは、当然、漣吾が優勢だった。

　しかし、鍔つば迫ぜり合いが長く続くと、腕わん力りよくの差で千芳が優位に立つ瞬間ができた。それに気づいた千芳は力勝負に持ちかけようとし、対する漣吾は間ま合あいを大きくとって素早い打ち込みでかわしていく。技わざの精せい度どでは漣吾が圧あつ倒とう的てきだ。

　打ち合い、木刀が音を立て、再び二人は距離を取る。

　両者がにらみ合い、間合いを計はかった時だ。

「漣吾ちゃん、頑張って、絶、対、に、負けちゃ駄目よ！」

　いつの間か、廊下に瑠衣が立っていた。大きく手を振って妹に声せい援えんを送っている。

　漣吾の顔がほんの一瞬引きつり、視線が揺れた。

（今だっ……！）

　千芳は体重を乗せた一いち撃げきを繰り出す。漣吾が慌てて構え直したが遅い。彼女の手元から刀を弾き、隙すきだらけになった急所めがけて木刀を突き──寸前で止めた。

　カラン……と乾いた音を立てて、漣吾の木刀が地面に落ちた。

　千芳は血の気の引いた漣吾の顔を見る。顎を反そらした彼女の喉のど元もとに、木刀をぴたりと突きつけたままだ。

　二人とも動くことができず、互いに無言で、荒い息遣いだけがその場に響いた。

「噓。漣吾ちゃん……」

　瑠衣の呆然とした声。それが合図となったように、千芳はさっと刀を引いた。乱れた呼吸を整えて、大きく息をつく。

（俺の……勝ちだ）

　信じられなかった。勝利の高こう揚よう感かんはない。それどころか、困惑していた。まだまだ、ずっと先を走っているのだと思っていた漣吾を、一瞬とはいえ、追い抜いてしまった。彼女の努力を、まるで自分が貶めてしまったようで、さっきとは違う焦りが生まれ始める。

「い、今のは無む効こうですわ！　あたくしが声をかけたのがいけなかったんです！」

　瑠衣が泡あわを食って庭に下りてきた。千芳に詰め寄る。

「こんなことで漣吾ちゃんに勝ったと思われては困こまりますわ！」

「……違うよ。姉上」

　漣吾は瑠衣の肩に手を置き、やんわりと千芳から引き剝がす。

「オレは負けたんだ……邪じや念ねんが消えてなかったみたいだ」

　潔いさぎよい言葉とは裏腹に、目に力はなく、感情の抜け落ちた顔をしていた。勝しよう敗はい以外の何か、目に見えない大事なものまで手放してしまったようだった。

「もう、稽古の必要なんてないな。これくらい力があれば、千寿丸はどこへでも行ける……どうせなら都みやこでも行くか？」

　淡たん々たんと無表情のまま、千芳を追い出す手はずを整えようとしている。

　そんな漣吾を見て、千芳の胸はちくちくと痛んだ。

（どうしよう。俺、どうしたんだろう）

　こうなることを目指していたはずなのに、ちっとも嬉しくない。

　黙り込む千芳と、漣吾の間に立ち、瑠衣はおろおろと二人の顔を見比べていた。

「漣吾ちゃん、ねえ、ちょっと……」

「ああ、そうだ」

　漣吾は芝しば居いがかった仕草で手を叩いた。

「オレ、冬興殿に呼び出されてるんだ。蓬砂城で五家の話し合いが……。もう支度しないと。だから、姉上、後は頼んだ」

　そそくさと、千芳とは目も合わさないまま踵を返そうとしている。

「それじゃあ千寿丸、元気で。さようなら」

「漣吾殿、待ってくれ……」

　今こん生じようの別れめいた言葉を放り投げるように告げられて、千芳は思わず手を伸ばしていた。こんな別れ方はないだろう。だって千芳は、まだ。

「俺はまだ、漣吾殿に話してないことがあるんだ！」

「……なんだよ、話してないことって」

　漣吾は身をよじり、手を振り払った。千芳とは目も合わせようとしない。

「どうせ津広を出てくのに」

「漣吾ちゃん！　そんな可愛げのないこと言っちゃ駄目よっ！」

　漣吾は何かに怯えたように、ぶるぶると首を振った。

「ごめん、千寿丸。後にしてくれ……オレ、本当に約束があるんだよ。急がないと」

　そう言って、千芳の返事も聞かずに早足で屋敷の奥へと引っ込んでいく。引き止める暇もない。廊下の角を曲がると、その背中はすぐに見えなくなった。

　すっかり置き去りにされてしまい、千芳は立ち尽つくす。

（でも、すぐ帰ってくるよな。そうしたら、ちゃんと話そう。話して……謝って、お礼を言う）

　気持ちは既に晴れ晴れとしていて、喉のつかえはすとんと腹に落ちていた。漣吾がどんな反応を見せるか、不安もある。それでも、この決心は間違っていないと思えた。

　千芳が覚かく悟ごを胸に秘ひめているかたわらで、瑠衣は頰に手をあて、うっとりとした目でつぶやく。

「……愛いとしい人との別れを先さき延のばしにする、乙女の高こう等とう技わざですわ」

「瑠衣殿、何言ってるんだ？」

　千芳が首を傾げてみせても、瑠衣はそれ以上何か説明してくれる様子はなかった。
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　負けた。

　漣吾は千寿丸に負けたのだ。

　もう一度勝負すれば、次は勝つという自信はある。でも、負けは負けなのだ。

　鼻の奥がツンとなって、漣吾は泣きだしてしまいそうだった。

　悔しいのではない──寂しいのだ。

（喜んで、褒めてやらなきゃいけなかったのに）

　それどころか、動揺を抑えることもできずに、逃げてきてしまった。まったく男らしくない態度だ。

（……千寿丸の話ってなんだろう）

　なんにしろ、その話を聞き終わったら、本当に千寿丸を送り出さなければならない。

　別れへと確実に近づく時間を意識しながら、千寿丸の話に耳を傾け、じわじわとした痛みに耐えるくらいなら、あの場でさっさと別れを告げて、泣きだす時間もないままさよならした方がよほど楽だったと思う。

　胡坐あぐらをかいた膝上に拳をのせ、ぎゅっと力をこめる。

「──漣吾殿、聞いておられるか」

　冷ややかな声に耳を撫でられ、漣吾はハッと顔をあげた。同時に、千寿丸のことばかり考えている自分に気づかされてしまう。

（……何やってるんだよ、オレ）

　改めて辺りを見渡すと、広間の一段高い所、普ふ段だんは竜蔵が座っている場所に、冬興がふんぞり返っている。

（なんでそんな所に冬興殿が？）

　ぼんやりしたまま通されていた広間には、竜蔵も、他の五家当主もいない。冬興と二人きりだ。そんなことさえ、今まで目に入っていなかったらしい。どれだけ千寿丸のことに没ぼつ頭とうしていたのだろう。

「あの、これは……今日は、なんのお話なのですか？　千芳様のことではないのですか？」

「姫の捜索はもう打ち切ったのですよ。御館様が決断されたのですから」

「え？」

　漣吾は、ふいに高い所から突き落とされたような気分になった。視界がぐるりと回る。食いしばるように床に手をつき、身体を前へのめらせた。

「決断って、どうしてですか!?　御館様が千芳様を諦めるなんて……！」

「姫がなかなか見つからず、御館様も疲れてしまったのでしょう。今はこの本ほん丸まるから退き、二の丸で隠居の身となられた。出家して俗ぞく世せとは関わらない生活を始められたのです」

「そんな」

　千芳姫は見つからないまま。

　千寿丸は遠からず津広を出て行く。

（そしたらオレは、ひとりぼっちじゃないか……！）

　漣吾は声を震わせながら立ち上がった。

「じゃ、じゃあ、オレが御館様を説得します！　もう一度、捜索を再開してもらえるように……」

　冬興に背を向け、広間を出ようとする。その頭を、獣けものの尾のようにぐいと引っ張られた。

「……冬興殿!?」

「まだそんな小こ賢ざかしい芝居を続けるつもりか？　貴様が姫を匿かくまっていることは、とうに知れているんだぞ」

　冬興は愉ゆ快かい極まりないというように目を細めている。

「……は？」

「だが、勿もつ体たいぶりすぎたな。小童が似合わぬことを企くわだてるから、こういうことになる。将しようを射いんと欲すればまず馬を射よというが、お前は馬にかまけすぎて、肝心の将を逃したという訳だ」

「なんの……話をしてるんだ？」

　漣吾は声を絞り出す。そんな混乱ぶりさえ、冬興には嬉しいらしい。彼は勝ち誇った口ぶりで続けた。

「私はこの耳で聞いたんだ。姫が消えた夜、津広の浜辺で姫の姿を見たという証言だ！　そばには良家の子し息そくがいたともな。貴様のことだろう！」

　寝耳に水だ。

（浜辺で、姫の姿って……。まさか、千寿丸を拾った時のことか!?）

　確かに、端から見れば姫君と良家の子息の姿だっただろう。

　しかし、大誤解だ。あの姫は、漣吾で。冬興が漣吾だと勘違いしているのは、千寿丸なのだから。

「誰がそんな馬鹿なことを冬興殿に……」

　思わずつぶやくと、狂きよう気きじみた高笑いが返ってきた。

「はははははっ！　天は悪事を見逃さないのだ。思い知ったか！」

　漣吾は突き飛ばされて、床に倒れ込んだ。痛みに構う余裕もなく、冬興を見上げる。

「違う……それは、ただの見み間ま違ちがえで……」

「もういい。もう我々は、小娘ひとりに振り回されている場合じゃないだろう？」

　冬興は傲ごう然ぜんと漣吾を見下ろし、温度を感じさせない声で告げた。
















「御館様は隠居と同時に、後継者を指名された。私だ。私は蓬砂国のすべてを御館様から任されたのだぞ。そして手始めに、津広の領地を、漣吾殿から取り上げることにした」

「な、ん……」

　漣吾は唇を震わせた。呼吸がうまくできない。意味のある言葉を紡つむげない。

　冬興は、一体、さっきから何を言っているのだろう？　彼の言うことがひとつも理解できなかった。

「津広を任せるのに、ちょうどいい駒こまも見つけてある。そいつの顔を見た時、漣吾殿がどう泣き喚わめくのか、見ものだな」

「それはわしも見物してよいのかのう」

　自然な調子で会話の穂ほを継がれ、冬興がぎょっとしたように目を見開いた。いつの間にか障子戸が開いて、人が立っていたのだ。

「……御館様!?　どうしてここに……」

「もう御館様じゃのうて、大殿様と呼んでもらいたいところだが、まあよいわ」

　白い頭ず巾きんと袈裟を身につけ、すっかり入にゆう道どうらしくなってしまった竜蔵が、肩をそびやかして近づいてくる。

「華菜の位い牌はいを拝おがむのも、毎日続けると線せん香こうくさくてかなわん。退たい屈くつしておったところに、漣吾が登と城じようしてきたと聞いたから、顔でも見に行くかと思っただけじゃ。漣吾には言っておかねばならんこともあったからのう」

「あらかじめ教えてくだされば、きちんと場を設もうけましたのに……」

「なんで隠居の身の上で、そんな堅かた苦くるしいことをせねばならんのだ。それに──ずいぶん面おも白しろい話をしておったではないか」

　竜蔵は漣吾の前にのそりとしゃがみ込む。

「病やまいはもうよいのか？　倒れたと聞いて驚いたぞ」

　竜蔵はいかつい顔に微笑みを浮かべたまま、懐から小さな包み紙を取り出した。分ぶ厚あつい手のひらの上でそっと開かれた中には、金こん平ふえ糖いとが数粒転がっている。

「金平糖の礼を、まだ言っておらんかっただろう。千芳がこれを食べておった姿は、たいそう愛らしかったぞ。──だが」

　優しい声音を一転させ、ぎろりと漣吾をにらむ。

「お前が本当に千芳を匿っておるのだったら、礼など言ってる場合ではないのう？」

「ま……まさか！　天てん地ち神しん明めいに誓ちかって、千芳姫様を匿ってなんかいません！」

　喉を締めつけていた蓋ふたが外れたように、大きな声が出た。

　竜蔵はもちろん、冬興の誤解も解消できるようにと、胸を張る。噓偽りなんかないと、全身で訴うつたえる。

「お疑いなら、城も領地も、すべて検けん分ぶんしてください。オレだって御館様と同じくらい、千芳姫様の行方を知りたいと思っているんです！」

「噓だ！　御館様、惑まどわされないでください」

　冬興が二人の間に割って入った。

「この者はわざと姫を隠しておいて、自分の手て柄がらに見せかけるつもりだったんです！」

「違います！　誰がそんな姑息なことするもんか！」

　漣吾は冬興の目をひたとにらみつけた。その目の奥に、煮にえたぎるような憎ぞう悪おの色を見つけてしまう。

（なんで……なんで冬興殿はここまでオレを敵視するんだ？）

　つい、たじろいでしまった漣吾を支えたのは、竜蔵の静かな声音だった。

「漣吾は噓がつけん奴よ。ついたとしても、ここまで達たつ者しやな噓はつかん。わしはそこを気に入って、千芳の婿にしてもよいかと思ったのだからな」

「御館様!?」

　冬興が責めるような声をあげる。しかし、当然、竜蔵がその声に怯ひるむことはない。それどころか、冬興を追い込むように鋭い視線を向けていた。

「そもそも冬興よ、お前こそ……千芳が津広におるかもしれんと分かった時、何なに故ゆえわしに伝えなかった？　その証人とやらはどこにおる？」

「それは……」

　冬興の食ってかかる勢いが止まった。

　その姿を見て、漣吾もハッとする。

　冬興は苦しげにうなるだけで、はっきりと説明できないようだった。普段の冷静さも、ついさっきまでの酷こく薄はくな表情も剝がれ落ちてしまっている。

「お前こそ、あえて千芳を行方知れずにしたまま──千芳が見つからないのを利用して、わしの後継の座を得たということなのだな？」

「私は……そのような……」

　冬興はブルブルと首を振った。言いたいことがあるけれど、何かが口に糊のりをしてしまい、話すことができないようだった。

「それがお前の本心か！」

　有無を言わせない怒声が響いたかと思うと、竜蔵の丸太のような腕がぶんっとうなる。次の瞬間には、冬興が襖ごと、隣の部屋へと吹き飛んでいた。

「ふ、冬興殿……！」

　漣吾が思わず腰を浮かせかけた時、冬興は既に自力で身体を起こしていた。

「……っ。お、おや、御館様っ。私は……！」

　がくがくと震えながら、這はうように竜蔵の元へ戻ろうとしている。頰は真っ赤に腫はれ、唇からは血が流れていた。しかし本人は、ぱたぱたと床に落ちる血には気づいてもいない。肉体の痛みよりも、竜蔵の怒りを買ったことの方が、よほど堪こたえているようだった。

　竜蔵は冬興を冷ややかに見下ろしていた。

「お前は、最初から千芳のことなどどうでもいいと思っておったのだな！」

「ち──違います！　私は……姫を案じて……。しかし、姫は自ら城を飛び出されたのです！　己の置かれた立場もわきまえず、そんな非常識なことをする方は、この国のためになりません、だから……」

「黙れ！　この上千芳を貶める気か！」

　竜蔵は容よう赦しやのない蹴りを繰り出した。冬興はもんどりうち、むせながらもその場に平へい伏ふくする。血を吐くように叫んだ。

「御館様は蓬砂国のため、千寿丸君を、姫の兄君を殺したじゃないですか！　姫だって同じこと！　国のためにならないと分かったなら、切り捨てて何が悪いのですか……！」

「なんということだ！」

　竜蔵は蹴り上げかけた脚あしを床に下ろし、おぞましげに冬興を見下ろした。もはや暴力を振るうためであっても、冬興には触れたくもないという顔だ。

「わしがどんな気持ちで千寿丸を斬ったか──千芳を大切に思っておるのか──お前は何も分かっておらんのだな！　そんな奴に、わしの後を任せられるか！」

　竜蔵は乱暴に頭巾を脱ぐと、冬興の頭へぶつけるように投げ捨てた。

「隠居は取りやめじゃ！　冬興、お前が隠居しておけ！」

「……！」

　冬興の目が、これ以上ないというほど見開かれる。血で汚れた唇を震わせ、何事か反論しようとして、でも、何も言えないでいる。

　漣吾は二人のやりとりに口も挟めず、じっと息を殺しているしかなかった。竜蔵と常とこ鳴なりの国くにの因いん縁ねんについては、知識としては知っていたものの、漣吾にとっては遠い昔の出来事だ。

（でも、千寿丸とは……千芳姫様の兄君もそんな名前だったのか）

　不思議な偶ぐう然ぜんもあるものだと、目の前の殺さつ伐ばつとした光景から逃れるように考える。

　室内に冷え冷えとした沈黙が落ちた後、竜蔵はカラリと明るい声を出した。

「──さ、漣吾や。参るぞ。千芳の捜索を再開させねばのう」

　促され、漣吾はおずおずと立ち上がった。

（そうだ。千芳姫様を捜すことができるんだから、これでいい……はずだけど）

　それでも、うずくまる冬興の方は、恐ろしくて視線をやることができない。漣吾にできたのは、竜蔵に急せき立てられるまま、逃げるように部屋を出ることだけだった。




　──広間に残されたのは、虚きよ脱だつした冬興ひとり。

（私は何を間違えた……？　いや、間違ったことをしたのか……？）

　殴られた頰や、蹴られた腹が、今更のようにじくじくと痛かった。治まっていたはずの、後頭部の鈍にぶい痛みまでもがよみがえってくる。

（私は……）

　十五年前。華菜が悲しむと分かっていたけれど、千寿丸を竜蔵へ差し出した。

　むごいことだけど、乱世では当然のことで、竜蔵だって褒めてくれたではないか。

　それを今更、何も分かっていない、だなんて。

（私の苦労は、なんだったのだ……？）

　痛みが怒りへと変わっていく。床に爪を立てて、屈辱に耐える。鉄くさい口中の、奥歯が擦すり切きれそうなほど歯を食いしばった。

（私の方が、漣吾の倍は有ゆう能のうだ。何より蓬砂国のためを思って行動してきたのに）

　漣吾に虚仮にされ、竜蔵に蔑さげすまれ、それでもなお蓬砂国を守り、主にへつらう必要があるのだろうか。

（いや──ない）

　竜蔵はきっと、歳を重ねすぎて、物の道どう理りが分からなくなってしまったのだ。孫娘可愛さのあまり、国主の責任を忘れている。漣吾がそれをそそのかしているのだ。

「二人とも……もう殺してしまえばいいのだな……。今は、乱世なのだから。才さい覚かくある者が、愚かな人間を排はい除じよするのは、当たり前だ……正当な権利だ……」

　ひとりで、自らを奮ふるい立たせるために、言葉を吐き出していく。

　やがて、滴り落ちた血も黒く固まり始めた頃、冬興はゆらりと立ち上がった。

（横内殿と柴坂殿に会わねば。愚か者たちが、やくたいもない姫捜しにかまけている間に……）

　横内たちはきっと、冬興に味方してくれるだろう。
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　晴せい天てんの空を、瑠る衣いは物もの憂うげに見上げた。

「ああもう、漣れん吾ごちゃんったら、いつ帰ってくるのかしら!?」

「漣吾殿のことだから、周しゆう囲いが見えなくなるくらい突っ走ってるんだろうなあ」

　庭先で木ぼく刀とうを振っていた千ち芳かは、手を止めて苦笑する。

　ふと、いつの間にか、誰に言われなくても稽けい古こに励はげむようになっている自分に気づいた。手の肉ま刺めもすっかり潰つぶれて、皮ひ膚ふが硬かたくなっている。それだけの時間が過ぎたのだ。

　──千芳姫様の捜そう索さくを再開させる。御お館やかた様さまのお供をするから、しばらく帰らない。

　ひと月前、漣吾からはそんな文ふみが届いていた。

　津つ広ひろ城じようは城主の長い不在に、どこかそわそわしている。家か臣しんや下げ男なんの半分は、漣吾の求めに応おうじて捜索隊に加わりに行ったので、城全体ががらんとしているようにも感じられた。

　義ぎ之の助すけが留る守す居いとして控ひかえていたから、表面上はなんの滞とどこおりもないのだけれど。

「それにしたって、千せん寿じゆ丸まるが待ってるっていうのに、ずいぶん焦じらしますのね。いつの間にこんな小こ悪あく魔まな技わざを覚えたのかしら。いえ、もう、これは天てん魔ま王おうの域いきに達してますわ！」

「そういう訳わけじゃないと思うけど……」

　千芳──千寿丸のことなんてすっかり忘れて、千芳姫のために駆かけ回まわっているのだろう。

（俺だって、一応、千芳姫なんだけどさ）

　これではまるで、自分に自分が負けてしまったようだ。

　そう思うと、少し悔くやしいような気もする。

（漣吾殿、早く帰ってこないかな……）

　瑠衣には物わかりのいいことを言っておきながら、千芳も考えていることは同じだった。

　漣吾に会いたい。そして、自分も、一城の主あるじにはなれなくても、一城の主──漣吾と並ならび立てるようになりたい。

　思わず、瑠衣を真ま似ねて空に向かい、蓬ほう砂さ城じようのある方角を仰あおぎ見ようとした瞬しゆん間かん──。

　ど、ど、ど、と地じ鳴なりのような音とともに、馬のいななき声が飛んできた。ついで、何人もの人間の怒ど鳴なり声が響く。

「なんだ？」

　二人が顔を見合わせていると、時を置かず、義之助が真まっ青さおな顔で駆け込んできた。

「瑠衣様……！　若殿様が帰ってきました！」

「あら、それで騒そう々ぞうしかったのね。漣吾ちゃんったら、文くらいくれたらいいのに、もう」

　瑠衣は文もん句くを言いつつも、ほくほくと腰をあげた。しかし、その喜びは義之助の絶ぜつ叫きようにかき消される。

「謀む反ほんにございます！　柳やなヶが瀬せ殿が謀反を起こし、若殿様は落おち延のびて来られたのです！　供とも人びとも皆傷を負おい、まるで負け戦いくさのような有あり様さまで……」

「え……？」

「若殿様も今、大手門で手当てを──」

　千芳は義之助の言葉を最後まで待たずに走りだしていた。




　血と土つち煙けむり、そしてうめき声。

　大手門の広場に辿たどり着いた千芳は、目の前に広がる光こう景けいに言葉を失った。

（漣吾殿はどこ……？）

　深手を負った者たちは、ぐったりと地面に倒たおれ込んでいる。生きているのか、死んでいるのかも判はん然ぜんとしない。傷の軽い人間は、怯おびえた顔の侍じ女じよたちに支えられて、屋や敷しきの中へ連れられていく。地面にはあちこち、足あし跡あと代がわりの血けつ痕こんが滴したたり落ちていた。

　目を覆おおいたくなる惨さん状じようの中に、漣吾を見つけたいような、見つけたくないような。どちらともつかない気持ちのまま視線を走らせる。

「血が止まらぬ、医者はまだか！」

　しわがれた叫さけび声ごえに、びくりと肩を揺ゆらす。

　怖こわ々ごわとそちらを見やると、分ぶ厚あつい身体からだの大柄な人間が横たわっていた。叫び声の主がその身体に取りつき、止血を施ほどこしているようだが、血だまりはじわじわと広がりつつある。

（あれは漣吾殿じゃない）

　思わず胸を撫でおろす。目の前で人が死にかけているという事実は変わらないのに──。後ろめたい気持ちで視線を逸そらそうとして、ギクリとした。

　……千芳はあの人を知っているのではないだろうか。とても近しい人のはず。懐なつかしさと嫌いやな予よ感かんが一いつ緒しよに押し寄せてきて、心しんの臓ぞうを冷たい手で握にぎり絞しぼられた。もう一度、しっかりと見て確かめるべきだ。なのに、怖こわくて視線が動かせない。

　だって、千芳の知っている彼は、弓も刀も槍やりも、すべて弾はじき返してしまうような、無む敵てきの人だった。蓬おう砂さの国くにの鬼と恐おそれられた男。けして地に伏ふしたりなんかしない人だ。

　だから、すぐに気づくことができなかった。

（違う……違う、違う！）

　でも、漣吾は御館様の供をすると言っていたのだ。漣吾が落ち延びてきたのなら、彼らもこの場にいて、なにもおかしいことはない。

（そんなの、噓うそだ。何かの間ま違ちがいだ）

　ふらつく足取りで彼らに近づいた。自分が男の姿をしていることも、声が変わっていることも、すべてが遠いことのように思えた。

　介かい抱ほうを続ける男の横顔は、苦く渋じゆうに満ちている。

「御館様……どうぞお気を確かに……！」

　男──小お山やま田だが絞り出すような声を漏もらした。彼もまた、ぼろ布みたいにやつれきって、別人のような有あり様さまだった。しかしどれだけ変わり果てようと、小山田が御館様と呼ぶ相手は、この世にひとりしかいない。

「──じじ様っ！」

　千芳は叫んだ。膝ひざをついて竜蔵にすがりつく。

「じじ様、じじ様！　しっかりしてよ！　どうしてこんな大おお怪け我がなんか……！」

　間近で見ると、竜蔵の顔は土つち気け色いろになっていた。じくじくと血が溢あふれる脇わき腹ばらは、大きくえぐられている。他にもあちこち、傷だらけだ。

「むやみに動かすな！」

　小山田が制せいす。しかし、皺しわに埋うもれた目から鋭するどさはたちまちかき消え、きょとんと丸くなっていた。

「千芳様……？」

　信じられないものを見るように千芳を凝ぎよう視ししている。

「どうして千芳様がここに？　そのお姿は……」

「わたしのことなんてどうでもいいでしょ！　それより、どうしてじじ様がこんな……」

「どうでもいい訳ありませんぞ！」

　鞭むちでも打つような強い調子で撥はねつけられた。小山田からこんな風に怒ど鳴なられたことは初めてで、千芳は息を吞のむ。

「御館様は千芳様を捜さがすために城を留守になさりました。その隙すきを突つかれたのです！　冬ふゆ興おきめは蓬おう砂さ城じようを乗っ取り、我らを待ち伏せ奇き襲しゆうを仕掛けてきた……何も気づかずのうのうと帰き還かんした我らは、本ほん拠きよ地ちと信じる城から矢を射いかけられたのですぞ」

　小山田はその時のことを思い出してか、身み震ぶるいする。

「元々、戦ではなく、人捜しのために集まった者ばかり。反はん撃げきどころか、命からがら逃げ出すのが精いっぱいの有様……。千芳様のご無事がもっと早く分かっていれば、このような事態にはなりませなんだものを……！」

　小山田はやりきれないという顔で、千芳から視線を逸らした。主家の姫君に対して、これ以上恨うらみがましいことは言えないとばかりに唇くちびるを嚙かみしめている。

（わたしの……せいで、じじ様が死にかけてるの……？）

　愕がく然ぜんとし、何も答えることができなくなった。

　二人の間に重苦しい沈ちん黙もくが漂ただよう。その沈ちん黙もくを破ったのは、憎にく々にくしげなうなり声だった。

「冬興めが……。あんな男に、足をすくわれるとは。わしももうろくしたものだ」

「じじ様！」

「むう。千芳、か……？」

　竜蔵がまぶしそうに目を細めたまま、あたりを捜すように視線を動かした。

「そうよ、千芳はここにいるわ。じじ様！　じじ様っ！」

「まことに……千芳か？」

「本当よ！」

　これは現実だと伝えたくて、千芳はがむしゃらに竜蔵の手を取った。その手のぞっとするほどの冷たさに言葉が詰つまる。代わりに涙がぼろぼろとこぼれ落ちた。

　蓬砂城で、母と祖そ父ふと暮らした日々が脳のう裏りによみがえる。姿かたちは本当の自分ではなかったし、父と兄の仇かたきでもある祖父への思いは複雑だった。でも、千芳にとって竜蔵は唯ゆい一いつの肉親で、大切な人だ。失いたくない。その気持ちに偽りはなかった。

「しっかりしてじじ様！　じじ様……！」

　十五年の間、自分を孫娘として慈いつくしんでくれた祖父を呼ぶ。

「その格好……声……一体どうしたことか……」

　竜蔵は目を凝こらして焦しよう点てんを合わせてから、かっと大きく見開いた。うつろだった目に力がこもる。

「は……わーっはははははは！　はははははっ！」

　血を吐はきながら笑い始めた。天晴あつぱれとでも言いたげな表情と、黒っぽい血。まったく不ふ釣つり合あいな光景に、それを見守る二人は思わず少し身を引いていた。

「御館様？」

「じ、じじ様？」

「華は菜なめ。最後の最後まで父をたばかりおったな」

　破は顔がんしたまま、亡なき娘の姿を求めて虚こ空くうをにらんだ。千芳が姿を消し、男の姿をしている理由を、即そく座ざに理解したものらしい。

「とんだ冥めい土どの土産みやげじゃ。あの世で華菜に文句を言わねばの……」

　ごぼりと血の塊かたまりが口から溢れた。血まみれの頰ほおが自じ嘲ちように歪ゆがむ。

「しかし、おかげで二人目の孫は殺さずに済んだ……か」

「じじ様、じじ様。噓をついていてごめんなさい！　黙だまって逃げ出したりして、ごめんなさい……！　わたし、わたしはっ……」

「謝るな。姫のふりをしてくれて、礼を……わしは、楽しか……たぞ」

　竜蔵の手がよろよろと持ち上がる。千芳の涙に濡ぬれた頰を軽く叩たたくと、力なく地面へと落ちた。

「華菜に噓を……つかせたのは……わしだ」

　竜蔵は過か去こを思い出すようにゆっくりと目を閉じてから、もう一度千芳を見上げた。

「……立りつ派ぱな若わか武む者しやだったのだのう。これは、婿むこをとらせる訳には、いかんわい……」

「そ、そうでしょ？　だからわたし、婿とりなんて嫌って、言ったでしょう？」

　千芳は鼻をすすって、無理やり笑みを作った。蓬砂の美び姫きと称たたえられた、その笑顔を必死に取り戻そうとする。そうすれば、蓬砂城へ戻れる気がした。自分から逃げ出してきた場所なのに。今はもう、温かくて幸せだったようにしか思えない、あの頃へ時間を戻したかった。

「ああ。とんだ反はん抗こう期きだとばかり。たまげたもんじゃ」

　竜蔵も苦笑している。夢見るような瞳ひとみは、千芳が初めて見る祖父の表情だった。

「御館様、もうお話しにならない方が」

　小山田がおずおずと口を挟はさむが、竜蔵は話すのをやめない。口の端はしから血混じりの泡あわがこぼれていく。

「わしが死ねばもう……恐れるものは何もないな？　……己おのれの望む姿で……好きに生きろ。もはや、蓬砂も常とこ鳴なりも……関係なかろうて……」

「そんなこと言わないで！」

　千芳は激しく首を振った。作り笑顔は、呆あつ気けなく崩くずれて消えてしまう。

「わたし、もう、噓なんかつかないから。だから、いなくならないで！」

　涙がこぼれる。いくら千芳が拒きよ否ひしたところで、竜蔵の身体はどうしようもなく傷つけられてしまっているのだ。時間を戻すことなんてできない。それが分かって、苦しかった。

「泣くでない。……乱らん世せの割に、わしは十分、長生きしたぞ」

　竜蔵は、ふ、と息をつくと、視線を小山田へぎょろりと動かした。

「冬興にしてやられたは……しくじった。だが、わしの首を……渡さず済んだは、上じよう首しゆ尾び。冬興には、わしが、生きてると思……せて……せいぜい、怯えさせろ」

「はい。御館様。我々の力で必ずや、逆ぎやく臣しん冬興めを成せい敗ばいしてみせまする」

　小山田の答えに、竜蔵は口元をにやりとさせた。

「わしが生きておるとなれば、他家とて……易やす々やすと……冬興には、与くみせまい」

　そして、満足げに、とろりと瞼まぶたを閉じようとする。重たげな瞼は、もう二度と持ち上がらなくなるのかもしれない。

「じじ様!?　噓、やだ、死なないで……！」

　もう一度竜蔵にしがみつこうとして、視界がガクンと揺れた。襟えり首くびを思い切り引っ張られて、後ろに放り出される。

「どけ！」

　千芳が座り込んでいた場所に、医者らしい男が押し出された。助手がそばで道具類を広げ、数人がかりで竜蔵の傷口に取りつき始める。

「頼むぞ！　南なん蛮ばんの高価な薬でも、なんだって使っていいからな！」

　千芳を突き飛ばした人間が、高い声を震ふるわせて叫ぶ。彼が医者を連れてきたらしい。彼──いや、彼女だと、千芳は知っている。

「漣吾殿……！」

　医者たちの背はい後ごに立たち尽つくしていた彼女が、驚おどろいたように振り返った。

「千寿丸？」

　結ゆった髪は乱れきり、着ているものは血と泥どろまみれ。小こ袖そでは右の袖が破やぶれ落ちていた。左頰には大きな切り傷ができていて、血がだらだらと流れるままになっている。全身ずたずただ。でも──生きている。自分の足で立って、喋しやべっている。

　今はそれだけのことが奇き跡せきのように思えた。

　千芳は胸がいっぱいになって、また涙がこぼれ始めた。

　震えながら立ち上がり、滲む視界をかき分け、漣吾の肩をつかむ。

「どこを怪け我がしてるんだ!?　痛くないのか!?　動いてて大丈夫なのか!?」

　漣吾はきょとんとして、千芳の剣けん幕まくに驚いているようだった。

「オレの怪我は大したことないんだ。ほとんど、他人の血で……」

　そう言いながら千芳の腕うでをつかみ、うつむいた。

　泣くのだ、と千芳は思った。恐ろしい目に遭あったのだから、無理もない。

　しかし、漣吾は涙をこぼさなかった。喘あえぐように吐と息いきを荒くしながら、顔をあげた。泣きそうな表情で、口の端だけが笑顔を作っている。

「千寿丸に会えてよかった。もう二度と、会えないかと思ったから」

「馬ば鹿かなこと言わないで！　ずっと、待ってたんだから……！」

　千芳だけがぼろぼろと涙をこぼしている。喉のどが勝手に引きつって、呼吸が乱れる。

　漣吾は困こまったように言った。

「泣くなよ。男だろ」

「ごめん。ひっく……っく」

　千芳は泣きながら頷うなずいた。涙を堪こらえようとすると、喉がしゃくりあげてしまう。

　漣吾は千芳を見上げてその頰に手を伸ばしかけ、止める。漣吾の手は血と泥まみれだった。彼女は宙ちゆうに漂わせたままの手をぎゅっと握りしめ、気弱げにつぶやく。

「待たせて、悪かったよ……」

「……有あり羽う殿、これは一体、どういうことかね？」

　小山田は困こん惑わくしているようだった。

「まさかそなたが、千芳様を匿かくまっていたのか？　今までずっと？」

「匿う？　小山田殿までそんなことを……。千芳姫様がどこにいるというのですか？」

　漣吾はきょろきょろとあたりを見渡す。小山田は苛いら立だちを露あらわに叫んだ。

「誤ご魔ま化かすな！　そなた、今、目の前におられる方を、どなただと言うつもりだ!?」

「あ……待って。やめて。お願い、喋らないで！」

　千芳が身を乗り出して叫ぶものの、小山田は聞く耳を持っていなかった。責せめるように、事実を漣吾に突きつける。

「この方は千芳様であろうが！」

「は？」

　漣吾は眼を点にして小山田を見て、それから、千芳を見た。千芳は視線を逸らすことも、言い訳を口にすることもできない。両手で口元を覆い、首を振る。

（こんな形で知られてしまうなんて……。漣吾殿には、ちゃんと、自分から言うつもりだったのに）

　埃ほこりっぽく騒そう然ぜんとした門前の広場で、血みどろの漣吾と小山田。かたわらには死に瀕ひんした竜蔵。ああ、なんてひどい、告白の舞ぶ台たいだろう。

　千芳の仕し草ぐさに、漣吾の顔色が変わる。大きな瞳に、じわじわと、恐きよう怖ふの色が浮かんでいった。まるで、目の前の人間が幽ゆう霊れいだと気づいたような。
















「千寿丸……どうした？　千芳姫様って……小山田殿はなんの話をしてるんだ？」

　正直に話そうと決めていた。覚かく悟ごしていたつもりだった。

　でも千芳は、結局、覚悟なんて、ちっともできていなかったのだ。

　空は晴れ渡っているのに、視界がきゅうっとすぼまり、日ひ蔭かげの下のように薄うす暗ぐらくなる。嵐が来て、何もかも吹き飛んでしまえばいい──何より自分が消し飛ばされたかった。

　口を開くと、舌が重たくてもつれる。

「俺、が……千芳姫なんだ」

　その瞬間、漣吾がどんな顔をしたのかなんて、怖くてとても見ることができなかった。
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　千芳はすべてを白状した。長い話を、自分のつま先だけ見て語り続けた。

「──今まで、騙してて、迷めい惑わくをかけて、本当にごめんなさい……」

　最後に深々と頭を下げる。しかし、漣吾からの応こたえはない。

「千芳様」

　小山田に肩を叩かれて顔をあげると、正面に立つ漣吾も同じように深く頭を下げていた。

「……今まで、数えきれないご無ぶ礼れいを致いたしました。……申し訳ありません」

　その堅かた苦くるしい声こわ音ねは、漣吾と初めて会った時のことを思い起こさせる。

　千芳は首を振り、漣吾へと足を踏ふみ出した。

「違うよ、漣吾殿。俺はもう千芳姫じゃないんだ」

　頭をあげて欲しくて手を伸ばすと、押おし戴いただくように優しく、しかし拒きよ絶ぜつの意思がはっきりとこもった仕草で払いのけられた。

「すぐに湊みなとへご案内致します。柳ヶ瀬殿が攻め入ってくれば、津広は戦いくさ場ばになりますゆえ、早くお逃げになった方がよろしいかと存じます」

　千芳は混こん乱らんした。漣吾が何を言いだしたのか理解できない。

「待って。戦になるんだろう？　だったら俺だって戦う。じじ様の借りを返すんだ」

「千芳姫様にそんなことはさせられません。どうぞ、早く津広を出てください」

　目も合わせないまま突き放すように言われて、千芳は頭に血が上のぼるのを感じた。

　震える思いで洗いざらい告白したのに──漣吾はそのことについて何も言おうとしないのだ。気持ちをすべて無む視しされたような気がした。

「なんだよ、その呼び方、話し方！　俺はもうお姫様じゃない。そう話したじゃないか。漣吾殿だって分かっただろ!?」

「……分かってるよ……！」

　キッ、と漣吾が顔をあげた。目じりはとげとげしく吊つり上あがり、瞳の奥には激はげしい怒いかりが見えた。今まで頭を下げていたのは、この表情を隠かくすためだったのかもしれない。

「千寿丸が千芳姫様だって、オレはちっとも気づかなかった。どうせ内心じゃ、オレのこと馬鹿にしてたんだろ。節ふし穴あなの目の持ち主ぬしだから、利り用ようしてやろうって思ってたんだろ!?」

　千芳は息を吞んだ。漣吾が慇いん懃ぎん無ぶ礼れいな態度で取り繕つくろい、やり過ごそうとしていた感情がどんなものだったのか、はっきりと突きつけられてたじろいでいた。

「違う。俺はそんなこと」

「オレの初恋は千芳姫様だなんて聞かされて、よくも白しら々じらしくしてられたな！」

「それは……」

「千寿丸の正体は千芳姫様でしたって言われて、ああそうですかって、そのまま、前と同じように振る舞えって？　……オレのこと、なんだと思ってんだよ!?」

　漣吾は千芳をねめつけ、ふいにその瞳を揺るがせた。燃え盛さかるような怒りが一いつ瞬しゆんでかき消え、さっきまでの厳きびしい声が、途と端たんに弱々しくなる。

「オレは千寿丸のこと、ずっと信じてたのに」

　降ふり始めの雨のように、ぽつん、と滴り落ちた言葉だった。その一言は、どんな非ひ難なんの言葉よりも、鋭く千芳の胸を衝ついた。

　千芳は漣吾を傷つけてしまったのだ。

「オレ、御館様に噓をついたんだ……。冬興殿だって、勘かん違ちがいなんかしてなかった……」

「漣吾殿」

「もう、千寿丸の顔なんて見たくもない。千芳姫様じゃなくて千寿丸だって言うなら、なおさら、とっととオレの領りよう地ちから出てけよ！」

　漣吾はくるりと踵きびすを返し、駆け出した。

「漣吾殿！　待って……！」

　後を追おうとした千芳の腕が、強い力で後ろに引っ張られる。驚いて振り向くと、小山田が好こう々こう爺やのような笑みを見せていた。

「仮かりそめとはいえ小こ姓しようとしてお仕つかえしていたのなら、主あるじの命令は聞くものですぞ」

　優しいたしなめ方は、千芳が蓬砂城にいた頃と同じものだった。まるで時を遡さかのぼってしまったようだ。けれど、千芳はもう打うち掛かけを着た姫君ではない。

「いやだ。戦が始まるのに、俺だけ逃げるなんてできない」

「有羽殿は逃げろとではなく、出て行けと言っていたでしょう。千芳様に津広にいて欲しくない、と」

「でも……」

（このまま漣吾殿のそばを離れるなんて、できない）

　必死に気持ちを奮ふるい立たせ、津広に留とどまる理由をかき集めた。

「俺だって男だ。戦える！　漣吾殿の力に……」

「思い上がるなッ！」

　小山田に詰め寄ろうとしていた千芳は、彼の一いつ喝かつに肩を震わせた。百戦錬れん磨まの老ろう将しようは不ふ快かいげに眉み間けんに皺を集め、厳しい目で千芳をにらむ。

「冬興は用意周到に謀反を起こしたのだ。それに対して、こちらは命からがら逃げのびて、やっと応おう戦せんの支し度たくを始めた所。厳しい戦いになることは明らかなのだぞ」

「だから、俺が……」

　戦力はひとりでも多い方がいいはずだ。

「今いま更さら兵がひとり増えた所で、この状じよう況きようが好転する訳なかろう」

　小山田は、値ね踏ぶみする目で千芳の全身を見渡す。千芳が千芳姫であった頃には、絶対に向けられなかったような冷れい徹てつな視線だ。千芳はたじろいだ。

「一いつ騎き当千の武士とでもいうなら話は別だが。昨日きのう今日稽古を始めたような小こ童わつぱが戦に出たところで、犬死するのが目に見えておる。……ただの男となったそなたに、この劣れつ勢せいを覆くつがえす力などない！　そなたを生かそうという、有羽殿の厚こう意いを無む駄だにする気か」

　千芳は愕がく然ぜんとした。

（俺を生かす、って）

　そんなのもっとはっきり言ってくれないと、分からない。でも、そう指し摘てきされれば、いかにも漣吾らしい振る舞いだと思う。

（相変わらず、俺よりずっと男前……）

　漣吾のそんな姿を、もっと見ていたいと、天てん守しゆではそう思った。

　けれど、今はちっとも嬉うれしくなんかなかった。

（……俺なんか、役立たずだってことだもんな）

　悔しいことに、反はん論ろんもできない。

　いくら意い気き込ごんでみせても、たった一回、それも木ぼく刀とうでの勝負にまぐれで勝っただけの千芳なんて、実戦ではものの役にも立たずに終わるのだろう。

　千芳が黙り込むと、小山田は寂さびしそうにささやいた。

「さぁ、お分かりいただけましたらば、早く湊へ向かいましょう。千芳様にできるのは、津広を出て、御館様のお言葉を果たされることだけです」

　優しく背中を押され、千芳はよろめくように歩を進める。

　後ろ髪を引かれる思いで振り返ると、横たわる竜蔵の姿が目に入った。医者たちにはこちらの話に耳をそばだてる余裕もなく、一心に治ち療りようを続けている──未いまだ、竜蔵が息いき絶たえていない証あかしだ。

「じじ様は死んだり、しない、わよね？」

「どうぞ我々にお任まかせください。冬興めを成敗し、御館様を蓬砂城へ連れ帰ってみせますぞ」

　小山田はうそぶくけれど、彼は同じ口でついさっき、厳しい戦いになると断だん言げんしたのだ。

（俺のせいで……）

　千芳が蓬砂城から脱ぬけ出さなければ、冬興は決けつ起きしなかっただろう。千芳だって、こんな未来が待っていると分かっていれば、別の方法を探した。

　千芳は蓬砂国に内ない乱らんを呼び込んでしまった。

（じじ様……俺はどうしたらいい？）

　このまますべてを投げ出して、逃げ出すことが正しいのだろうか。

（俺はなんにもできないのか？）

　なんて非ひ力りきなんだろう。蓬砂城を飛び出した直後、夜や盗とうに襲おそわれた時よりも更さらにそれを実感させられてしまう。

　──己の望む姿で……。

　竜蔵はそう言ってくれた。その言葉に従したがうべきなのだろう。今ならそれが叶かなう。漣吾のことも蓬砂国のことも忘れて、男として身を立てる。千芳だってずっとそう望んできた。

　けれど。

（俺が望んでいたものなんて）

　それがなんだったのかさえ、今はおぼろげだった。

（男に戻る？　でもそれって、刀が使えて、強ければいいのか？）

　漣吾は姫君として生まれながらも、千芳より強く、たくましい。守りたいものをしかと決めて揺るぐことがない。いや、揺らぐまいと小さな身体でけなげに耐たえている。

　千芳は漣吾には敵かなわない、まだ、なんの力も手に入れられていない。自分を守ってくれていた打掛を脱ぎ捨てて、いっそう無力になっただけ。

「打掛を着てたら……」

　千芳はぴたりと足を止めた。背後で小山田がいぶかしむ。

「千芳様？」

「俺、やっぱり津広に残る。残らなきゃ。漣吾殿はどこに行ったんだ!?　……小山田殿、じじ様を頼む！」

　呆気にとられる小山田を置いて走りだした。

（分かった！　もうとっくに分かってたじゃない、わたしの望み！　やりたいこと！）

　そして何より、千芳はそれを手に入れる方法に気づいたのだ。
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　津広城は本格的に戦場になりつつあった。

　城内の家臣侍女はもちろん、近きん隣りんの村から逃げ込んできた人々や、戦を商しよう機きとする商人たちが、あちこちで忙せわしなくしている。

　そんな戦支度の喧けん騒そうを、漣吾も今まで何度か経けい験けんしたことがあった。しかし、それらはすべて父親が生きていた頃、あくまで跡あととり息子としてのものだ。

　今は、視界に入る人間、すべての命の行方ゆくえを背せ負おっているのは、漣吾自身だった。

「本当に、あの小姓は逃げたのですか？」

　背後から義之助の疑うような声がした。

　漣吾は無言のまま、質問を振り払うように歩みを速はやめ、廊下を突き進む。後ろで聞こえよがしなため息をつかれても、頑がんとして振り返ろうとしなかった。

　せかせかと足を動かすと、甲かつ冑ちゆうが耳みみ障ざわりな音を立てた。

　血と泥を落とし、傷の手当ても済ませ、甲冑に陣じん羽ば織おりを身につけ、漣吾はすっかり戦場に向かう格かつ好こうになっている。──支度ができていないのは、気持ちだけだ。

（千寿丸の、噓つきの、卑ひ怯きよう者ものめ。おかげでオレまで、冬興殿に誤解されたんだ！　謀反だって、あいつのせいじゃないか……！）

　真実を知れば、すべてが腑ふに落ちた。けれど得たのは納なつ得とくではなく、火を噴ふくような恥はずかしさと悔しさだ。

（オレ……、千寿丸、じゃなくて千芳姫様に、何言った？）

　慕したっているとか、お守りしたいとか……接せつ吻ぷんがどうとか。

　そんなの、目の前で裸になるよりも恥ずかしいじゃないか。慎つつしみがないにもほどがある。

　でもあれはあくまで、男同士の話。千寿丸を男と見込んで話したのである！

　本人を目の前にして、なんにも気づかないで、ぺらぺらと気持ちを明かした挙あげ句く、千寿丸に心変わりしてしまったとうろたえていた自分が、哀あわれでどうしようもない。

（オレの初恋はなんだったんだよ！）

　だんっと強く床を蹴けって歩く。一度でも足を止めてしまえば、その場にうずくまって動けなくなりそうだった。力ずくで意識を戦へと向ける。

「それで、内密な報告ってどういうことだ？」

　人けのない所で話したい、と義之助が言うので、二人は天守に向かっているのだ。

「使し者しやたちがもう返事を持ってきたのか？」

　義之助には使者の手配を任せていた。蓬砂国内の家臣団中へ、謀反の報しらせと援えん軍ぐんを求める使者である。特に、蓬砂五家のうちの、有羽小山田柳ヶ瀬を除のぞいた、残りの二家の助力は不ふ可か欠けつだ。

「……天守の上でお話しします」

　義之助の声は暗く、良い報せを運んできたとは思えなかった。

　千寿丸から目をそむけても、漣吾の視界に映るのは嫌なことばかりだった。




「湊のある南を除のぞいて、津広城は既すでに三方敵に囲まれております」

「まさか」

　漣吾は廻まわり縁えんの高こう欄らんから身を乗り出し、眼下に広がる陸──いつか、千寿丸と一緒に望のぞんだ海とは反対側──の光景に目を凝こらした。蓬砂城のある北から、漣吾たちが逃げてきた道を辿たどるように、あちこち煙けむりが上がっている。冬興の兵が進軍とともに、津広の領りよう内ないを焼き払っているのだ。

「使いに出した者たちは、皆、津広を出る前に戻ってこざるを得ない状況です」

「くそっ！」

　漣吾は高欄をきつく握りしめた。忌いま々いましげに煙をにらむ。

「陸は駄だ目めでも、水路は！　東の吉き楽らく川がわを使えば……」

「吉楽川もとうに押さえられております。敵方は渡と河かを済ませ、陣じんを張っているそうです。……千芳姫様の捜索に、人手を取られていたのが響きました」

　漣吾は今度こそ青ざめた。

　吉楽川は津広城にとって天然の外そと堀ぼり。そこを敵軍が越えたとなれば、喉のど元もとに刃物を突きつけられたも同然だ。

「引き返してきた使者たちの報告によると、吉楽川を固める兵の指し籏きは、柴しば坂さか家のものだったとか。そして、西から進軍する兵の中には横よこ内うち家の紋もんも……」

　気弱な柴坂、狡こう猾かつな横内の顔が脳裏によみがえる。彼らは新しい主に冬興を選んだのだ。

「……柳ヶ瀬も合わせて、五家のうち三家が反旗を翻ひるがえしたということか」

　子どもでもできる残ざん酷こくな算術だ。三対二。

　助けを期待できるのは小山田家のみとなったが──。

「小山田様も捜索に人手を割さいていたでしょう。留守居の者が異い変へんにすぐ気づいたとしても、こちらへ兵を送るのには時間がかかるかと……」

「分かってる。しばらくは有羽の兵だけで耐えないといけないな」

「有羽の兵は既に半数近くが、奇襲でやられました。城下の民を集めても、どれほどの力になるか……。援軍が期待できないならば、籠ろう城じようは不ふ利りです」

「分かってるよ！」

「ならば──降こう伏ふくなさってはいかがですか」

　何を言われたのか分からなかった。

　義之助を見上げると、真剣なまなざしで見つめ返された。

「今、柳ヶ瀬様に恭きよう順じゆんすれば、これ以上無駄な損そん害がいを被こうむらずに済みます」

「腑ふ抜ぬけたことを言うな！」

　漣吾はまなじりを吊り上げた。握り拳こぶしで高欄を叩く。

「冬興は大たい義ぎなく反旗を翻した謀反人だぞ。このままのうのうと見過ごせるかっ！」

「されど、無駄な戦で津広の地を荒らせば、苦労するのは次の当主ですから」

　義之助の静かな声に、漣吾はぎょっとした。

（次の当主だって？　……次の当主へ、代だい替がわりするなら、オレはどうなる？）

　心臓がどくどくと大きく音を立て始めた。

　冬興の言葉を思い出す。彼は津広を奪って、新しい駒こまに与えると言っていた。

（駒って……誰のことだったんだ？）

　義之助が無言のまま、漣吾へ手を伸ばしてきた。

　とっさに避よけようとしたが叶わない。甲冑がガシャガシャとけたたましく音を立て、漣吾は高欄に肩を押しつけられた。

「痛っ……」

　義之助の手はまるで万まん力りきのようだった。漣吾をこのまま廻まわり縁えんの外へ押し出そうとしているのかと思うほどだ。漣吾は歯を食いしばり、義之助を見上げた。

「……義之助、やめてくれ」

　相手は無表情だ。既に決けつ意いを固めている、説得は通じない。そんな顔だった。

「ここまで来れば、助けを呼んでも誰にも聞こえないでしょう」

「……オレを、どうするつもりだ？」

「若殿様の首を持って降伏し、戦を終わらせます。そして私は、柳ヶ瀬様に認みとめられて、新しい有羽の主となります」

「義之助も冬興と通じていたのか……」

　義之助は漣吾の代理として、蓬砂城へ捜索の報告をしに行っていた。その時に何かあったのだろうかと、ちらりと思う。

「あの方は、わがままばかりの若殿様とは大違いなのですよ」

　今まで溜ため込んできた鬱うつ憤ぷんを押しつけるように、義之助の手が、ますます強く漣吾をつかんだ。とうてい逃げ出せそうにない。

（これが、オレの、津広の主としての末まつ路ろか……。情けない）

　一生懸けん命めい歩いてきたつもりだったけれど、結局、支え手を失うしなえばたちまち腐くさり落ちる橋を渡っていたのだ。

　気力が萎なえて、膝をつく。高欄にもたれてへたり込み、ぼんやりと義之助を見上げる。もう、逃げ出す意思も湧わいてこない。

「義之助が津広を治おさめるのなら、一応、有羽家の血筋は絶えないってことだな……それなら、父上も納得してくれるかな」

　そう言って、自分の腰に手た挟ばさんだ短たん刀とうの柄つかを撫でた。

「せめて、腹を切らせてくれ。最さい期ごくらい……男らしく、当主らしく死にたい」

「ならば、ここで。介かい錯しやくは私が致します」

　義之助は頷き、抜ばつ刀とうした。刃先を漣吾の首筋に合わせ、振りかぶる。義之助は元々忠ちゆう義ぎ者ものなのだ。苦しまないよう、上手に首を刎はねてくれるだろう。

　漣吾は胴どう当あてを外はずし小袖の前をくつろげると、短刀を逆手に、自みずからの腹へと構かまえた。

　恐怖はない、ただ、残念だった。

（こんなことなら……最後に、千寿丸の乗った船を見送ればよかったな）

　北側の廻縁からは、海が見えない。

　けれど、瞼を閉じれば、津広の海をありありと思い浮かべることはできる。

　千寿丸を乗せた船が水平線へと遠ざかっていき、蓬砂国を出て行く光景は、想像するだけで寂しかったけれど、一方で、とても晴れがましく、嬉しい気持ちになれる眺めのはずだった。津広を離はなれない漣吾の分まで、千寿丸が遠くの世界で生きていくのだと見届けたかった。

　それさえ叶えば、漣吾はもう、思い遺のこすことなんてない。

　これほど死し出での土産みやげにふさわしいものはなかっただろうに。
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　千芳が天守の頂上へと足を向けたのは、城内をさんざん捜し回った後のことだった。

　もうここしかない、と廻縁を覗のぞいて、信じられない光景にぶつかる。

「──漣吾殿？」

　とっさには現実のものだと思えなかった。

　こちらに背中を向けて、うずくまる漣吾。その斜ななめ後ろで、刀を振り下ろした姿し勢せいで固まる義之助。まるで、罪ざい人にんと処しよ刑けい人にんのようだ。

　雨粒のようにぽたぽたと、血が滴り落ちていた。

「く……」

　漣吾がうめき声を漏らす。

　籠こ手てに覆われた右手で首筋をかばって刀を受け、左手は手のひらで刃をつかんでいた。義之助の刀を、なんとか自分から逸らそうとしている。

「何やってんだ！」

　千芳が飛び出して義之助に体当たりすると、漣吾に気を取られていた相手は易やす々やすと身体をぐらつかせた。その隙に漣吾が刀を奪うばい取り、廻縁の隅すみへ滑すべらせるように投げる。

「お前っ……！　逃げたのではなかったのか!?」

　義之助が力任せに千芳を振り払う。

　千芳は態たい勢せいを整え直すと同時に腰の刀を抜いた。切きっ先さきを義之助へ突きつける。

「義之助殿……どういうつもりだ!?　自分が今何をしたか分かってるのか!?」

　千芳の構えを見て、得え物ものを失った義之助はじりじりと後こう退たいしていく。目には忌々しさが露あらわだった。

「どうあがいても津広城は必ず落ちるっ！　あの時死んでおけばよかったと思うことになるのだ。せいぜい後こう悔かいしろ！」

　そう吐き捨てるや否いなや身を翻し、脱だつ兎とのごとく階段を駆け下りて行った。

「待てっ……！」

「ほっとけよ。どうせ冬興の所へ行くんだ」

　か細い声がして、千芳はたたらを踏んだ。

（そうだ。漣吾殿！　──怪我は!?）

　振り返ると、漣吾はぺたりと座り込み、魂たましいが抜ぬけたような顔でこちらを見上げていた。元から小さな身体が更に縮ちぢまってしまったように見える。だらんと投げ出された手の先には、抜ぬき身みの短刀が転がっていた。

　よくよく彼女を見れば、さらしで押さえた胸の下、日に焼けていない白い腹が露わだった。彼女が一体、何をしようとしていたのか見当がついてしまい、千芳はぎくりとした。

　そんな千芳の顔色を見て、漣吾が、ふ、と息をつく。

「能のうのない主が家臣に見限られて討うたれるなんて、別に珍めずらしくもないだろ？」

「な……何落ち着いてるんだよ！」

　千芳には漣吾のしんなりとした態度が腑ふに落ちなかった。以前にも、彼女が義之助をかばおうとしていたことを思い出す。

「陰かげ口ぐちとは訳が違う。裏切られて、殺されかけたんだろ!?」

「……オレに足りないもの、千寿丸が一番よく知ってるじゃないか。オレには、どれだけ努ど力りよくしても埋められないものがあるって。千芳姫様も同じだ。だから、蓬砂城から逃げてきたんだろ？」

　漣吾は弱々しく微笑ほほえみ、首を振った。

「男の千芳姫様がお姫様でいられないのなら、オレだって津広の領主じゃいられないんだ。だってオレは……」

　──女だから。

　かすれた声が、そうつぶやくのが予感できて、千芳は目を見開いた。

「だから、ここで義之助に首を渡すのも運命なのかもなって」

　漣吾の手は血塗まみれだった。傷自体は命に関わるものではないだろう。しかし、その赤い色は、死を連想させるのに十分な鮮あざやかさだった。

「運命って……そんな訳ないだろ！」

　千芳は漣吾の手を取った。傷ついた方の手も、そうでない方も、ぎゅっと自分の手の中に閉じ込めて、胸元へ引き寄せる。そうしなければ、漣吾が遠くへ行ってしまうのではないかと思った。

「痛い」

　漣吾が眉をしかめた。でも、死んだらこれくらいの痛みじゃ済まなかったし、痛いと声をあげることもできなくなる。

「本当に殺されてやるつもりだったら、こんな風に手のひらを血塗れにする必要なんてなかったはずだ。強がりで死ぬなんて言うな！」

　感情に任せて叫んだ後、本当に言いたいことはこんなことじゃないと気づく。

「……俺、言ったよな。漣吾殿以上に有羽家を守れる人なんて、いないって！」

「あ……」

　漣吾の青白い頰が、何かを思い出したように震えた。

「覚えてるだろ？　俺は覚えてる。漣吾殿が男に負けないくらい鍛たん練れんを重ねてて、有羽家や津広を本当に大事に思ってるって知ってるから……」

　漣吾からの応えはなかった。ただ、千芳の言葉をじっと嚙みしめていることだけが、その表情から伝わってくる。

　千芳は漣吾の左手をそっと持ち上げ直し、引き裂さいた小袖の裾すそを包帯代わりに巻きつけた。ついでに、はだけたままの小袖や胴当てもつけ直す。なんだか子どもの面めん倒どうを見ているような錯さつ覚かくに陥おちいりかけたが、本当に子どもが相手だったら、やましい気持ちで視線をあさってに向けたりはしなかっただろう。

「……どうして漣吾殿は、女おな子ごのくせに、いつも簡かん単たんに肌はだを晒さらすんだよ」

　こんな時だというのに、千芳は頰が熱くなるのを自覚してしまう。

「簡単にじゃない」

　漣吾は悔しげに唇を嚙む。生せい気きを失った顔に、負けん気の強さがよみがえり始めていた。

「本当に腹を切って……死んでもいいと思ってたんだ。寸すん前ぜんまでは」

「じゃあ、どうして抵てい抗こうしたんだ？」

　漣吾はその質問には答えず、代わりにむっと眉をしかめた。まなじりを吊つり上あげ、千芳に食ってかかる。

「だから──だいたい、どうしてお前がこんな所にいるんだよ！　さっさと湊に行けって言っただろ！　津広から出てけよ！」

　質問と叱しつ責せきをごちゃまぜにした声をあげて、ぷいっとそっぽを向いてしまう。頰は上じよう気きし、怪我の失しつ血けつを忘れさせるほど血の気に満ちていた。

　漣吾の態度の急変に、千芳は啞あ然ぜんとその横顔を眺ながめた。

（……そうだった。俺、顔も見たくないって言われたんだった）

　嫌われてしまったのだという事実を、改めて思い知る。自分の行動が招まねいたこととはいえ、それをはっきりと自覚することは苦しい。

（でも、俺は、漣吾殿を守りたい）

　嫌われてたって構わない。

　彼女を守る手段を、今は千芳だけが持っている。

　千芳にしか使えない手段なのだ。

「俺は津広を出て行かないよ」

「なんだよ、まだ言い訳するつも……っ!?」

　千芳は漣吾の肩を引き寄せた。残念ながら、彼女の身体は頑がん丈じような甲冑に包まれていたため、抱きしめた、という実感は湧わかなかった。でも、それでも十分だった。

「は、放せ！　この噓つきの、卑怯者の、軟なん弱じやく者もの……！」

　漣吾が身体をよじって逃げ出そうとする。千芳はますます力をこめて抱き寄せた。耳元に口を寄せると、漣吾はひゅっと息を止め、全身を石のように硬くした。

「もう、二度と噓なんかつかない。だから、津広を出て行けなんて言わないでくれ。俺にも、じじ様の借りを返させてくれ」

　千芳が望むもの。

　綺き麗れいな打掛、甘いお菓か子し、安全な暮らし、すべて捨ててでも欲しいもの。

　それは、漣吾のそばで、彼女を。

「……漣吾殿を守らせてくれ」

「オレを？　何言って……」

「俺のことは嫌ってていい、許せないままでいい。俺が騙だましてたんだから当たり前だ。でも、津広の当主なら、自分の感情だけじゃなくて、損そん得とくを計算して動け」

　当主という言葉に、漣吾がぴくりと震えるのが分かった。

　卑怯な言い方だと、我ながら思う。彼女の弱みにつけ込んでいるのだ。

　でも今は、どんな手を使ってでも望みを果はたしたかった。

「俺を利用すれば戦に勝てる。津広の主にとって、今、それ以上欲しいものはないはずだ」

「……城はもう包ほう囲いされてるんだぞ。兵も足りないし、援軍だって期待できないのに」

「俺には策さくがある。包ほう囲い網もうを崩して、援軍を集められるかもしれない」

「そんなの、どうやって」

　漣吾は信じられないというように、小さく首を振った。千芳は漣吾の顔を覗き込み、はっきりと告げた。

「蓬砂国の評ひよう判ばんの姫君……千芳姫にお出まししてもらうんだ。千芳姫が漣吾殿を勝たせる」

「え？」

　漣吾がまじまじと千芳の顔を見る。千芳は安心させるように、大きく笑みを浮かべた。

「男の俺がちゃんと姫になれたら、漣吾殿だって津広の主でい続けられるって、きっと自信がつくだろ？　男女がさかしまでも、大丈夫だって」

　千芳は立ち上がり、ぽかんとしている漣吾の腕を引っ張り上げた。そのまま彼女の手を引き、階段へ向かう。漣吾はまだすべてを飲み込めず、困惑しているようだった。

「どこに行くんだ？」

「瑠衣殿の所よ。打掛やら化け粧しよう道具やら借りないと。──それがわたしの、戦道具なのよ」

　わざと姫君らしく言ってみた。違い和わ感かんを覚えず、むしろ口になじんでいるのがおかしい。

　一方、漣吾はそんな千芳を不ぶ気き味みそうに見ていたのだけれど、彼女の前を歩く千芳は、まったく気づいていないのだった。
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　奥おく御ご殿てんの一室──。

　瑠衣がぶちまけた衣装の海の中で、千芳が傲ごう然ぜんと胸を張る。

「自じ慢まんじゃないけどわたしは緋ひ色いろが似合うのよ！　抜けるように肌が白くて眼め鼻はな立だちがはっきりしているから、華はなやかな色も負けずに着こなせるの」

「本っ当になんの自慢にもなってないからな!?」

　漣吾は心から馬ば鹿か馬ば鹿かしい気持ちで叫んだ。

　……これが、敵てき兵へいに包囲された城の主が、戦支度の最中に言うべきことなのだろうか。

　千芳が仕立てた作戦の、一通りの説明を理解はしたものの、心こころ根ねでは未だ状況をつかみかねている漣吾だった。

「そうですわね。もう抜けるように真っ白……とは言いがたいお肌ですものね」

　瑠衣が化粧道具を並べながら頷く。彼女は千寿丸の正体を知らされても、けろりと受け入れてしまっていた。もしかすると、蓬砂一の大物は彼女かもしれない。漣吾はなんだか、自分の心が狭せまいと暗に指摘されたような気がして憂ゆう鬱うつだ。

　千芳が眼を見開き、はっと己の頰を押さえている。

「しまったわ……日焼けが」

　日々の鍛練の証あかしである。なんら恥じるものではない。

　第一、漣吾から見れば、それでもまだ千芳の肌は白い方だと思う。

　正直にそう伝えて、相手を喜ばせるのも癪しやくなので──というか、そんなことで喜ぶ千芳の姿を見たくないので──黙っておく。やっぱり心が狭いのかもしれない。

「でも大丈夫。あたくし愛用の白粉おしろいを使えば、それくらいは誤魔化せましてよ」

　瑠衣は楽しそうに言って、千芳を鏡の前に座すわらせた。

「先にお化粧をしちゃいましょうか」

「そうね。漣吾殿は打掛を見つくろってて頂ちよう戴だい！」

「わ、分かんないよそんなの……！」

　突然矛ほこ先さきを向けられ、漣吾はうろたえた。戦場で陣じん形けいを選ぶように、着物を選べと言われても困る。鶴かく翼よくの陣と魚ぎよ鱗りんの陣の違いは分かっても、緋色と茜あかね色いろの区別はつかない。

「赤っぽい、大おお柄がらな模も様ようのやつ。遠目から見ても、姫君だと分かる派は手でなのよ」

　鏡ごしに千芳と目が合う。

　冷静で的てき確かくな指示を出す口ぶりも目つきも、ひとかどの武ぶ将しようのようだった。この人を頼れば、負けない。そう思わされる。まるで、漣吾がそうなりたいと願っていた大人の男のような。

　……かたわらで、瑠衣がせっせと白粉を塗ぬり込めていなければ、の話だけれども。

　なんだか納得いかない気持ちで、それでも漣吾は打掛を選び出した。真しん紅くの地に、鷹たかが舞う。羽の一枚一枚が精せい緻ちに刺し繡しゆうされていて、漣吾の目にも華やかに見えた。

「これでいいかな……」

　慣れない手つきで打掛を広げて振り返ると、そこには化粧を終えた千芳が立っていた。

「……！」

　背中へ流れる黒髪、白い肌、桜おう桃とうのような唇、薄うすく笑みを浮かべた様はまさに花がほころんだような──蓬砂国の美姫そのものだ。

　漣吾は自分の心臓が跳はねる音を聞いた。
















　初めて千芳姫と対たい面めんした時の、これが初恋というものなのだと感じたときめきを、不ふ覚かくにも思い出していた。

（いや、違う違う違う！　これ千寿丸だからな!?　男だからな!?）

　髪は付け毛、肌は白粉まみれ、唇は紅べにがたっぷり。作り物だ。その証しよう拠こに……

「ああ、いい打掛ね。ありがとう」

　……声は低く、明らかに男のものなのだ。

　それなのに、漣吾は千芳を直視できなくなってしまい、つっけんどんに打掛を突き出すのが精いっぱいだった。

（なんか、く、悔しい……！）

　二度と顔も見たくないと思った憤いきどおりが、圧あつ力りよくを増して空へと突つき抜ぬけていく。

　あんまり心が騒さわぐので、漣吾はそれ以い降こう、むっすりと押し黙り、千芳と口をきかなくなった。




　そして、夜。

　津広城内の湊から、吉楽川の河か口こうへ、一いつ艘そうの小舟がひっそりと入っていった。漕こぎ手は小山田。舳へ先さきには松たい明まつを掲かかげた千芳がきりりと立ち、夜目にも鮮やかな真紅の打掛の裾をはためかせていた。

　小舟を見送った漣吾と瑠衣は、そろってため息をついた。感かん嘆たんと不安の入り混じった、複雑なため息だった。

「確かに千寿丸はなかなかの美形だと思ってましたけれど、ああまで美しく装よそおわれると……ちょっと、あたくし、女としての地位が揺らいだ気がしますわね」

「十五年も周まわりを騙してたんだ。これくらいできて当たり前だろ。肝かん心じんなのはこれからだ」

　漣吾は不ふ機き嫌げんに答えた。

　妹の気持ちを知ってか知らずか、瑠衣はおっとりと微笑みを浮かべる。

「きっとうまくいきますわ。千寿丸が津広に残ってくれて、よかったですわね」

　漣吾は何も答えなかった。




　小舟は夜明け前に、出しゆつ航こうした時と同じようにひっそりと戻ってきた。

　千芳の頰は満足げに上気し、紅を刷はいた唇は弧こを描えがいていた。
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　手当てを終えた竜蔵は、大手門から近い二の丸へ移されていた。傷はふさいだものの、一晩経たって夜が明けても、意識を取り戻す様子はない。

　医者は手を尽つくしたと言い、これ以上できることはないと言った。

　後は竜蔵自身の生命力と運に賭かけるしかないのだ。

　千芳は枕まくら元もとからじっと祖父を見つめ、その手を取る。自分の温ぬくもりを分け与えるように握りしめてから、そっと立ち上がった。

「行ってくるわ、じじ様。もう一度、力を貸してね」
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「冬興様にご報告します！」

　陣じん幕まくが慌あわただしくめくられ、伝でん令れいの足あし軽がるが膝をついた。

「津広城、大手門が開きました！　向こうから仕掛けてきて、交戦しております！」

「なんだって」

　冬興は床しよう几ぎから腰をあげると、足早に陣幕の外へ出た。

　彼が本陣を構えたのは、津広城から西にある、見み晴はらしのいい丘の上だった。しばらくはここから、追い詰められた相手の悪あがきを見物するつもりだった。

　城を落とすにも、手順というものがある。まずは周りを囲み補ほ給きゆう路ろを断たち、城下の村や町を焼き尽くし、相手の物ぶつ資しも気力もすり潰してから、やっと攻撃を仕掛けられるのだ。

　一方、城に立てこもる側の手順といえば、第一に守りを固めるべきである。それを無視して、むやみに兵を城から出してくるとは。

「……愚おろかな」

　丘の木々ごしの眼がん下かに、報告通りの光景を認め、冬興は失しつ笑しようした。

「相手の大将は御館様でも小山田殿でもなく、漣吾殿のようですな」

　かたわらに立つ横内が、淡たん々たんと言う。冬興は頷いた。

「嶋しま井い竜蔵や小山田ならば、こんな風に拙せつ速そくに兵を動かしたりはしませんからね」

「……御館様は死んだのでしょうか」

「もちろん、その可能性が高い。そうでなければ、漣吾が指揮を執とる訳がないですよ」

　冬興は慎しん重ちように答えた。横内が、探さぐるような目でこちらを見ているのが分かったからだ。

（……今は私に助力しているとはいえ、蓬砂城が落ちるまでは、どちらにつくとも明めい言げんせず、日ひ和より見みしていた男だ。そばに置いておかねば、危なっかしくて困る）

　その点、柴坂などは、小心すぎて裏切りようもないだろうと判断できて、心置きなく離れた場所へ布ふ陣じんさせることができていた。

　竜蔵が漣吾の猿さる芝し居ばいに付き合って、千芳姫捜しに明け暮れている間、冬興は柴坂や横内を煽あおり立て、謀反の協力を約束させた。元々、既に冬興と親しくしていた二人だったが、さすがに謀反となると、説得には少し時間がかかってしまった。

　その後、蓬砂城を急きゆう襲しゆう。城の兵の大半は竜蔵が連れ出していたから、制せい圧あつは呆気なく完了した。そのまま竜蔵たちの帰還を待ち受け、のこのこと姿を現した彼らに矢を射かける──すべてが、冬興の思った通りに進んでいた。

　唯一の不安材料といえば、竜蔵の死をはっきりと確認できていないことだろう。足軽の槍に貫つらぬかれた所を見た人間は複数いたものの、肝心の首しゆ級きゆうをあげるのを小山田に阻そ止しされてしまったことが、かえすがえすも悔くやまれる。

（だが、もう心配する必要はなさそうだ）

　冬興はもう一度、津広城へ目を凝らした。

　有羽の兵には妙みような勢いがあり、柳ヶ瀬の兵列はじりじりと後ずさって、城から離れようとしている。数ではこちらが勝っているはずだが、まだ統とう制せいが取れていないせいだ。

　ふいを突かれて、一いつ時ときとはいえ相手を勢いづかせるのも面おも白しろくない。

「全軍、大手門へ向かわせろ。一気に攻めて、かたをつけてしまえ」

「はっ！」

　伝令役が走り去ると、冬興は口元がにまにまとゆるむのを抑えきれなくなった。

　この分なら、今日中にあの城を落とすことができるかもしれない。

（ゆっくりじわじわと……食料も水も尽きるまで苦しめてやるのも一いつ興きようだったがな）

　餓が死しはこの世で一番苦しい死に方だと聞く。漣吾には、それくらいの罰ばつを与えてしかるべきだ。そのために、あえて津広城への逃げ道を残しつつ、漣吾を追い立てたのである。

「今更、嶋井竜蔵の首ひとつくらい、預けておいてなんの問題もない」

　あの頑がん迷めいな若者は、主君の亡なき骸がらと役立たずな姫君を抱かかえて、さぞオロオロしていることだろう。その姿をありありと思い浮かべることができて、冬興はとうとう笑い声をあげた。

「ははっ、ははははははっ！　私を虚こ仮けにした罰だ！　ざまあみろ！」

　冬興がのけぞって哄こう笑しようする様を、横内は圧あつ倒とうされたように見守っていた。
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　有羽の兵は善ぜん戦せんしていた。

　弓きゆう兵へいが後方から敵を撥はねつけ、相手が怯ひるんだ所へ槍そう兵へいが突っ込んでいく。

「行けぇっ！　行けぇっ！　我らには──……様がついておるのだ！」

「──……様をお守りしろおっ！」

　おたけびをあげる彼らは、数の不利を気き迫はくで補おぎなっていた。このまま行けば、柳ヶ瀬の包囲網に風かざ穴あなを開けられるのではないかとさえ思った所へ、敵兵がどっと増えて厚みが増す。

「来たな」

　千芳は漣吾とともに、大手門のそばに建つ物もの見み櫓やぐらにいた。弓矢が飛んでこないよう身を低くしながら、門前の戦せん闘とうをにらむ。

　西と北からは柳ヶ瀬・横内軍が大たい河がの流れのように迫り、東の吉楽川沿いからは柴坂の軍勢が、大河へ合流しようと動いているのが分かった。

　有羽の兵はじょじょに城へと押し戻されつつある。

「そろそろ──」

　千芳が立ち上がろうとすると、横から肩を押さえつけられた。

「まだだ」

　漣吾がぴしゃりと言う。千芳の隣となりにしゃがみ込む彼女は、一心に戦せん況きようを見つめていた。

「もっと相手を寄せつけないと意味がない」

「もっとって、もう十分じゃない？　あんまり粘ねばると、こっちの兵がもたないわ」

　そう言っている瞬間にも、土つち埃ぼこりの舞い上がる戦せん列れつでは、力尽きて倒れる兵がいる。早く合あい図ずを送ってやらねば、死人はますます増えていくのだ。

「損そん得とく勘かん定じようをしろと言ったのは千寿……千芳様じゃないか。やるなら、最大限効こう果かを発はつ揮きするまで待つ」

　漣吾は青ざめた顔色で、握りしめた拳を腰板に押しつけ、じっと息を詰めていた。

　自分の指さし図ずひとつで人の生き死にを変えてしまうことを、千芳に言われるまでもなく、漣吾は重々承知しているのだ。その横顔はまさに、一城を治める領主の顔である。

（誰がなんと言おうと、津広の当主は漣吾だ。それ以外にあり得ない）

　思わず千芳は、漣吾の拳に自分の手を重ねていた。励ましたい、守りたい──そんな気持ちを表すのに、今はこれだけの方法しかなかった。彼女の手は緊きん張ちようですっかり冷たくなっている。千芳だって似たようなものだ。そして漣吾も、千芳の手を振り払おうとはしなかった。

「……行くぞ」

　やっと漣吾が頷くまでの間が、夜明けをまたいだのかと思うほど長く感じられた。




　ドォン……と伝令の太たい鼓こがひとつ鳴り、有羽の兵は足を止めた。一いつ斉せいに、引き波のように後退する。敗はい走そうではなく、明らかに何かを企たくらむ戦せん略りやく的てきな動きだった。

　柳ヶ瀬の兵は奇き策さくを警けい戒かいし、槍を振り上げたまま足踏みする。

　その時、大手門から一頭の馬が飛び出してきた。有羽の兵列の中央を駆け抜け、最前線へ躍おどり出る。

「な……なんだありゃ？」

　柳ヶ瀬の兵たちが目を丸くし身を乗り出した。見間違いかと目をこする者、隣の人間と顔を見合わせる者、ぽかんと口を開く者や頰を赤らめさせる者と、様々な反応が起こり、ざわめきが広がった。

　啞然とする彼らの目前で立ち止まり、敵を睥へい睨げいするのは、一頭の馬に乗る二人の人影。

　手た綱づなを引いているのは、その甲冑姿から津広城の主だと知れた。大将首の登場に色めく者もいたが、それよりも目を引いたのは、もうひとり──緋色の打掛姿の方だった。

　戦場では異様な姫君の姿に、あたりは水を打ったように静まり返った。

「わたしは千芳姫！　蓬砂国国主、嶋井竜蔵の孫娘よ！」

　呆気にとられる敵兵をぐるりと見渡し、千芳は大きな声で叫んだ。

　何百何千もの視線が、千芳の白粉をのせた頰に突つき刺ささる。

「姫って……確かに天てん女によみてえな面つらだけど。あれ、男の声じゃねえか？」

　敵陣から、ぼそぼそと戸と惑まどいの声があがり始める。

　千芳はぐっと息を詰まらせた。

（俺は、千芳姫だ。それは事実なんだから、堂々としてろ、俺！）

　内心で叱しつ咤たの声をあげ、紅を塗り重ねた唇を引き結んだ。

（打掛も化粧も、俺を十五年間守ってくれた鎧よろいだ。昨日も、さっきも、うまくやれた。あと一回！　今だけでいいから俺を守れ！）

　今の千芳にできることは、これしかないのだ。刀や弓を振るうよりも、もっと大きな力を手に入れるためには──。

　千芳はもう一度、敵兵たちの疑ぎ念ねんをなぎ払うように毅き然ぜんとした声を発する。

「蓬砂の主は我が祖父、竜蔵である！　謀反人の柳ヶ瀬に蓬砂を統すべる資格などない！　謀反に加か担たんするそなたらには、きっと天てん罰ばつが下るぞ！」

　その言葉を後押しするように、有羽の兵の中にいた小山田が声をあげた。

「千芳様のお声は御館様のお声と心こころ得えよ！　貴様らとて、一度は御館様に仕えた身ならば、戦の鬼と呼ばれた御館様の力を知っておろう！」

　有羽の兵たちも気き炎えんをあげる。

「そうだ！　御館様が姫様に乗り移られたんだ！」

「千芳様に御館様の魂が入ったのだ！」

「奇跡だ！」

「我らには鬼嶋井様がついているんだぞ！」

　出しゆつ陣じん前に千芳から激げき励れいを受けていた彼らの声は、闘とう志しに満ちていた。たとえ不利な状況であっても、背後に鬼嶋井がいるならば、絶対に負けないと確信しているのだ。──彼らの戦意をここまで高こう揚ようさせたのも、千芳の姫君としての力だった。

　しかし、敵陣からはいくつもの怒ど声せいが跳ね返ってくる。

「そんなこけおどしが通用すると思ってんのか！」

「天罰なんぞに構ってられるか！　それが乱世じゃねえか！」

「あんなの男が化けた偽にせ姫ひめだ！　やっちまえ！」

　前線の足軽たちが槍を振り上げ、千芳へと駆け出す。有羽の兵も色めき立って、千芳を守ろうと再び攻こう勢ぜいに転じようとする。

　しかし千芳は怯まなかった。

「そなたたちがどう思おうと、我が祖父に正義があることは変わらない！」

　打掛の袖から腕を突き出し、握り拳を天へ掲げる。

　それを合図に、背後の物見櫓から太鼓が鳴った。

　──ドォンドォンドォン……ドォンドォンドォン……。

　腹の底まで揺らす、低い音が立て続けに響く。

　その音に反応したのは有羽の兵ではなく、吉楽川から押し寄せていた柴坂の兵であった。

　ゆっくりと進軍し、今にも柳ヶ瀬・横内軍と合流しようとしていた彼らは、突とつ如じよ、鬨ときの声をあげ、猛もう烈れつな速さで柳ヶ瀬・横内軍へ突っ込んだ。

　悲ひ鳴めいに怒声。狼ろう狽ばいと混乱。

　無防備な脇腹に不意打ちを食らった柳ヶ瀬・横内の軍勢は、たちまち隊列を崩していく。

「な……なんだ!?」

　有羽の兵と槍を交まじえていた前線の兵たちは、後方での事態を把は握あくするのに時間がかかる。慌ただしく前後を見比べ、柴坂の軍勢が突進してくるのに気づいて、ようやく自分たちが挟はさみ撃うちにされたのだと顔色を失った。

　そんな彼らにとどめを刺そうと、千芳は高々と声をあげる。

「これが我が祖父の力、蓬砂の正当な主たる嶋井家の力よ！　思い知りなさい！」

（これでもう手の内全部！　退たい却きやくしてお願い……！）

　切せつ羽ぱ詰つまった本ほん音ねとは裏腹に、美しい造ぞう作さに硬さが加わった顔は、戦の女神のような覇は気きを発し、敵を恐きよう慌こう状じよう態たいに陥らせるのに十分な迫力を湛たたえてきた。今や、姿とちぐはぐな低い声さえ、その違和感でもって神秘的な妖よう艶えんさを演出している。

　少なくとも、敵対する兵たちにはそう見えた。

　今まで息をひそめて戦況を見守っていた漣吾が、敵兵の怖おじ気けづいた様子を確かめると、ばっと腕を横にないだ。

「今だ。かかれっ！」

　抜ばつ群ぐんの瞬間の号令に、有羽の兵は嬉き々きとおたけびをあげ、敵へと襲いかかる。

　もはや柳ヶ瀬の兵たちから戦意はすっかり失われていた。足軽のひとりが列を抜けて逃げ出すと、雪崩なだれを打ったように敗走が始まる。

「お前ら逃げるな、戦え！　戦えええっ！　命令だぞ！」

　柳ヶ瀬側の足軽大将が馬上から叫ぶが、効果はまったくない。それどころか、無む秩ちつ序じよな敗走のせいで、味方同士ぶつかってのたうち回る者までいた。

「や……った！」

　崩れていく敵兵を見渡すと、千芳は思わずため息をついた。後ろを振り返ると、漣吾も同じようにほっとしているようだった。

　千芳の視線に気づくと、漣吾は慌あわてて表情を引きしめ直す。

「ま、まだ油断は禁きん物もつだ。敵の大将を……冬興を討うたないと」

「ああ」

　千芳は西の丘を見上げた。

　勝利に喜ぶのはまだ早い。敵は──あそこにいる。





[image: ]






　柴坂の予期せぬ裏切りは、冬興の本陣からもよく見えていた。

　報告に現れた伝令兵の顔は真っ青だった。まるで、鬼嶋井その人を見たような顔で、千芳姫に鬼嶋井が乗り移っているのだと、大おお真ま面じ目めに言う。

（柴坂の裏切りがなんだ。何が千芳姫だ……ふざけるなっ！）

「ええい──こうなったら、私が行く！　馬を出せ！」

「柳ヶ瀬殿、これはまずいのではありませんか……？」

　うろたえる横内を引きずり、本陣を出た。

　いらだち紛まぎれに馬の腹を蹴り、勢いを増して坂を駆け下りていく。

（私の手しゆ腕わんさえあれば、軍勢を立て直し、再び津広城を攻めることなどたやすい──）

　自分を護ご衛えいしながら走る側そつ近きんたちを見渡し、目に強い光を宿らせる。これくらいのことで揺らぐなら、そもそも謀反など起こさない。

　そんな冬興の気勢を殺そぐように、前方から矢が飛んできて頰をかすめた。

「な──」

　前を走っていた側近のひとりが、額ひたいに矢を受けて倒れた。乗り手を失った馬がいななき声をあげ、脇道へと逃げ出していく。

　冬興が顔をあげると、坂の下に緋色の打掛が翻った。

　──千芳姫だ。

　漣吾の操あやつる馬に腰かけ、挑いどむように冬興を見上げていた。彼女らの前には兵が並び、弓兵が絶たえ間まなく矢をつがえ、冬興めがけて放はなってくる。

（待ち伏せされていた……！）

　手綱を引きしめ、馬を急きゆう旋せん回かいさせようとしたが、坂道のせいでうまくいかない。すぐ後ろにいた横内は、我を失い落馬する始末だった。

「冬興様をお守りしろ！」

　側近たちが冬興の前に居い並ならび、盾たてになろうとする。彼らが刀を構えたのを見て、千芳たちの足軽も槍を構えた。そのまま戦闘に突とつ入にゆうするかと思われた時、凜りんとした声が響いた。

「──弓兵、やめ」

　漣吾が片手をあげて言った。そして、どうするつもりかと思えば、千芳に何事か促うながしている。千芳も心得たように頷き返していた。

（なんだ……？）

　冬興が様子をうかがっていると、ふわり、と顔をあげた千芳と目が合う。千芳は──笑っていた。




　花がほころんだような微笑み。

　何度もそう称えられた美しい笑みを浮かべて、千芳は冬興たちをぐるりと見やる。

　敵はこちらに気け圧おされ、誰ひとりとして、千芳に襲いかかろうとしない。

「冬興殿、お久しぶりですこと。じじ様がよろしく伝えてくれと仰おつしやっていましたわ」

「誰がそんな戯ざれ言ごとに惑まどわされるか！　嶋井竜蔵は死んだはずだ！」

　冬興が唾つばを飛ばしてがなり立てる。彼だけは、まだ、戦意を保たもっているようだった。

「貴様、姫の偽者であろう。鬼嶋井の名を借りて窮きゆう地ちを脱だつしようとは、卑ひ劣れつな……！」

「卑劣なのはどちらかしら？」

　千芳は小首を傾かしげた。楚そ々そとした姫君ぶりが引き立つようにする仕草は、この十五年でみっちり身体に染しみついている。

（やっぱりこれ、刀を振るうより得意だなぁ……）

　内心、しみじみしてしまうほどだ。この力で、冬興を最後まで追い詰めるしかない。

「人の寝しん所じよに忍しのび込んできた殿との方がたに、卑劣云うん々ぬんと言われたくありませんわね」

「な……どうしてそれを知って……ッ！」

　冬興は慌てて口をつぐんでいたが、遅おそい。冬興の動どう揺ようは、彼を守ろうとする護衛たちにも確実に伝わっている。目の前にいる姫君が偽者なんかではなく、鬼嶋井の孫娘なのだと、強く意識したことだろう。

（ついでに、冬興が人の寝所に忍び込んできた下げ衆す野郎だってこともな！）

　もうひと押しとばかり、千芳はくすりと笑った。

　それからゆっくりと、冬興の背後の横内へ視線をめぐらせる。

　落馬したまま呆ぼう然ぜんとひっくり返っていた横内は、千芳と目が合うと、弾かれたように腹はら這ばいになり、逃げ出そうとした。しかしいたずらに地面をかきむしるばかりで、ちっとも身体は進んでいない。

「千芳様、これには訳が、訳がありまして……！」

　地面の上でおぼれている横内へ、千芳は柔やわらかく声をかけた。

「どうぞ落ち着かれませ。大丈夫ですわ、わたしからじじ様におとりなしします。横内様は悪くない、すべての責任は冬興殿にあり……と。だって、柴坂様も同じことを仰ってましたもの」

「貴様が柴坂を寝返らせたのか……！」

　冬興が憎々しげに千芳をにらむ。

　千芳は口の端を持ち上げて肯こう定ていしてみせた。

　──昨夜、千芳が吉楽川を上って訪たずねたのは、川べりに陣を構えた柴坂家の当主だった。柴坂も、今の横内のように、千芳が本物だと気づくや大いに狼ろう狽ばいし、竜蔵が健けん在ざいであると知らされた時には、がたがたと震えていた。

「柴坂様は、じじ様が亡くなられたと思ったからこそ、柳ヶ瀬殿に協力したのだと仰おおせでしたわ。わたしに向かって、泣いて謝っていました。でも──じじ様はお元気です。此こ度たびの仕し儀ぎにひどくお怒りで、謀反に関わった者は一族郎ろう党とう皆殺すと仰っていますけれど、それでは蓬砂国が成り立たなくなってしまいますでしょう？」

　千芳は無む邪じや気きさを装って笑う。

　竜蔵が今も瀕ひん死しの重傷だなんて、おくびにも出さない。

「ですから、蓬砂五家の要かなめである柴坂様には、ぜひご慈じ悲ひをと、わたしがじじ様にお願いしたのです。そうお話ししたら、柴坂様は心を改められましたの」

　蓬砂国の美姫が単たん身しん現れ、心を込めて説得されれば、男心がくすぐられない訳がない。何よりその背後には、逆げき鱗りんに触ふれられて怒り狂う鬼嶋井が控えているのである。いかにも小心らしい柴坂には、耐えきれないほどの圧力だったようだ。

「横内様もここで兵を退ひいてくだされば、じじ様はきっと許してくださいます」

　横内はいくぶん冷静さを取り戻し、おもねるように千芳に頷いた。

「……分かりました。何なに卒とぞ、何卒おとりなしのほどを……」

「横内殿！」

　冬興が叱責めいた声をあげたが、横内はお構いなしだ。

「私は、あなたが新しい蓬砂の主となると聞かされていたから助力したのですよ。御館様が生きておられるのなら、こんな無茶なことはしなかった」

　しっかりと冬興に責任を押しつけてから、馬にまたがり、土埃をあげて丘を駆け上がって行った。呆気ない退却だった。

「このっ……節せつ操そうなしが！」

　みるみる小さくなっていく横内の背に、冬興が侮ぶ蔑べつの言葉を投げかける。

（……よし）

　千芳は横内を追わない。──今、叩くべき敵の大将は横内ではない。

　横内が去ると、あたりは途端にがらんとしたように感じられた。冬興を守ろうとする人間たちにも、誤魔化しようのない動揺が広がっている。

「お前らも鎮しずまれ！　こんなものはまやかしだ！　千芳姫の名を騙かたり、鬼嶋井を利用しようとする企みだっ……！　さっさと蹴散らしてしまえ！」

　冬興は千芳を糾きゆう弾だんするように指さした。

　しかし、護衛たちは動かない。千芳へ襲いかかるどころか、横内に倣ならって逃げ出したいとばかりに、ちらちらと視線を背後へやるばかりだ。

　しんと沈黙が落ちた。

「ど……どこまで俺を……虚こ仮けにすれば気が済む！」

　冬興の顔が赤く染まり、屈くつ辱じよくと怒りが露になる。

　千芳は相手の怒ど気きを撥ねつけるように叫んだ。

「観念しなさい。じじ様が守ってきた嶋井家が、お前なんかに滅ほろぼされる訳がないのよ！」

「この──千芳姫ぇっ！」

　冬興は激げつ昂こうのまま抜刀し、馬の腹を強く蹴った。有羽側の兵が槍を突き出して迎むかえ撃うつも、たちまち蹴散らし、千芳に迫る。

「な……」

　漣吾が慌てて馬を引こうとするが、間に合わない。

　いや、逃げる必要なんてないのだ。

「貸して！」

　千芳は漣吾の腰から刀を抜いていた。

　既に、冬興は目前。彼の白目が真っ赤に血走っていることさえ分かる距きよ離りだった。冬興にはもはや、以前の冷静さも、甘すぎるお世辞を言う気き障ざっぽさもない。ただ、千芳を殺そうと刀を振りかぶり──振り下ろした。

「千芳様っ！」

　漣吾が叫ぶ。

「……っ！」

　千芳は自分の刀で、かろうじて冬興の刀を受け止めていた。柄を握る手が小こ刻きざみに震える。冬興の太た刀ちに、切っ先で駆け引きする余よ地ちはなかった。ただただ憎しみをぶつけられているのだと、千芳には思えた。

　二人の視線が間近でかち合う。

　相手を憎く思う気持ちならば、千芳だって負けていない。

（こいつのせいで……じじ様は……っ！）

　千芳は奥歯を嚙みしめた。手に力をこめ、腹の底から叫ぶ。

「──冬興ぃっ！」

　すると、相手の目が揺らいだ。まるで、幽霊の声を聞いたような怯えの色が走る。それと同時に、刀にこめられた力もわずかに弱まった。

「う……らぁっ！」

　全体重をかけ、冬興の刀を弾き飛ばす。がら空あきになった胸元へ、斜めに斬きり込む。冬興は充血した目を見開いたまま、驚きよう愕がくの表情で馬から落下していった。

「……おやかたさま……？」

　唇がかすかに動き、そう言っていたように、千芳には見えた。

（じじ様！）

　冬興は、千芳に竜蔵の影を見たのだろう。その場におらずとも、戦の行方を左右する。竜蔵はそういう武将なのだ。

　敵将の落馬に、味方の兵が歓かん声せいをあげている。

（やった……!?）

　肩を上下させ、荒い呼吸を繰くり返かえす。たった一度、刃を打ちつけあっただけなのに、体力と気力、すべてを振り絞ったみたいだった。

「返せ」

　漣吾は千芳から刀をさっと奪ったかと思うと、そのまま馬を飛び下り、冬興へ近づいていく。仰あお向むけに倒れた冬興は、そのまま起き上がることができないようだった。

（漣吾殿……？）

　何をするつもりなのだろう、と目で漣吾の背中を追う。

　漣吾は冬興のかたわらで片かた膝ひざをついていた。

「あなたの負けだ。もう抵抗するな。……ただ、オレはあなたに、謝らなければならない」

　しかし、冬興は漣吾ではなく、その後ろ、千芳を捉とらえようと必死に目を凝らしている。ぶつぶつと言葉をこぼす様は、ほとんどうわごとのようだった。

「何な故ぜ……姫が刀を……。何故、私を……」

「千芳姫様に剣術を教えたのはオレだ。津広に千芳姫様がいるという証言は、正しかったんだ。オレは冬興殿に噓をついていた。冬興殿を謀反に走らせた一いち因いんは、オレにもある。そこだけは、詫わびておく」

　千芳は驚いて声をあげた。

「漣吾殿のせいじゃない！」

　慌てて馬を下り、打掛の裾をさばいて漣吾に駆け寄る。

「わたしが漣吾殿を騙していたのよ！　男の格好で、偽ぎ名めいを使って」

「言い訳は好きじゃない、男らしくないだろ。気づかなかったオレも同罪だ」

「そんなところで男前にならなくていいのよっ！」

「そんなところって……」

　ククッ、とこもった笑い声が聞こえてきて、千芳と漣吾は口をつぐむ。そろって視線を冬興へと向けると、彼は眉をしかめながら苦笑していた。

「馬鹿な話だ。騙されていたなどと……」

「本当なのよ。漣吾殿は悪くないの」

　冬興は首を振った。身体を動かすと傷が痛むらしく、ぎこちない動どう作さだった。

「どんな姿でも、偽名だろうが……私なら騙されなどしない。姫だと、すぐに気づく。……私は本当に姫をお慕いしていたのですよ。幸せにしたいと願っていた」

　すがるように見つめられて、千芳は口のへの字にした。この期ごに及およんで、夜よ這ばいの続きでもしようというのだろうか。まさか。

「わたし、たった今さっき、思いっきり殺されかけたわよね？」

「あなたが私から逃げるからだ！」

　激昂した叫び声に、漣吾が千芳をかばって刀を構えた。しかし、冬興は拳を握りしめ、全身を震わせることしかできない。

「何故、私から逃げた！　千寿丸君を捕とらえたからか!?　兄君の仇と思っているのか!?　あんなこと乱世では日常茶さ飯はん事じではないか！　私だけが責められる謂いわれはない！」

「兄の仇って……なんのこと？」

　千芳は漣吾の肩ごしに、冬興を覗き込んだ。目が合うと、冬興の顔から怒りが抜け落ちていくのが分かった。まるで憑つき物ものが落ちた瞬間のようだった。

「華菜様から聞いていたのでは……私が、千寿丸君を処刑場送りにしたこと……」

　千芳は首を振った。初耳だった。

　千芳の反応に、冬興は明らかに狼狽している。

「ならば、なおさらだ。何故、私を厭いとうようなことを……。城を逃げ出し、よりにもよって漣吾を選ぶだなんて愚ぐ行こうを……！」

「よりにもよって、の意味が分からないけど」

　千芳は漣吾の肩に触れ、入れ替わるように冬興のそばに膝をついた。長い髪をかき上げつつ、冬興の顔を覗き込む。その顔色は蒼そう白はくだった。

「好いた女子が一度逃げ出したくらいで殺しに来るような男なんかより、漣吾殿はずっとずっと器うつわの広い男だもの。あなたなんかと、比べものにならない。……でも」

　今となっては信じられないが、竜蔵は彼を気に入っていたはずだ。そして冬興だって、竜蔵によく仕えていたはずなのだ。

「でも……そうね。わたしが普通の姫だったら、冬興殿を選んだかもしれない」

「あなたは普通の姫じゃないか！　美しく可か憐れんで、蓬砂の白しら百ゆ合りと呼ばれた、非の打ち所のない姫だったはずだ！」

　冬興は救いを求めるように千芳を見上げている。理り不ふ尽じんな目に遭わされ、親に泣きつく子どものようだった。

　しかし千芳には、残念ながら、彼を救えるような言葉の持ち合わせはなかった。自分が普通の姫だったらと想像することはできても、結局、現実はひとつしかあり得ない。

「ごめんなさい、わたしは普通の姫じゃないのよ。あなたが見ていた千芳姫は、本当は存在しないの──」

「こいつ、男なんだぜ」

　漣吾がぼそっと、いささかトゲを感じさせる調子で言い足した。

　冬興は愕然として、返す言葉も失っている。多分、漣吾が大だい胆たんすぎる噓をついていると思ったのだろう。否ひ定ていの言葉を求め、再び千芳を見上げてきた。

　千芳は肩をすくめ、紅にふちどられた唇で追い打ちをかける。

「実は、そうなの」

　冬興はとうとう、白目を剝むいて気を失った。
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　蓬砂城へ向かう有羽の隊列は、勝利に歓かん喜きし、千芳を称える歌を即そつ興きようで歌っている。凱がい旋せんの行進だ。蓬砂城に居残っていた敵兵は皆、冬興の敗北を聞きつけ、既に投とう降こうしている。

　けれど、列の中央にいる千芳の顔色は暗かった。

　馬上から蓬砂城が見えてくると、ますます苦い気持ちがこみ上げてくる。

（これで、俺が漣吾殿のそばにいる理由はなくなったんだ……）

　戦に勝つためと言い張って、嫌がる漣吾のそばに居座っていた。このまま蓬砂城に入り、名めい実じつともに戦が終結すれば、千芳はもう用済みだ。

「……いつまで蓬砂にいるつもりだ？」

　心を読まれたようにささやかれ、びくりと肩を揺らす。おっかなびっくり振り返り、背後の漣吾の様子をうかがうと、不機嫌そうな顔をしていた。

（やっぱりまだ怒ってるんだ）

　漣吾からまともに話しかけられたのも、ずいぶん久しぶりのような気がした。

　本当は、千芳と同じ馬に乗っているのも嫌なのかもしれない。戦の最中、二人で同じ馬に乗ることを提案したのは千芳だった。そうした方が、か弱い千芳姫らしく見えると思ったからだ。だから今は、もう、そんなことをする必要もない。

　自分勝手だと分かりながらも、つい、すがるように尋たずねてしまう。

「やっぱり、俺、出て行かないと駄目かな……？」

「当たり前だ。男に戻りたいんだろ」

　漣吾は深しん刻こくそうに答えた。でも、その声から嫌けん悪おや怒りは感じられなかった。

（……あれ？）

　違和感を覚えて、千芳はしげしげと彼女を見つめた。すると何故か、漣吾の方が焦あせったようにまくしたて始める。

「このまま蓬砂にいたら、また千芳姫様として生きていかなきゃならなくなるぞ。婿になりたいって、なんにも知らない男がわんさか押しかけて、厄やつ介かいなことになるに決まってる」

　千芳は反射的に答えていた。

「でも俺、漣吾殿が婿になってくれるんだったら、千芳姫のままでいい」

　自分の望み、偽りのない本音を告げると、漣吾が視界から消えた。

「……漣吾殿っ!?」

　彼女はぽかりと口を開けたまま落馬していた。陽気に歌っていた足軽たちもどよめき、二人を中心に人ひと垣がきができる。

「だっ、大丈夫!?」

　千芳が慌てて馬から降りて助け起こすと、漣吾はまだ口を開けたままだった。呆然と、その場に座り込んだまま、まじまじと千芳を見上げている。

「舌した、嚙んでない？」

「姫のままでいいって……やっぱり男になりたいっていうのは噓で、千寿丸はオカ……」

「違うってば！」

　千芳は思わず声を張り上げた。大誤解だ。

「俺はただ、漣吾殿と一緒にいたいんだ。漣吾殿と一緒にいられるなら、どんな姿でも構わない。だって、じじ様に噓ついてた時と違って、自分で選んだ格好なんだから」

「オレと一緒に……？」

　漣吾はまだうろんげな顔をしている。千芳はもどかしくなり、漣吾の手を取った。心のうちが肌を通して、直接彼女に伝わってくれればいいのにと思いながら、声を振り絞る。

「漣吾殿のことが、好きなんだ」

　すると、漣吾はうつむいてしまった。耳まで真っ赤で、まるで火の玉みたいになっている。しばらくしてからやっと口を開いたら、全然違う話を切り出してきた。

「……オレが、義之助に抵抗した理由。話してなかったよな」

「うん、そういえば、そうだった」

　でもどうして、今、その話になるのだろう。

　不思議に思いながら、千芳は耳をすませた。

「死にたくなかったんだ。千寿丸に、いや、千芳様に、もう一度会いたかったから……」

　漣吾はじっとうつむいたままで、表情は見えず、声も誰にも聞かせたくないように、とても小さかった。

「オレも、千芳様が、じゃなくて、千寿丸が、好きだから。……千芳様でも、千寿丸でも、もうどっちでもいいや……」

　──千芳様でも、千寿丸でも。

　それは投げやりで何かを諦あきらめたようにも聞こえたけれど、千芳にとってはこれ以上ない言葉だった。だって、千芳は千芳であり、千寿丸でもある。どちらも本当の自分なのだ。

　漣吾は、どちらでもいいと言ってくれた。

「それじゃあ、漣吾殿は……俺の婿になってくれるんだな!?」

　漣吾はうつむいたまま、こくんと頷うなずく。

（か……可か愛わいい！）

　千芳はたまらず、漣吾の手を引っ張った。漣吾は抵てい抗こうすることなく、千芳の胸にすとんと納おさまる。抱き寄せると、漣吾の手が千芳の背をつかむのが分かった。今まで何度か、彼女をこんな風に抱き寄せたことがある。でも、応えがあったのは初めてだった。

　足軽たちが再びどよめき声をあげる。

「こりゃあ勝ち戦だけじゃなくて、祝しゆう言げんの祝いも必要だぞ！」

「千芳姫様の婿とり祝いだ！」

「……ちょっと通して頂戴な！　通して！」

　色めく人垣をかき分け、千芳に近づく中年の侍女がいた。千芳姫凱旋を聞きつけ待ちきれず、蓬砂城から飛び出してきたらしい。

「千芳様ぁ～。千芳様ぁ～っ！」

　耳なじみのある声に、千芳は顔を輝かせた。漣吾を抱きしめたまま振り返ると、予想通り、懐かしい人がまろび出てきた。

「お須免！　よかった、無事だったのか！」

「千芳様もご無事で……！」

　お須免は千芳の打掛に顔を埋うずめたかと思うと、すぐに顔をあげた。

「短い間にすっかり殿との方がたらしゅうなられて、見違え……あら、あまり変わっていらっしゃらないですわね。戦で鬼神のごとく大暴れなさったと聞きましたのに」

　お須免は納得いかない様子で、しつこく瞬まばたきを繰り返している。千芳と漣吾は目配せをして、そろって笑い声をあげた。

　姿は以前と同じでも、確かに変化したことがある。目に映らないから、他人には分からないかもしれない。けれど、千芳は確かに手に入れたのだ。男としての自分と──かけがえのない伴はん侶りよを。
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　そうして、戦いくさの後あと始し末まつがすべて片付いた頃。

　津つ広ひろ城じようの二の丸で、竜りゆう蔵ぞうが目を覚さました。

「いやはや、此こ度たびこそまことに死ぬかと思ったわ！　うははははは」

　高価な南なん蛮ばんの薬が効きいたのか、はたまた、悪運の強さのなせる業わざか。

　駆かけつけた千ち芳かと漣れん吾ごの目に飛び込んできたのは、身体からだに穴があいたとは思えないほど元気な竜蔵の姿だった。寝しん具ぐの上で胸を張って笑う彼より、枕まくら元もとでおいおいと男泣きしている小お山やま田だの方が心配なくらいだ。

「じじ様……よかった」

「おお、千芳か。……おお？　なんじゃ、その格好は。せっかくわしが、常とこ鳴なりの男を見み逃のがして、自由に生きよと言い遺のこしてやったのに」

　竜蔵はぎょろりと千芳を見やった。

　そんな目つきで見られたら、以前なら震ふるえあがっていただろう。でも、今日はただ嬉うれしい。胸がいっぱいになる。

「わたし、このままでいいの」

　千芳はひざまずいて床に手をついた。竜蔵が目を覚ましたら、こう言おうと決めていた。

「漣吾殿を婿むこにとるわ。じじ様の言っていた通りにする！　だからどうか千芳姫として、このまま蓬ほう砂さの国くにに置いてください！」

「なんじゃって？　何を血迷ったことを……男と知って、わしが今までと同じように千芳千芳と可か愛わいがるとでも思っておるのか？」

「御お館やかた様さま！　オレからもお願い致します！」

　戸と惑まどう竜蔵へ、漣吾が言葉を被かぶせた。彼女も千芳と並んで床に手をつき、額ひたいをこすりつけている。

「千芳姫様は長い間、御館様を欺あざむいてきました！　お怒いかりはごもっとも。しかし、千芳姫様がいなければ、オレや小山田殿はもちろん、御館様とて、冬ふゆ興おき殿に討うたれていたはず。千芳姫様がいたからこそ、謀む反ほんを退しりぞけることができたのです！　どうぞ寛かん大だいな処しよ置ちを……！」

「待て待て。千芳の戦いぶりは小山田からも聞いたわい。常鳴の血を引く男子とはいえ、嶋しま井い家を護まもった者を無む下げにするつもりはない。が、しかし……」

　竜蔵が珍めずらしくしどろもどろになった。

「漣吾や、お前も千芳が男だと知っているであろう。それで婿になると言うのか？」

「はいっ」

「いやいや……待て。若いうちはそれでいいのかもしれんが、わしは嶋井の血を引くひ孫に跡あとを継つがせたくて、婿とりを考えたのだぞ。おぬしら二人では子は……」

「はい！　オレが産みます！」

　漣吾の威い勢せいのいい返事に、竜蔵と小山田は眼を剝むいた。千芳だけがぱっと頰ほほを染めて、頭を下げた姿勢のまま、肘ひじで漣吾をつつく。

「馬ば鹿か。そういうことをあけすけに言うな！　慎つつしみを持てって、いつも言ってるだろ！」

「誠せい意いをもってお答えしただけだ。はっきり言わずにどうしろって言うんだ」

　漣吾も頭を下げたまま、肘で千芳をつつき返す。その顔は真剣そのものだ。
















「なんでそうなるんだよ。俺の婿になるって言った時は、あんなに照れてたのに……」

「あ、あれは──」

「待て待て待て待て」

　竜蔵が間に割って入る。震える手で漣吾を指した。

「そ……そちが産むとな？　産めるのか？」

「はい。まだ経けい験けんはありませんが」

「であろうな。わしも長く生きたが、聞いたことがない」

「きっと、嶋井の勇ゆう猛もうな血を引く若わ子こをあげるよう、努ど力りよくします！」

「漣吾殿の馬鹿……本当に意味分かって言ってるのか……？」

　千芳は真っ赤な顔を床に押しつけて悶もん絶ぜつしている。

　そんな漣吾の男らしい宣せん言げんを聞いて、竜蔵はしばらくの間黙だまり込こみ、困こん惑わくしたまま小山田を振り返った。

「どうも……わしは、ずいぶん長い間寝ておったようだな。知らぬ間に、男も赤あか子ごを産むことのできる世になっておったのか」

「わ、私も知りませんでした。いや、最近の若い者のことは分かりかねます……」

　小山田が汗を拭ふき拭き首をひねる。

　千芳は頭ず上じようで交かわされる二人のやりとりを聞いて、やっと重大な間違いに気づいた。

　そういえば──漣吾の正体について、竜蔵たちは何も知らないままなのだった。

「あ」

　千芳と漣吾は顔を見合わせた。




　こうして、姫の婿とりはさかしまに始まり、さかしまに終わったのだった。





了
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